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京都大学構内には、 吉田キャンパスのほぼ 全域や和歌山県白浜町の 理学部附属瀬戸臨海 

実験所構内をはじめとする 各地の附属施設内にも、 先史時代から 近世に至る長い 歴史を刻 

んだ埋蔵 文化財が多数存在している。 京都市が作成した 遺跡地図によると、 現在吉田キャ 

ンパスに限っても、 附属病院構内の 西端の一部を 除くほぼ全域が、 調査を必要とする 周知 

の 遺跡として登録されている。 

埋蔵 文化財研究センターは、 建物や施設の 建設にあ たってこうした 埋蔵 文化財の調査を 

実施し、 その面積は昭和 52 年に設置されて 以後 45,000m, を越えている。 また遺跡の内容 

は 、 それらの調査報告書によって 、 広く認識されるようになったと 考えている。 

この報告は 1993 年度におこなった 発掘調査の成果をまとめたものであ る。 この数年は 、 

補正予算の執行にともなう 校舎建設計画によって 発掘調査が急増し、 資料整理はそれと 並 

行しておこなう 状態が続いた。 各章の報告はこうした 中で、 吉田キャンパスを 含む北白川 

一帯に残る先史時代から 近世にわたる 従来の調査に よ る成果に 、 新たな資料を 加えてその 

歴史的環境の 復原を試みたものであ る。 また各調査には 各研究分野から 多くのご協力をい 

ただいた。 とくに第 3 章の噴砂については 理学部地質学鉱物学教室鎮西清高教授と 地球物 

理学教室岡田 篤 正教授から、 第 4 章の土壌中のリン 分析については 農学部地域環境科学教 

室小崎 隆 教授と矢内純大助手から、 また石器の石材の 分析については 原子炉実験所藁科 哲 

男 助手からそれぞれ 分析と詳細な 知見をいただいた。 ご 高評をお願いしたい。 

おわりに、 これらの調査では、 学内学覚の多くの 関係者および 関係機関からご 協力をい 

ただいた。 とりわけ、 工学部、 理学部、 文学部、 施設部の関係者各位に 対して、 お礼を中 

し 上げる次第であ る。 

1997 年 3 月 

京都大学埋蔵 文化財研究センター 長 

山 中 一 郎 
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本年報は，京都大学構内で 1993 年 4 月 1 日から 1994 年 3 月 31 日までに発掘，整理作業 

を終了した埋蔵 文化財調査と 保存の報告をまとめたものであ る。 

国土座標にしたがって 一辺 50m の方形の地区割りをして ，遺跡の位置を 表示した。 

層位と遺構の 位置については ，国土座標 第 W 座標系 (x= 一 108,000 ， y ニー 20,000) 

が (x 二 2,000 ， Y 二 2,000) となる京都大学構内座標によって 表示した。 

遺構の略号は ，奈良国立文化財研究所の 方式にしたがって ，井戸 : SE, 土城 : SK の 

ように表示し ，各調査ごとに 通し番号を 1 から付した。 

遺物には，遺跡の 調査名を示すローマ 数字と，調査ごとの 通し番号を 1 から付した。 

この遺物番号は ，本文，実測図，写真を 通して表示を 統一した。 

T : 京都大学本部構内 AU30 ・ AV30 区の発掘調査 

Ⅱ : 京都大学北部構内 RR28 区の発掘調査 

Ⅲ : 京都大学本部構内 AW25 区の発掘調査 

( 例 11 : 京都大学本部構内 AU30 ・ AV30 区出土遺物 1 番 ) 

原則として，遺物の 実測図は縮尺 1/4, 遺物の写真は 約 1/2 に統一した。 他の縮尺の 

ものは，それぞれに 縮尺を明記した。 

参考文献は，本文中に ， ( 著者名 発表年コの形式で 表わし，第 4 章末に一括した。 

古代・中世土師器の 型式分類は， とくにことわりがない 場合に限り 項部大学埋蔵 文 

化財調査報告 DJ (1981 年 ) に従った。 

本文の執筆者名は 各章の初めに 列記した。 また，遺物の 撮影はそれぞれ 報告者が担当 

した。 

編集は，古賀秀策が 担当し，清水若俗，五十川神矢，千葉 豊 ，伊藤淳史，富井 眞 ， 

磯谷敦子，中田敬子，柴垣理恵子が 協力した。 
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第 1 章 1993 年度京都大学構内遺跡調査の 概要 

山中一郎 清水若俗 古賀秀策 

1  調査の経過 

京都大学構内のほぼ 全域には，縄文から 近世に い たる各時代の 遺跡が埋 積 している。 こ 

のため，京都大学埋蔵 文化財研究センターは ，吉田キャンパス 及び付属施設の 敷地内にお 

ける建物新宮やその 他掘削 1 事に際して，予定地の 埋蔵 文化財の調査を ，既知の遺跡との 

関係や過去の 調査結果より ，発掘，試掘，立合にわけて 実施している。 1993 年度には，以 

下の発掘調査 5 件，試掘調査 1 件，立合調査 6 件，資料整理 1 件を実施した。 

発掘調査 理学部 動 ・植物学科等校舎斬首予定地㎝ 二期 )( コヒ 部 構内 BB28 図 悌 3 章，図版 1-217) 

文学部等校舎斬首予定地 ( 本部構内 AW25 区 ) ( 第 4 章，図版 1 り 18) 

工学部 RI 施設 棟 新 嘗 予定地 ( 本部構内 AtI30 区 ) ( 第 2 章，図版 1 づ 19) 

総合人間学部人間・ 環境学科校舎斬首予定地 ( 総合人間学部構内 A022 区 ) 

( 発掘串，図版 1-220) 

理学部基礎物理学研究所研究棟新宮予定地 ( 北部構内 BF34 区 @  ( 発掘串，図版 1-221) 

試掘調査 ウィルス研究所生物研究棟新嘗予定地 ( 病院構内 AFl2 区 ) ( 第 1 章，図版 1-222) 

立合調査 吉田地区基幹整備工事 ( 本部構内 AW30 区 ) ( 図版 1-223) 

医学部放射線生物研究棟予定地 (S 学部構内 AN20 区 ) ( 図版 1-   224) 

医学部 4 号館校舎所管予定地 ( 在学部構内 AMl8 区 ) ⑫ 版 1-225) 

病院地区基幹整備工事 ( 病院構内 AHl4 区 ) ( 図版 1-226) 

生体医療工学センタ 一実験研究棟新嘗予定地 ( 病院構内 AGl3 区 ) ( 図版 1-227) 

ウ ルス研究所実験研究棟新嘗予定地 ( 病院構内 AGlo 区 ) ( 図版Ⅰ -228) 

資料整理 工学部機械工学科等研究実験棟新嘗予定地 ( 本部構内 AV30 区 ) ( 第 2 章，図版 1-214) 

2  調査の成果 

前節であ げた調査のうち ， 1993 年度に整理を 終えたものについて ，その成果を 略述す 

る。 なお， AU30 区・ AV30 区， BB28 区， AW25 区の発掘調査については 第 2 章，第 3 

章，第 4 章で，それぞれ 詳述している。 

本部構内 AU30 区・ AV30 区と AW25 区の調査では ，吉田山西 麓と 本部構内一帯の 先史 

時代から近世にかけての 新たな知見が 多く得られた。 まず縄文時代では ， AW25 区から時 

期を後期中葉に 限定できる良好な 一括資料が得られた。 分布の中心は 調査 区 の 北 半にあ 

り ，北方あ るいは東北方への 遺跡の広がりが 想定できる。 弥生時代では ， AU30 区で山裾 

に沿って北東から 南西にはしる 流 路から，実希 文 土器と遠賀川式土器がまとまって 出土し 



1993 年度京都大学構内遺跡調査の 概要 

た 。 これらの成果は ，これまで先史時代の 遺物や遺構に 関する情報の 希薄であ った本部構 

内における，先史時代の 地形環境や人々の 活動の様子を 知るうえで重要な 資料となろう。 

また， AW25 区で検出した 弧状の平面を 呈する 濠状 遺構は， 7 世紀代の遺物を 含み， 11l 

地点での方墳や AV30 区と 168 地点での 埋 紳士坑の存在などを 考慮すると，古墳終末期の 

円墳の周 濠 であ る可能性も考えられる。 

中世では，土地利用に 関する興味深い 事実が判明した。 まず， AW25 区では， 13 世紀中 

葉に廃絶された 井戸は廃棄物の 捨て場となり ，その後これに 近接して 集 石基や上 塘墓が設 

けられており ， この 地 一帯の土地利用が 生活空間から 埋葬空間へと 変容していることが 明 

らかとなった。 また AU30 区では，弥生時代の 流 路埋積 後の凹地の西側に 井戸，柱穴群や 

建物 跡 がまとまりをみせるのに 対して，凹地内には 土器 溜 群などの遺構が 集中する状況を 

呈しており，生活空間と 廃棄または祭祀に 関わる空間の 使い分けが指摘できる。 また後者 

では，凹地が 古代一中世の 溝の方向をも 規定しており ，先史時代からの 自然地形が周辺一 

帯の土地利用に 関しても大きな 影響を与えていたことが 明らかになった。 AV,:0 区の北辺 

では， U4 世紀の砂取り 穴を発見した。 中世の志賀越え 道南方のこの 辺り一帯が，大規模な 

砂 取りの場所であ ったことが明らかとなった。 

北部構内 BB28 区の調査では ，弥生前期末一中期初頭に 白川の洪水により 一時期に堆積 

した黄色砂層の 下に，土石流の 跡を確認した。 東北方約 100m の 109 地点では， 両 流する 

土石流の南限を 検出しており ，弥生前期に 北部構内南部を 横切っていたとされる 河道は 

109 地点付近で分流し ，このうちの 両流する一枝流を 検出したものと 思われる。 また，縄 

文晩期 一 弥生前期の遺物包含層を 貫通して噴出する 噴 砂と，黄色砂層中で 検出した堆積層 

の 乱れは，地震にともなう 堆積物の圧 密 液状化現象の 跡と思われる " 古代一中世の 溝や土 

坑などの遺構は ，ほぼ方向を 同じくし位置も 近接しており ，これらの遺構の 示すライン 

は， この 地 一帯の土地利用の 境界であ った可能性がつよいことを 明らかにした。 

病院構内 AFl2 区の試掘調査では ，工事予定地に L 字状の トレンチ 150m2 を設けて遺 

構の確認をおこなった。 南側の 192 地点では，近世後半における 南北方向の路面沿いに 耕 

作関連の井戸や 野壺が 集 申して見つかっており ，今回も同様な 状況が予想された。 調査の 

結果，同時期の 遺物包含層の 広がりは確認できたものの ，少量の柱穴と 路面の北へのつづ 

き 以外に遺構は 存在せず，その 下は無遺物の 砂礫層であ った。 井戸や野壺はあ る程度限ら 

れた範囲にまとまって 設置されていたと 想定される。 包含層中より 整理 箱 3 箱 の陶磁器 類 

が出土したほか ，表土中より 弥生後期の蓋 形 土器什 1 点を採集している。 
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1  調査の概要 

本調査 区は ，本部構内の 東南隅に位置する。 周辺では， 1979 年度の試掘調査で 縄文晩期 

一 弥生前期と申世の 遺物包含 層が ， 1981 年度の立合調査で 中世の土器 溜 や上 坑が ，それぞ 

れ報告されている ( 東大理文研 80 ・ 83 コ。 さらに，西に 隣接する ATZ9 区 ( 図版 1-124 地 

点 ) 0 発掘調査では ，中世の溝や 掘立 柱 建物体などがみつかっている ( 泉 ・茂野 86 コ 。 こ 

うした状況のなかで ，ここに工学部機械工学科等研究実験棟ならびに 工学部 RI 施設棟の 

建設 力洲 画されたため ，事前にそれぞれ 発掘調査を実施した。 2 つの調査区は 南北に隣接 

しているため ，前者の AV30 区 (214 地点 ) を 北 調査 区 ，後者の AIf30 区 (219 地点 ) を 

商 調査 区 と呼び，本章であ わせて報告する。 北 調査 区 01480m" は ，干葉 豊 ・伊藤淳史が 

担当して 1993 年 1 月 11 日 一 2 月 26 日に，また高調査図 1074m2 は，伊藤・古賀秀策が 担当し 

て 1993 年 10 月 18 日 一 1994 年 1 月 14 日に調査を実施した。 調査区の位置関係と 主要な遺構 

は ， AT29 区の成果と合わせて 図 1 にまとめて表示している。 

調査の結果， 北 調査区の南半は 撹乱が著しかったが ，それ以外では 縄文時代以降近世に 

至るまでの冬期の 多様な遺構がみつかり ，総計整理 箱 65 箱 分の遺物が出土した。 なかで 

も ， 商 調査区を北東から 南西へはしる 流 路から，実希 文 土器と遠賀川式土器がまとまって 

出土したことは 注目され， 1979 年度の試掘調査で 確認されていた 遺物包含 層が ， 流路 に伴 

う局地的なものであ ることが判明した。 それ以外には ，平安時代以降の 各時期の溝，中世 

の 土器溜や柱穴 群 ， 砂 取り穴などがみつかっているが ，溝の多くは 方位を東に振り ，土器 

溜は流路埋積 後の上面に，柱穴 群 はその西側の 安定した地盤に 集中する傾向がみられるな 

ど ，古代以降の 土地利用が先史時代の 地形環境に由来する 制約のもとに 変遷していく 状況 

を 知ることができた。 なお，遺構からではないが ，縄文時代草創朝一早期に 比定される 有 

茎 尖頭器の出土も 特筆される。 

出土遺物の整理は 発掘調査に引き 続きそれぞれ 担当者がおこない ，本章はその 結果にも 

とづき，第 6 節を千葉，第 5 節田を古賀，それ 以外を伊藤が 分担して執筆しまとめたもの 

であ る。 発掘と整理に 際しては，矢野由記子・ 下坂澄子・富井 眞 ・国師 祥史 ・大岡由記 

子・宮本康二の 助力を得た。 
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京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

2 層 ィエ 止 

調査区の現地形は ，全体としては 北から南へゆるやかに 傾斜しており ， 北 調査区の北端 

と 高調査区の南端での 比高差は lm たらずであ る。 南北方向の層位については 調査 区東壁 

の 要所の 4 ケ所 ⑭ 一 ⑮地点 ) を表示し東西方向については ，高調査区の 東西 畦 商聖 

(A 一 が断面 ) と ， 北 調査 区 の 南壁 (B 一ビ 断面 ) を裏 表反転して 図 化したものの 記録を 

示す ( 図 1 . 2)0 

第 1 層の表土・授乳 は ，大学設置以降の 近 一 現代にかかわるものであ り，それより 下層 

を調査対象とした 0 

第 2 層の灰褐色土は ，近世の遺物包含層で ， 18 一 19 世紀代の陶磁器 類 が多く出土する。 

高調査 区 では上面を削平されており ，部分的にしか 残っていなかった。 

第 3 層の茶褐色土は ，中世の遺物包含層で ， 13 世紀代を中心に ， 12 世紀代 は さかのぼる 

ものや U4 世紀以降に下るものも 少量認められる。 北 調査 区 の 北 半ではほとんど 残っておら 

ず，遺構の埋 土 としてのみ確認できる。 

第 4 層の黒色土は ，商調査 区 の 東 半において，下層の 流 路 ( 図 1 裂地部分 ) とほぼ一致 

する範囲に認められたもので ，やや 粘 質の堅く締まった 層であ る。 10 世紀代の遺物がごく 

微量出土している。 また， SDl8 , SD20 ・ SD2l の 埋土も ， これと同質なものであ る。 本来 

はもっと面的に 広がっていたものが ，下層の流路の 影響で生じていた 凹地や遺構の 掘り込 

み部分への堆積を 除いて，剛平されてしまっている 可能，佳が高い " 

第 5 層の黄色砂は ， 流 路を埋没させている 均質で粒子の 細かい砂層で ， 無 遺物。 吉田 

キャンパス一帯で 鍵層として確認されている ，弥生前期末一中期初頭ごろの 土石流堆積層 

に相当するものと 判断している。 

第 6 層の黒褐色土は ， 流 路の底面に沿って U 字状に堆積しているやや 粘 質の土壌で，地 

点によっては 縄文晩期 一 弥生前期の遺物を 多く含む。 これら 流路 内の堆積状況については 

次節で詳述する。 

第 7 層の黄色シルトは ，調査区の遺構のべ ー スとなっているもので ，色調は黄色砂に 類 

似するが，堅く 締まっている。 約 0 ． 6 一 1.Om あ まりの厚さがあ り，その下には 第 8 層の 

礫混りの白色砂層が 堆積していることを 確認している。 第 7 層・第 8 層ともに 無 遺物であ 

り，場所によっては 両 層の間に淡褐色砂質土の 薄い間層が認められる。 いずれも，縄文後 期 以前に堆積した 層であ ろ つ . 





京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

色砂の中位に 及んでいる。 内部には，第 6 層の黒褐色土層が ，基本的に底面に 沿って U 字 

状に堆積しているが ，地点によっては 流路 の 西 肩のみにブロック 状に存在する。 それより 

上面は第 5 層の黄色砂が 厚く堆積し流路を 埋没させているけれども ，古代以降も 凹地と 

して残ったようで ，最上面に第 4 層の黒色土の 堆積をみる。 黒褐色土 層は ， 1979 年度の試 

掘調査の際には ，黄色砂より 下層の暗茶褐色土・ 暗褐色土・黒色土の 3 層として報告され 

ている ( 東大理文研 80 p.40J 。 仝回の調査においても 同様な色調の 違いは認められたが ， 

その境界は漸 移 的で安定したものではないこと ，色調以外には 質的な差異がほとんど 認め 

られないこと ，また遺物はいずれの 層からも出土し 接合関係も認められることから ，黒褐 

色土層として 一括した。 また，この 層 内には，水流や 滞水の状態が 存在したことを 示すよ 

うな間層は全く 確認されなかった。 

遺物出土状況 黒褐色土層中からは ，弥生前期の 土器を中心に 総計 446 点の遺物をと 

りあ げた。 すべて 商 調査区の出土で ， 流路 幅が最も狭くなっている 付近の，それも 東側斜 

面を中心にまとまって 出土している ( 図 3 染地部分 ) 。 この遺物集中地点の 下流にあ たる 

南方や，斜面や 層の上下間においても 接合関係にあ る破片は多く ，ここでは，代表例とし 

て主要な 7 個体の破片の 水平分布と垂直分布を 表示しておく。 土器 什 はいずれも磨滅して 

いないことから ，これらは， 原 位置を保ってはいないものの ， 流 路の東一東北側を 中心と 

する調査地点にきわめて 近い場所から ，長期的ではなく 比較的短期間にまとめて 廃棄され 

たものであ る可能性が高いと 判断される。 

(2) 遺 物 ( 図版 6 一 10 ，図 4 一 9) 

土器・土製品については ，すべて SRl 円黒褐色土層の 出土であ る。 説明の便宜上， 遠 

賀川 式 土器・ 突 帯皮土器・その 他 ，の 3 群に大別して 報告する。 内容の検討は 第 6 節で再 

述 しているので 参照されたい。 なお，石器については ，黒褐色土層中からは 5 点の剥片が 

出土したのみであ る。 よって，古代以降の 遺構に混入して 出土したものを 提示する。 

遠賀川式土器 (1  1 一 131  .  142 一 149)  1l 一 Tg  は 壷 。 1  l 一 T4  は日録部の破片 

で ， Tl   は目縁端部を 丸く収め，焼成後穿孔の 紐 孔 をもっ。 頸部には断面半円形の 突 帯を 

貼り付けている。 胎土中に角閃石を 多く含んで暗褐色の 色調を呈し一般に「生駒 西麓 

産 」と呼ばれている 胎土の特徴を 示している。 12 一丁 4 の端部は弱く 面取りしている。 

13 は頸部の沈 線が 1 条まで確認できる。 15 一 Tg は 頸 一脈部の破片で ， 15 は頸部に削 

り出し突帯を 設けその上に 沈 線が 1 条まで確認でき ，焼成後穿孔の 紐 孔 をもっ。 また， 外 
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縄文・弥生時代の 遺跡 

して黒色を呈し 頸部に装飾をもたない。 T7 は頸部に 2 条の突帯を貼り 付け，服部には 

洗練 3 条と突 帯 1 条をめぐらす。 服部 沈 線の最上端のものは ，頸部側を横位方向に 強く研 

磨 して低め ， 削り出し突帯状の 段差を成形する。 貼付 突 帯は断面半円形で ，正面から蓬矢 

による V 字形の刻みを 施している。 服部の 突帯 はかなりの部分が 剥落しているけれども ， 

その部分から ， 突帯 貼り付け双に 下書きの 箆描 洗練が施されていたことが 確認できる。 18 

は ，かなり大形になる 壷の頸部で 2 条の箆 描 洗練をもっ。 接合はしないが 同一と思われる 

破片は多数あ る。 19 は小形の壷の 頸部で，洗練 が 3 条まで確認できる。 

110 ・ Tll は重用の蓋。 110 には中央部に 焼成後穿孔の 紐 孔 があ る。 

Ⅰ 12 一 T14 は 鉢 。 T14 は， 器 表面を横位方向に 研磨したのち ，上下方向より 指で押さえ 

つけて成形したおおぶりの 把手を貼り付けている。 その後に胸部を 再 び 研磨するようであ 

る。 1/8 程度しか残存していないので 把手の単位は 不明であ るが， 図 上では 4 方向に把手 

がつくものとして 復原した。 なお， 113. Ⅰ 14 は外面に煤が 付着している。 

Tl5 一 %31 は 棄 。 口径が復原可能なものでみると ，直径 18cm 程度のもの (116), 22 一 

24cm 程度のもの (117 一丁 19. 121), 30cm を越えるもの (115. 120) の少なくとも 

3 種類の法量 力蒲忍 められる。 詩形としては ， 口稼 が短く 竹 反し胸部はあ まり張らないも 

のが主体となるが ， 119 はやや強く張るものとみられる。 調整は，外面を 縦位の刷毛目調 

整，内面を指や 板状工具で撫でて 平滑にすることを 基本としているが ， T1g は押縁部の内 

面にも横位方向の 刷毛目が残される。 Tl5 では， 1.5cm 程度の幅をもっ 板状工具の木口 

や擦過の痕跡が 良く観察できる。 装飾は， 口 縁の端部に刻み 目を，頸部に 箆描沈 線を施す 

ことを基本とする。 115. 116 は頸部の文様を 欠いているが ，それ以外の 個体では，残存 

している範囲内で ， 1 一 3 条までの 条数 が確認できる。 118. 119 の刻み目には 木目の圧 

痕 が明瞭に残っているほか ， T2(N には， 口 縁端部の下端を 鋭く V 字に刻む特異な 技法を用 

いている。 類似の刻み技法は ，病院構内 AHlg 区出土土器 183 として報告されているもの 

にみられる ( 千葉 gl p.37)0 121 は，外面の下半部が 強い火執を受けて 里愛 し 器 表面 

が剥落している。 しかし内面にはとりたてて 使用にかかわる 痕跡は残っていない。 これ以 

外の葵も，外面に 煤が付着しているものは 多いが，内面に 付着物が残っているものはない。 

142 一 T49 は底部。 外面を丁寧に 磨いている 14,2 一 Ⅰ 45 は壺の，刷毛目調整であ る 1 

46. Ⅰ 49 は姿の底部であ ろう。 147. 148 は小片であ っていずれとも 決めがたい。 

突 脊丈土器 (T32. 133. 139 一 141)  回線部を含む 個体は 132. 133 の 2 点のみ 

しか出土していない。 132 は，やや腕部の 張る 深鉢で ，底部を除いてほぼ 器形 が復原でき 
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図 4  SRl 黒褐色土居出土遺物 1) (11 一 114)  縮尺 1/4 
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縄文・弥生時代の 遺跡 
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図 5  SRl 黒褐色土居出土遺物 (2) (115 一二 31@  115 一 121 縮尺 1/4,  122 一 131 縮尺 1/3 
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京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 
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縄文・弥生時代の 遺跡 

  
ⅠⅠⅠ 

152 
1 

Ⅰ 53 

且   
154 155@ o             15cm 

図 7  5R1 黒褐色土居出土遺物 4@  (150 一丁 57@  縮尺 1/3 

る 。 1979 年度の試掘 坑 TP4 第 4 層出土の口緑郎破片 m26 と接合した ( 東大理文研 80 p. 

40 コ 。 目縁端部は，断面姉角形の 突 帯 貼り付けを兼ねた 撫で調整で処理されており ，実希 

上には非常に 細かな D 字形の刻みが 施される。 外面には， 縦 仕方向を基本としながら ， 肩 

部を中心に一部に 横位方向のものを 加えた，幅 3mm 程度の箆磨き 状の調整が施されてい 

る 。 ただし部位によっては 2 一 3 条単位の細密な 条痕状を呈していることから ，使用さ 

れた工具の本来の 形状をうかがうことができる ( 図版 10-1) 。 色調は， 明黄 灰色を呈し 

外面の一部には 煤が付着している。 T33 は小形の深 鉢で ，目縁端部に 沿って偏平につぶれ 

た 紐状の突帯を 貼り付けているが ，形状が安定せず ，実希がめぐっていないかのように 見 

える部位もあ る。 目縁 下に径 7mm の補修礼 が 穿たれている。 外面は横位の 撫で調整を基 

本とし，券面は 平滑だが板状工具の 木口の圧 痕 がのころ。 内面には，横位方向に 板状工具 

をひきずった 痕跡が粗く残されている。 色調は暗 黄 灰色を呈し外面には 煤力 ㍉ 寸 着する。 

Ⅰ 39 一 T41 はこうした実希 文 土器の底部とみなせるものであ る。 このうち 141 は，色調や 

胎土の特徴に 132 と近いものがあ り，同一個体となる 可能性もあ る。 

その他 (134. Ⅰ 35 一丁 38. 150 一 157)  Ⅰ 34 は，小形の無頼 壷 。 目縁は内側へ 水 

平に屈曲し端部は 撫でて丸く収められている。 外面の調整は ，下半部に刷毛目状の 条線 

がわずかに残っているが ，それ以外は 風化してはっきりしない。 器 表面は平滑であ る。 内 

面には，横位方向の 砂粒の動きが 多数認められるとともに ，刷毛目状の 条線も粗く残され 

ている。 色調は淡黄白色を 呈する。 無類 壺は ，遠賀川式土器には 稀にみられるが ，このよ 

うに 口縁 が内所する 器彩 はみられない。 また，不例の 胎土や色調は ，遠賀川式土器に 一般 

的なものとも 異なっており ，系譜については 検討を要する。 

135 一 138 の底部と， Ⅰ 54 一丁 57 の破片は，覚面を 条痕 状 に調整している。 135 は， 底 

部 側から見て反時計回りの 螺旋 状に ， 櫛状 工具を用いた 条痕を施す ( 図版 8) 。 色調は黄 

褐色。 T36. T37 の 縦 位の条痕は， 3mm 幅 程度の凹部と 細 い 西部が並行しているもので ， 

13 



京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

割 板状の工具によるものと 思われるが，図版 10 で示すように ，遠賀川式土器の 刷毛目とは 

明らかに異なっている。 ともに内面には 板状工具の擦過 痕 が明瞭に残る。 色調は淡黄白 

色。 T38 は，先太の櫛 状 工具による条痕を 縦 位 に施している。 色調は淡黄白色。 T54 一 1 

57 は， 櫛状 工具による羽状の 条痕がみられる 破片で， 器壁 が厚く，外面は 火熱を受けて 赤 

褐色に変色している。 特徴が類似しているので 同一個体の可能性もあ る。 これらは，いず 

れも近畿地方の 突荒立土器にはみられない 特徴であ り， T35 は伊勢湾地方からの 搬 人品， 

T54 一 T57 もその可能性があ る。 T36 一 T38 は，伊勢湾地方に 見られる条痕調整とも 趣が 

異なり，類例をみないものであ る。 

T50 一 T53 は，縄文後期を 中心とする時期の 土器とみられるが ，いずれも磨滅気味の 小 

片 であ るため，細かな 型式は特定しがたい。 T50 は目縁 部で ，内面に幅広の 沈 綜 に区画さ 

れた節の非常に 細かな縄文帝をもっ。 I5K はかなり磨滅しているが ，縄文を地文とした 上 

に箆 描の弧状文様を 施す よ うであ る。 T52 は 口 緑郎 で ，口唇部を箆で 刻み，その下は 同心 

円 文風 の洗練文様を 描いているよ う であ る。 胎土中に角閃石を 多く含む。 T53 は，先端を 

丸く納めた押縁部の 小破片であ り，晩期の土器であ る可能性もあ る。 

土偶 (158)  由実の棒状の 土製品で，ほぼ 直角に屈曲した 部分の破片。 土偶の肩 

ないしは腰の 部分かと推測される。 砂 粒をあ まり含まない 比較的精良な 胎土で，黄褐色を 

呈する。 図面上で上にした 割れ口は面積が 大きく，より 大きな部分との 接着が想定できる 

のに対し ， 下にした割れ 口は小さく，細くす は まっていく傾向がうかがわれる。 外面は丁 

寧に 撫でて，わずかに 面を成すような 仕上げ方をされている。 割れ口はどちらも 単純な破 

損面で，製作時に 離脱を意識したような 特別な痕跡は 認められない。 流路 内の黒褐色土層 

中からの出土であ るので，縄文晩期末 一 弥生前期のものであ る可能性が高い。 周辺におけ 

る 同様な時期の 土偶の出土 側 は，中京区高倉宮下層遺跡で 脚部 片 ( 高 88 p.I00 コ ，長岡京 

市雲高遺跡 L235 地点で頭部 片 ( 長岡京市 編 gl D.77 コ があ る。 

  

I58 

2cm 
    図 8  SRI 黒褐色土居出土遺物 5)(158@  縮尺 1/4 
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縄文・弥生時代の 遺跡 

  

    

  

  

160 

  5cm   
161 

図 9  石 器 T5g . T61 縮尺 1 ハ ， T60 縮尺 1/2 

石 器 (159 一 161)  SRl 内の黒褐色土からは ，サヌカイトの 剥片 5 点が出土したの 

みで，製品はない。 以下はいずれも ，上層の歴史時代以降の 遺構からの出土品で ，縄文 時 

代 に属するものであ る。 

T59 は ， 短 い 茎をもっ四基 有茎 式の尖頭器。 古代の溝 SD21 の 埋 土中から出土した。 淡 

緑色のチャート 製で，全長 4.05cm, 最大幅 1.75fm, 重さ 2.709@ を 測る。 有茎 尖頭器とし 

ては最も小さな 部類に位置づけられるものであ る。                                                                                 

いるほかは完存しており ，磨滅もほとんどない。 休部の成形技法には ，この種の石器に 特 

徴的な，連続する 押 庄の斜行剥離があ まり認められないものの ， 側 縁を両面からの 微細な 

連続調整で非常に 丁寧に仕上げている。 この 有茎 尖頭器は，比叡山西南 麓 では 初例 となる 

が ，西口陽一の 集成と研究によれば ，京都市域では 7 点の出土が挙げられており ，近畿地 

方においては 縄文時代早期前半神宮寺 式期 までの土器とともに 出土した例があ るとされる 

( 西口 陽 91) 。 最も近い位置にあ る早期の遺跡としては ，調査地の北東約 lkm にあ る北白 

川上終 町 遺跡があ り，黄 鳥式 期の住居跡などがみつかっている ( 網 94) 。 しかしながら ， そ 

れ より 古い段階の資料は 周辺一帯も含めて 確認されていない。 出土の状況から 不 例の帰属 

時期は定かにできないけれども ， 北 白川の縄文遺跡群においては 現状で最古段階に 位置づ 

けられる資料と 推測され，近接した 場所での遺跡の 存在を示唆する 貴重な事例といえよ う 。 

T60 は，スクレイ パ Ⅰないしは横形の 石匙の未製品かともみられるもので ，近世の溝 

SD2 の塵土から出土している。 漆呈 色の頁岩 梨で ，やや磨滅している。 重さ 33.Sg を・ 測 

る 。 T61 は四基 式 の石鎌。 近世の集荷 SX5 から出土している。 暗赤色のチャート 製で ， 

重さ 0.59 を測る。 非常に薄手で 小さな製品であ る。 
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京都大学本部構内 AU30E . AV30 区の発掘調査 

4  古代の遺跡 

㈱ 遺 構 ( 図版 2.4, 図 1) 

北 調査 区 で土塊 が ，高調査 区で 溝が見つかっている。 しかし密度は 非常に薄い。 

SX4 は， 北 調査 区 で唯一確認できた 古代の遺構で ，細長い土坑の 中央部を円形に 掘りく 

ぼめてあ り， 6 世紀後葉ごろの 実形の蓋 (162) が逆位で出土している。 ほかに同時期の 

遺構はめっかっていない。 

SDl8 は，幅 1.2m, 深さ 30cm 程度の浅い 溝 0Q 一 10 世紀ごろの遺物 力溺坑 星出土している。 

SD20 一 22 は，幅 80cm, 深さ 40 一 50cm 程度の，断面 U 字形の溝。 南北方向に並行し 

てはしる 溝 SD2l .SD22 は，東西方向の SD20 と直交しているが ，相互の切り 合い関係は 

撹乱のため不明であ る。 また SD20 は， 溝底 に円形の掘り 込みが連続して 確認されたほ 

か ，調査区画聖付近で 途切れており ， 西 へは続かない。 すべて方位は 真北から 10 。 前後東 

へ振っていることが 注意される。 いずれも遺物の 出土は非常に 乏しいが， 埋土 となろてい 

る黒色土層が 10 世紀前集ごろの 遺物を含むことから ，それ以前の 時期の溝と判断される。 

(2) 遺 物 ( 図版 11, 図 10) 

上述した各遺構からのほか ，中世一近世の 遺構や包含 層 に混入して， 6 一 12, 世紀にかけ 

ての各時期の 遺物がわずかに 出土しており ，あ わせてここで 報告する。 

162 は SX4 出土の土師器 襄 。 球形の胴部から 斜め上方に直線的に 立ち上がる日録 部を 

もち，端部には 横 撫でによる回線が 生じている。 外面の上半と 内面の下半には 煤や黒色物 

の付着力 滝忍 められる。 服部外面の下半は 箆削り調整して 仕上げており ，小笠原好彦のい う 

「近江型」の 特徴を示す ( 小笠原 80L 。 このような地域的特徴は ， 6 世紀後葉には 生じて 8 

世紀前菜まで 継続することが 知られ ( 西口 詩 83J, 単独で出土した 本 例からは時期を 限定 

しがたいが，調査区内ではほかに 8 世紀代の遺物は 全く出土しておらず ，一方， 6 世紀末 

葉一 7 世紀の須恵器 蓋 (163) . 杯 (164) が近接した SDl . SD5 にそれぞれ混入して 出 

土していることから ，不例もそれと 同時期ごろの 可能性が高いと 判断する。 

T65 は茶褐色土ょり 出土した須恵器 短 頭重。 服部 に櫛描 波状文がめぐる。 古墳時代にさ 

かのぼる可能性もあ るが，類例に 乏しく，時期は 特定しがたい。 

T66 一 T6g は SDl8 からの出土遺物で ， T66 は須恵器 杯 A, T67 は広和陶器， T68 は 緑 

袖 陶器， T69 は糸切 痕 をもつ白色土器の 底部。 T70 ・Ⅰ 74 は黒褐色土からの 出土遺物で， 

Ⅰ 70 は「 て 」の 字 状日 録 をもつ土師器 皿 。 器 壁は非常に薄い。 T74 は削り出し高台の 白色 
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図 l0  古代の遺物 (162. 170 土師器， 1f63 一 166. 171. 172    176 須恵器， T67 床 袖 陶器， 
168. 173. 175 緑粕 陶器， 169. 174 白色土器 ) 

土器底部。 T7l 一 T73 は中世の遺構や 茶褐色土への 混入品で， T71 は須恵器 皿 ， T72 は 須 

恵 詩林 B 底部， T73 は貼付高台をもっ 緑粕 陶器底部。 以上は 9 一 10 世紀代に比定され ，量 

的には少ないものの ，この時期における 調査 区 周辺での活動の 痕跡を示すものであ る。 

T75 は，黒色土と 茶褐色土の双方から 出土した同一個体と 推定される 緑粘 陶器の破片か 

ら，四足 壺 の 器 形を復原した。 灰色の精良な 胎土で，焼成は 堅 級 。 和 調は淡緑色で 外面は 

丁寧に磨かれている。 特徴からみて 猿投 窯の製品と判断される。 緑粕 陶器の類 品は ，京都 

市上京区 慈 照焼 に ，織田有楽斎の 所持として伝世される 重要文化財の 四足 壺 があ る ( 東京 

国立博物館 85 p.88 コ 。 不例 も ，断片ではあ るが 9 一 10 世紀代の 優品 といえよう。 

T76 は須恵器片口鉾。 底部から直線的に 立ち上がる詩形で ，押縁端部はしっかりと 面取 

りする。 底部の糸切り 痕は撫で消されている。 青灰色を呈する 東播 系の須恵器であ るが， 

定型化した大形のすり 鉢ではなく，椀の 大ぶりなものに 片口を付けた 器 形ともいえる。 森 

田稔によれば ，上下に拡張しない 日 縁端部の形状は 東 播系 すり鉢でも古い 段階の特徴であ 

り ， 12 世紀中葉に比定できる ( 森田 86) 。 出土したのは 13 世紀中葉の土塊 5K22 であ る。 
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京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

5  中世の遺跡 

け ) 遺 構 ( 図版 2 一 5, 図 1 . 11) 

おおむね茶褐色土を 埋立としており ，今回の調査で 確認された遺構の 中心となる。 出土 

遺物の時期からみて ，遺構には以下の 3 つの年代的まとまりがあ る。 

Ⅰ : 1 段 撫で面取り手法を 中心とするが ， 2 段撫で素線手法の 土師器皿も若干ともなう 

段階。 中世京都工期首段階に 相当し 12 世紀末一時世紀前葉の 年代が与えられる。 

Ⅱ : 土師器皿の手法が 1 段撫で面取り 手法を中心とし 灰白色の椀が 出現している 段 

階 。 中世京都Ⅰ期中段階に 相当し， 13 世紀中葉の年代が 与えられる。 本調査区の中世の 遺 

構のうちでも 主体を占める。 

Ⅲ : 灰白色の凹み 底心 椀が 盛行する段階。 中世京都Ⅱ期中段階におおむね 相当し， 14 世 

組 中葉の年代が 与えられる。 

ここでは，それぞれ 本調査 地 における「中世工期」「中世Ⅱ 期 」「中世田 期 」と呼ぶこと 

にし以下の遺構・ 遺物の説明にはこの 時期名称を用いる。 こうした年代的まとまりは ， 

西側の AT29 区の調査においてもおおむね 認められているものであ る。 なお，遺構は 北 調 

査区 の牝牛 と 高調査区の南半に 偏る傾向があ り，相互に性格も 異なっていることから ，調 

査 区 ごとに説明する。 

北 調査区の遺構 真北から東へ 10 。 前後方位を振る 清祥 と ，不定形土坑を 中心とする。 

東西方向の溝 SD5 は規模・形状とも 最もしっかりしたもので ，検出面で幅 2.4m, 深さ 

lm を測り，断面は 逆台形を呈する。 上層には筆太一人頭大の 礫がまとまって 集荷状を成 

している部分が 見られた ( 図版 2-3) 。 中世Ⅱ期の遺物が 出土している。 この SD5 に並行 

して，幅 60cm 程度の浅い 溝 SDl2 のほか，幅 30fm 程度の複数の 小漬がはしっている 状 

況も確認、 された。 しかし，多くを 撹 乱に破壊されており ，直交する南北方向の 小滝 SDl0 

も含めて，時期を 特定できる遺物は 出土しなかった。 小漬 群 の埋立 は SD5 と異なる 暗 茶 

褐色の色調を 呈しており， また切り合い 関係から SDI0 は SD5 に先行することがわかる。 

こうした状況から ，これら小滝 群は ， SD5 に先行する中世工期以双のものとみられる。 

SDh を中心としたラインは ，北側の砂取り 穴と 南側の遺構の 空白地帯とを 隔てており，中 

世における土地利用の 境界線、 として重要な 意味をもつものだろう。 

調査図中央付近は 遺構の密度が 低く，その南側は 撹乱のため遺構の 残りが悪かった。 南 

北方向の溝 SD3.SDl3, 東西方向の溝 SDl4 は，いずれも 幅 lm, 深さ 30cm 前後のもの 
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で ，中世Ⅱ期の 遺物がわずかに 出土している。 また， X 二 1650 付近の西壁際では ，直角に 

曲がる 溝 SDg をはじめ，幅 20f 、 m 程度の小漬が 集申していた。 茶褐色土を埋 土 としてお 

り，中世の溝とみられる。 撹 乱のため全体の 形状は不明だが ， この西側では 遺構の密度が 

高くなっている 可能性を示しており ，注意される。 このほかに，中世Ⅱ期の 土師器 数 個体 

分 がまとまって 出土した小規模な 土器 溜 SXl . SXg がみつかっている。 

調査 区 北辺の不定形土 坑 SX2. SX6 一 SX8 は ， 深さ 2m を越える連続したひと 続きの 遺 

構で，下層の 白色砂を採取した 砂 取り穴であ る。 最も新しい時期の 出土遺物に灰白色の 四 

み底 小梅があ り，中世Ⅲ期の 遺構とみられる。 SX2 は掘り上げると 南北方向の濠 状 になる 

が， SX6 一 SX8 は壁面のオーバーハンバが 著しく，人間 1 人が掘削作業をするのに 適当 

な，直径 1.5 一 2m 程度のふくらみが 連続した凹凸の 著しい輪郭をもつ。 相互の切り合い 

関係は確認できなかったが ， SX2 の南北断面でみると ，南から北へ 傾斜して白色砂と 茶褐 

乞士が互層に 堆積しており ( 図版 3-2), SX2 を掘り上げたのち ，南側の SX6 一 SX8 を掘 

りながらこれを 埋め戻していった 可能性が考えられる。 また， SX6 の上面の一部は 集万状 

を呈していた。 埋め戻しの過程で 礫を集中して 投棄したのであ ろう。 

南 調査区の遺構 溝 ，土塊，土器 溜 ，実方，多数の 柱穴があ る。 

溝 SDlg は，調査区の 南端に位置する ，東西方向の 浅い溝であ る。 幅はお ょそ lm を 測 

る 。 東西両端は撹乱で 切られており ，長さは不明であ るが，西側に 隣接する AT29 区の調 

査では，延長部となる 溝は検出されておらず ， 西 へは続かないと 思われる。 方位は真北か 

ら 約 10 。 東へ 振る。 これは，前述した 古代の溝 群や 北調査区の溝 群 が示す方位と 合致して 

おり， また，古代の 溝 群 とは，位置も 近接していることは 注目される。 土師器を中心に 出 

土した遺物から ，中世 1 期に属する遺構とみなされる。 

SK24 と SK28 は，小規模な 土塊であ り， 掘形 底部に根石をともなうことから ，柱穴 と 

考えられる。 根石の最大経はともに 約 60cm を測る。 前者の根石の 上面は平らであ り， 後 

者は丸みのあ る 花商 岩であ る ( 図版 5-5) 。 茶褐色土を埋 土 とし土師器小片のほか ，後 

者からは軒瓦 (1232) が出土した。 中世Ⅱ期の遺構と 思われる。 これらの柱穴の 周辺か 

らも，傭平で 小さな根石をもち ，同様に茶褐色土を 埋 土 とする柱穴を 十数個検出している 

( 図 1 黒丸地点 ) 。 さらに， AT29 区では，平瓦や 石の礎盤をともなう 柱穴をもった 同時期 

の建物 跡 SBl と SR2 を検出している。 以上を考慮すると ，現状では建物に 復原できる 柱 

大 のならびはないものの ，本調査 区 西半蔀にも小規模な 建物があ った可能性が 強い。 

調査 区 の四辺中央には ，土塊 SK29 があ る。 検出面からの 深さは約 2.2m を測るが， 底 
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部の中心はさらに 深く発掘 区 外にあ る。 AT29 区では，発掘 区 の 東 壁際に 濠状 遺構 SKl と 

SK2 を検出している。 13 世紀代前後の 遺物を包含する 層を掘り込んでいる 点，珪土から 出 

土する遺物が 中世Ⅱ期に相当する 点 ，相互の位置関係などから ，今回の SK29 とこの 濠状 

遺構は同一の 遺構で，それぞれ 東西の肩を検出したものと 思われる。 この遺構はその 形状 

や断面からみて ，本調査 区と AT29 区の間の末調査部分に 中心をもっ，井戸であ る可能，性 が 高 い だ る つ ・ 
SKlg は，調査区の 北端に位置する 小規模な土塊であ る。 遺物は， D.@ 類 土師器 皿 のほ 

か ，大形の土師器の 羽釜 (1194) が一括して出土している。 埋 納などの特殊な 性格の遺 

構であ った可能性もあ る。 

SK32 と SK39 は，調査区の 南端に位置する 立坑であ る。 ともに黄色砂を 掘り込む遺構で ， 

SK32 からは，礫をともなって 瓦器の盤 (1195) が出土した。 SK39 は，検出面での 大き 

さが東西 3.5m, 南北 2.5m を測る。 遺物は，北端と 西端に集中しており ，それぞれ土器 

溜 状を呈する。 土師器のほかには ， 石硯 (1181) や 百銅 (1182), 鉄製の刀子 (1244) な 

ど多様な遺物が 出土している。 また，瓦器は 中央部にまとまっていた。 南を除く三方から 

は ，鋲釘も出土している。 ただし 墓坑と 想定できるほど 整った遺物の 配置はみられない。 

調査区の南半には ， SXl3 一 SXl7, SXIg があ る。 すべて小規模の 土器 溜 状の遺構で，堀 

り込みははっきりせず ，茶褐色土中で 確認した。 それぞれ明確に 範囲を限定できなかった 

が，ひとつづきの 遺構であ る可能性もあ る。 出土した遺物は ，中世Ⅱ期に 位置づけられる 

土師器を中心とするもので ，いずれの遺構も 少量の礫をともなっている ( 図版 5-4) 。 ま 

た， SXl3 の下層では，小さな 円形の土坑を 検出したが，出土した 土師器からみて ，上層 

の遺構 群と 同時期と考えられる。 SXlg を除くこれらの 土器潜伏遺構 群と SK 、 32 および 

SK39 は，先史時代の 自然 流路 SRl 埋積 後の凹地内に 位置している。 凹地西方の高くて 安 

定 した地盤上には ，建物跡や井戸と 思われる遺構がまとまっており ， この地での活動者た 

ちが，廃棄または 祭祀の場所として 凹地を利用していたと 推測できる。 先史時代の地形 環 

境が，中世における 土地利用にも 影響を及ぼしていたとみられ ，興味深い。 

集荷遺構 SXll は，調査区の 西北 偶 に位置する。 掘形 検出面での南北 是 はお ょそ 5.5m 

を 測るが，棄石の 南半は撹乱に 破壊されていた。 西端も発掘 区 外となり，東西幅も 確定で 

きないが，裾形底部の 中心は発掘区内に 収まり， 西 へはそれほど 広がらないと は 、 われる。 

石は拳 大の礫を申心とするもので ，上層部に集中するほか ，特に南半部に 密度が濃い 4 図 

11, 図版 5-3) 。 土師器， 瓦 ，陶磁器などの 小片が出土しており ，中世Ⅱ期に 比定できる。 
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SK48 は，調査 区 のほぼ中央に 

位置する不定形土城であ る。 平面 

は楕円形を呈し ，東西 3.5m, 南 

北 2.2m, 検出面からの 深さは約 

2m を測る。 下層の白色砂層を 深 

く掘り込み，側壁はオーバーハン 

グする。 底部の壁際を 中心とした 

部分から，宗形の 凹み 底 小梅がま 

とまって出土しており ，やや祭祀 

遺構的な性格もうかがわれる。 中 

世 m 期に比定される。 この時期の 

  

  

  

X=1618   遺構は，ほかに 北 調査 区 での一連 

0 秒収入遺構があ る。 SK48 は ，   
これらと比べて 規模は小さいもの 

の ，オーバーハンバした 側壁， 砂 

層と 茶褐色土が互層に 縞状 となる 

埋 土などの特徴の 類似を指摘でき ， 礫 混り 暗 茶褐色土 
  暗 茶褐色砂質 土 

る 。 しかしながら ，位置的に孤立 3 茶褐色砂質 土 
4 黄色砂混り茶褐色土 

して存在していることから ， 砂取 5 黄色ノル   

りの目的で穴を 掘ったものの ， 何     1m 
図 Ⅱ 棄石 SXll  縮尺 1/40 

らかの理由で 中断放置された 可能 

  性もあ ろう。 

(2) 遺 物 ( 図版 12. 13, 図 12 一 17) 

遺物の種類では 土師器 皿類 が圧倒的多数を 占め，その多くは 高調査区を中心に 群 在して 

いた土器溜の 出土品であ る。 おおむね遺構の 種類別に，遺物の 内容を説明する。 

SXl 出土遺物 (177 一二 88)  土師器のみが 出土した。 赤褐色の皿で 1 段撫で面取り 

手法 D5 類のもの (177 一 T79  .  Ⅰ 81 一 184)  が主体で ， E 。 類 (180)  や ，灰白色の椀・ 

皿類 (185 一 188)  がともなう。 中世Ⅱ期にまとまる 資料であ る。 

SX9  出土遺物 (189 一 192  .  1239)  図示した土師器 皿 4 個体と，鉄鉢 (1239)  が 

出土している。 189 . 191 . Ⅰ 92 は Ds 類 ， 190 は D, 類 。 

2l 



京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

SX2. SX6-SX8 出土遺物 (193 一 1121 . 1237. 1238. 1242)  不定形土坑の 出 

土遺物。 土 坑の単位ごとに 図示しているが ，ひと続きの 遺構であ るためまとめて 説明す 

る。 中世Ⅱ期の遺物を 中心に， 1 期と Ⅲ期の遺物が 混じり，時期的にはきとまりがない。 

赤褐色の皿では ， 193. T94. 1106 一 Tll2 の D, 類 ， T96. T98 の E, 類があ り，灰白 

色の椀では 197. 1113 と凹み底心 椀の T9g 一 1101 があ る。 1102. T103 は瓦器 鍋 。 1 

102 は目縁 部 が短く外 抗 するもので，中世 m 期に属する製品だろう。 T104 は，見込みに 櫛 

目文様を施す 岡安黒糸青磁の 皿。 Tl0R は黄柏陶器 盤 。 玉縁状に肥厚する 目縁 部で ，内面 

のみ 施 粘される。 T116 は土師器のミニチュア 羽釜。 1117 は須恵器すり 鉢 。 目縁端部はわ 

ずかに上方へ 肥厚する。 東播系で ， 13 世紀前業 ご ，ろの製品であ る。 1118 一 1121 は白磁。 

Tl18 は大きな， Tll9 は小さな玉縁状をなす 椀の口緑郎。 1120 ・ 1121 は皿で，ともに 見 

込みに固練をもち ，回線 を輪 花で飾る。 1237. T238 は鋲釘， 1242 は火打ち金。 

SXl3-SXl7  . SXlg 出土遺物 (1122 一 T163  .  T235  .  1243)  高調査図中央の 狭い 

範囲で 群 在していた土器溜の 遺物で，土師器 皿 類を中心にそれぞれ 整理 箱 1 箱 分程度の出 

土量があ る。 同一時期の類似した   性格の遺構 群 であ ることから，まとめて 説明する。 赤禍 

色の土師器 皿は ，口径が 13cm 前後と 8 一 gcm にまとまり， D, 類が主体となるが ，小型 

の皿には T130 ・ T139 のように素線手法の 粗雑な作りのものが 若干混じる。 灰白色を呈す 

るものは量的に 非常に少なく ，固有の器 彩 は 椀 (1126. 1148) のみであ る。 T161 . 1 

162 も灰白色を呈するが ，それぞれ赤褐色の 皿や受 皿と 同一の 器形 ・調整をもつものであ 

る 。 T135 は，瓦器の盤にみられるものと 似た形状の三足をもつ 小型 鉢 。 黄褐色の明るい 

色調であ るが，胎土や 焼成具合は，土師器というより 瓦器に近い。 T143 は底部外面に 回 

転糸切り痕を 残す土師器 皿 。 黄白色を呈する。 1136. T153 は須恵器片口鉾とすり 鉢で ， 

口 縁端部をやや 上方へ肥厚させるものであ る。 T145 は須恵器 斐 。 外面は横位・ 斜位の叩 

き調整するが ，頸部のみ 横 撫でしてすり 消している。 これらの須恵器はいずれも 東播 系の 

製品であ ろう。 1137. T144 は瓦器 鍋 。 T163 は瓦器羽釜。 いずれも外面には 煤の付着が 

著しい。 T156 は白磁 椀 目縁で大きな 玉縁状のもの。 1235 は軒丸瓦。 外区に珠 文帝をも 

ち ， 内 区は左回りの 日文であ ろう。 瓦当の内面は 粗く撫で調整し 筒 部の外面には 縄目叩 

き 痕 ，内面には細かな 布目 痕 がみられる。 T243 は鉄製の小刀。 両端が欠けていて 全形は 

不明であ るが， 20cm を越えるものだろう。 これらは，土師器の 型式のまとまり 具合 か 

ら ，本調査 区 での中世Ⅱ期の 遺物の様相を 最も良く示すものであ る。 

SX Ⅱ出土遺物 (1164 一 1167. 1234)  出土した遺物はいずれも 小片であ る。 1 
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164 は白磁 皿 。 厚手の器 壁 に全面 施粘 され，見込みには 浅 い 固練がめぐる。 T165 は白磁椀 

の底部。 見込みに固練がめぐる。 高台部分は露 胎 であ る。 T166 は青白磁椀の 底部。 径の 

小さな凹み底で ，底面は露 胎 している。 1167 は青白磁の小型合子。 T234 は，六葉 複弁 蓮 

華文の軒丸瓦。 瓦当部分の下半のみが ，棄石に混じって 出土した。 やや磨滅している。 

SK29 出土遺物 (1168)  固化できたのはⅠ 168 の瓦器 鍋 のみであ る。 同一の遺構と 

考えられる AT29 区の SKl .SK2 からは，中世Ⅱ期の 多様な遺物が 出土している。 

SK39 出土遺物 (1169 一 1182. 1244)  整理 箱 1 箱 分の遺物があ るが，他の遺構に 

較べて土師器以覚のものが 目立っ。 赤褐色の土師器 皿 T169 一 T174 はいずれも Ds 類 。 1 

175 は灰白色を呈する D.3 類 。 Ⅰ 176 は赤褐色の土師器黄血。 T177 一 T180 は瓦器。 いずれ 

も炭素の吸着が 不十分で，灰色に 近 い 色調を呈する。 T177. T178 の椀は口縁の 端部内側 

にごく浅い洗練がめぐり ， T177 は内面のみに ， 1178 は内外両面に 密度の粗い時文が 認めら 

れる。 T179. T180 の皿は，内面のみに 粗い時文があ り， T180 は見込みに崩れた 鋸歯状の 

靖文があ る。 Tl8K は，滑石製の 小形 硯 。 径 lcm の穿孔がみられ ，携帯の利便を 考えたか， 

あ るいは温石や ち ん 。 L ( 砥石への転用を 試みたものかもしれない。 Ⅰ 182 は滑石製の石 鍋 。 外面に 

は 煤が厚く付着する。 1244 は刀子。 完存しており ，全長 14.7cm, 刃渡り 9.lcm を測る。 

SK48 出土遺物 (1183 一 1193. 1233)  整理 箱 1 箱 分の土師器が 出土している。 赤 

褐色の皿は T183. T184 の 2 点のみで， E, 類 。 残りはすべて 灰白色の椀で ，口径 10 一 11 

cm の 1185. Ⅰ 186, 8 一 gcm の 1187. 1188, 口径 7 一 8cm の凹み底心 椀 Ⅰ 189 一 T193 

の 3 種があ る。 特に凹み底心 椀は 実形見 で 36 個体を数えて 全体の 9 割以上を占める。 これ 

らは，本調査 区 での中世 m 期の一括資料として 唯一まとまったものであ る。 なお， Ⅰ 233 

の 日文軒丸瓦は ， SXIg 出土の T235 と同型式のもので ，技法の特徴がほぼ 一致している。 

中世Ⅱ期のものの 混入であ ろ つ . 

SKlg  . SK28  . SK32  出土遺物 (1  194  .  1  195  .  1232)  商 調査区の小規模な 土塊 か 

らは， D, 類を中心とする 土師器 皿 のみが少量出土する 場合がほとんどであ り， 共伴 した 

それ以外の資料を ， ここで呈示しておく。 

T194 は， SKlg 出土の土師器羽釜で ， 1/3 程度残存している。 内湾する目縁 部 をもつが， 

先端は強く横撫でされて 短く上方へ立ち 上がり気味になる。 口径 28.8cm を測り，色調は 

黄白色を呈する。 服部上半は撫でにより 平滑にされているが ，下半は内外面とも 粗く刷毛 

調整されている。 外面の鍔より 下側のみに煤が 付着している。 13 世紀代における 土師器 製 

釜の主産地であ る大和・和泉地域の 製品とは明らかに 器形 ・調整技法とも 異なっており   
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図 l2  SXl 出土遺物 (177 一 188 土師器 ), SXg 出土遺物 (189 一 192 土師器 ), SX2 出土遺物 

(193 一 1101 土師器， 1102. 1103 瓦器， 1104 青磁， 1105 黄粕 陶器 ), SX6 出土遺物 

(1106 一 1116 土師器， T117 須恵器， T118. TlI9 白磁 ), SX7 出土遺物 (1120 白磁 ), 

Sx8 出土遺物 (1121 白磁 ) 
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図 l3  Sxl3 出土遺物 (1122 一 1134 土師器， 1135. 1137 瓦器， T136 須恵器 ),  SXl4 出土遺物 

(1138 一 1143 土師器， 1144 瓦器 ),  SXl5 出土遺物 (1145 須恵器 ),  SXl6 出土遺物 
(1146 一 T152 土師器， 1153 須恵器 ), SXl7 出土遺物 (1154. 1155 土師器， 1156 白磁 ), 

SXlg 出土遺物 (1157 一 1162 土師器， 1163 瓦器 ) 
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京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

1 171 洋       一       

ぜ           :191 
        

  20cm 

  

図 l4  SX Ⅱ出土遺物 (1164. 1165 白磁， T166. T167 青 白磁 ),  SK29 出土遺物 (1168 式 

器 ),  SK39 出土遺物 (1169 一 1176 土師器， 1177 一 1lSo 瓦器， 1181 万 硯 ， 1182 万 

鍋 ),  5K48 出土遺物 (1183 一 Ⅰ 193 土師器 ),  SKlg 出土遺物 (1194 土師器 ),  SK32 世 
土 遺物 (1195 瓦器 @  1194 . 1195 縮尺 1/6 
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図 l5  SD3 出土遺物 (1196. 1197 土師器， T198 瓦器， T1g9 白磁 ),  SD5 出土遺物 (1200 一 

1206 土師器， Ⅰ 207 . Ⅰ 208 白磁， T209 . T210 瓦器 ),  SDl4 出土遺物 (1211 . 1212 

土師器 ),  SDlg 出土遺物 (1213 一丁 219 土師器， T 220 瓦器 ),  茶褐色土出土遺物 
(1221 一 T225 土師器， 1226 広和糸陶器， 1227 青磁， T228 白磁， T229 . 1230 瓦器 ) 
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即 6  軒丸瓦・軒平瓦 (123lSD5,  1232SK28,  Ⅰ 233SK48,  1234SXll,  1235 SXlg,  1236 

茶褐色土 ) 縮尺 1/3 

菅原正明が近江型としているもの ( 菅原 89J に近い。 また 森隆は ，滋 賀県野洲 W 北桜 地区を 

生産地の候補に 挙げて，内外面を 粗く刷毛調整する 土釜の変遷を 指摘しており [ 森隆 86 コ ， 

不 例は近江地域からの 搬入品の可能性が 高いとみられる。 13 世紀代に瓦器製の 煮沸具を基 

本とする山城地域では ，大和産の土釜以覚の 搬入は知られていないが ， 鴨 京地域の特異性 

を 示す事例かもしれない。 今後類例の出土に 注意する必要があ ろう。 T1g5 は SK32 出土の 

瓦器 盤 。 1/4 程度しか残存しておらず ，三足 か 四足かは判別できない。 目縁端部はしっかり 

と面をなし内側へわずかに 肥厚する。 この端直と内面に 細かな靖文 が 密に施されており。 

見 込の靖文は斜格子状のモチーフを 成す。 T232 は SK28 出土の軒丸瓦。 左回りに細長く 

尾を引く日文 で ，瓦当上半のみが 残る。 内面は撫で調整， 筒 部外面は縦 位 に削っている。 

SD3 出土遺物 (1196 一丁 199)  中世Ⅰ朝一中世Ⅱ期の 時期 幅 をもつ遺物が 微量出土 

しており， まとまりがない。 赤褐色の土師器 皿 では， Ⅰ 196 は C3 類 ， T197 は Ds 類であ 

る 。 T198 は小型の瓦器黄血。 Ⅰ 199 は大きな玉縁状をなす 白磁 椀 の目縁であ る。 

SD5  出土遺物 (1200 一 1210  ・ 1231  .  1241)  1200 一 1204 は土師器 皿 0  1  20¥ が 

灰白色を呈するほかは ，赤褐色。 1200 は D4 類 ， 1201  .  1202 は D5 類 ，Ⅰ 203  .  1204 は D3 

類 。 T205. T206 は，灰白色の 土師器で，回転糸切り 痕を残す底部。 T207 は白磁 椀 底部。 
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土 @  縮尺 1/3 

見込みに固練をもち ，高台内側は 露 胎 。 T208 は小型の白磁合子。 目縁端部と底部外面は 

露胎 。 T209. T210 は瓦器羽釜 と鍋 。 T231 は左回りに尾を 引く日文軒丸瓦で ， 外 E に 珠 

文帝をもたない。 T241 は掛け金の部分。 以上は細片が 多いが，中世Ⅱ期の 資料であ ろ ，つ 

SDl4 出土遺物 (1211. 1212)  赤褐色の土師器 皿 大小 1 点ずつが，ほぼ 宗形で出 

上 している。 T2ll は D5 類 ， T212 は D3 類 。 

SDlg 出土遺物け 213 一 1220)  整理 箱 1 箱 分の遺物が出土している。 土師器はす 

べて赤褐色で ，灰白色のものは 無い。 1213. 1216 は C3 類 ， 1214. 1215. Ⅰ 217. 1218 

は D 。 類 ， T219 は黄血。 口径は， T213 が 15cm  を越えるほか ， 13 一 14cm  と g 一 10cm  で 

き と ま ろ。 これらは， 2 段撫で手法が 存在し，法量もやや 大きめであ るなど，土器溜出土 

資料に較べて 古い特徴をもち ，本調査 区 での中世工期のまとまった 資料といえる。 1220 

の 瓦器 椀は ，外面上半と 内面全面に密な 暗 文を施している。 口唇部の内側に 沈 線 をもち， 

高台は断面姉角形のしっかりしたものであ る。 器 壁は薄いが，焼成は 堅 級で ，漆黒色を呈 

する。 工 177 . 1178 に較べて明らかに 丁寧な作りで ，古式の特徴を 示しており，土師器の 

様相の違いと 対応する。 橋本大知のいうⅡ円に 比定できる ( 橋本 80) 。 

茶褐色土出土遺物 (1221 一 1230  ・ 1236  .  1240)  1221 一 T225 は赤褐色の土師器 

皿で ， 1221  .  1222 が C3 類 ， T223 一 T225 が D5 類 。 T226 は広袖 系 陶器の小皿。 底部に 

は箆 切り痕がそのまま 残る。 1227 は小型の青磁合子。 1228 は白磁口先の 皿 。 1229, 1230 

は 瓦器の羽釜 と鍋 。 いずれも外面には 煤が厚く付着している。 T236 は剣頭立軒平瓦。 瓦 

当面に布目 痕 が残る。 T240 は釘で，完存しているものとみられ ，長さ 12.0cm を測る。 
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京都大学本部構内 ATr30 区・ AV30 区の発掘調査 

6  近世の遺跡 

検出された近世の 遺構には，井戸，野壺，溝などがあ り，遺物は，土師器，陶磁器なと     

が整理 箱 10 箱 出土した。 これらの遺構と 遺物は，江戸後期 (18 世紀後葉 一 19 世紀前業 ) と 

幕末 (19 世紀中葉 ) の 2 時期に大別できる。 

① 江戸後期の遺構と 遺物 ( 図版 5 . 14, 図 1 . 18 一 20) 

溝 SD2  兆調査図中央付近で ， 溝 SD2 を見出した。 幅 0 ． 5m 前後で，一部を 検出し 

たにとどまる。 方位を真北から 約 18 。 東へ 振る。 

1245 一 1262 は SD2 出土遺物であ る。 1245 は土師器 皿 。 見込みに固練がめぐる。 Ⅰ 246 
  
は 漉櫨 成形の土師器デンボ。 1247 一 1255 は梁行 椀 ， 1256 は 染 竹簡 形椀 ， 1257 は 染 竹竿 

筒形碗 であ る。 1247 はコンニャク 判で桐文を描く。 Ⅰ 248. 1249 はくらわんか 椀であ る。 

T255 は線描きで韻文をあ られす。 1258. T259 は梁行 皿 。 T260 は外面青磁 粕 の梁行 蓋 で 

あ る。 見込みの五弁花をコンニャク 判で描く。 1261 は陶器灯明黄血。 T262 は陶器 蓋 。 

野 壺 北 調査 区で 9 基発見した。 このうち， SEl . SE2. SE7 は漆喰 製で， 残りの 

野壺は木製と 考えられる。 SE2 . SE4. SE5 は 溝 SDl にきられている。 

T263 一 T271 は SE2 出土遺物。 T263 は土師器 鉢 。 聴櫨で 成形しており ，外面は磨いて 

仕上げ，褐色の 粘土を主体に 白色の粘土を 練り合わせて 生地としている ( 図の黒塗り部分 

が 白色粘土 )0 1264 一 T268 は梁行 椀 。 T264 はくらわんか 椀 ， T267 は 焼 継の痕跡が残る。 

T269 は 半筒形椀 。 ¥270 は梁行 蓋 。 1271 は陶器 蓋 。 

T272 は SR8 出土の染 付皿 。 見込みに五弁花をコンニャク 判であ らわす。 庫裏 に崩れた 

「大明年製」の 銘をもっ。 T275 一 1277 は SE7 出土遺物。 T275 は見込みに固練がめぐる 

土師器 皿 。 T276 は外面に青磁 袖 のかかる青磁梁行 蓋 。 1277 は 半 箭形 椀 。 底面は蛇の目 粕 

剥ぎであ る。 

土 塊 北 調査図中央付近で 発見した土塊 SX5 は浅 い すり鉢状で，底面 50cm 四方 

ほどの範囲に 小磯 が 敷き詰めてあ った。 T273. T274 は Sx5 出土遺物で， T273 は焙烙， 

T274 は梁行 碗 であ る。 

SXl2 は 商 調査 区 東辺中央で発見した 土塊 で ，珪土 に 礫が混じる。 1325 一正 328 は SXl2 

出土遺物。 1325. 1326 は土師器 皿 。 1325 は目縁 部に煤力 ㍉ 寸 着する。 1326 は見込みに 圏 

線 がめぐる。 1327 は土師器デンボ。 1328 は陶器 鉢 。 高台は無 袖で ，見込みは蛇の 目 粕剥 

ぎするが，不完全なため 熔着痕 が残る。 内面，刷毛塗りで 波状文様を描く。 
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  20cm 

図 l8  SD2 出土遺物 (1245 . 1246 土師器， T247 一 T260 条 付 ， Ⅰ 261 . T262 陶器 ),  SE2 出土 

遺物 (1263 土師器， 1264 一 T270 条 付 ， 1271 陶器 ) 
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  20cm   
    3cm 

図 20  Sxl2 出土遺物 (1325 一 Ⅰ 327 土師器， T328 陶器 ),  SDl 出土遺物 (1329@  1329  縮尺 1/l 

(2) 幕末の遺構と 遺物 ( 図版 14, 図 1 . 19 . 20) 

溝 SD@  北 調査 区 北半で検出した。 南北方向に延び ， 幅 約 6m, 検出面からの 深さ 

0 ． 2 一 0.4m を測る。 北側は調査 区 外へと続いており ，南側は次第に 浅くなり X=1665 行 

近 で消えているが ， これは近代に 削平を受けたためであ ろう。 方位を真北から 東へ約 10 。 

振っている。 

Ⅰ 278 一丁 302  .  1329 は 5D1 出土遺物であ る 0  Ⅰ 278  .  Ⅰ 279 は型作りの土師器小皿で ， 

内面に雛型材の 雲母が付着する。 1280 は言意 Ⅱ @ そ 燭 < であ ろう。 内面中央 に ， 芯 立ての剥離 痕が 

あ る。 T281 一 T285 は土師器 皿 。 T284 . 1285 は見込みに浅 い 固練がめぐる。 T284 は押 

縁端部に煤が 付着し灯明 皿 として用いられたことがわかる。 1286 一 T290 は梁行 碗 で， 

T286 一 T288  .  T290 は 口 綾部 が 端反りとなる。 T286  .  T289 は体部外面に 鏑 状の面取りを 

施している。 1291 . 1292 は梁行 蓋 。 1293 は陶器 皿 。 1294 は陶器灯明膏血。 1295 . 1296 

は陶器灯明 皿 。 1297 は陶器向付の 蓋。 1298 は陶器 仏 花瓶。 1299 は陶器 仏飯 。 1300 は陶 

器土瓶の蓋。 1301 . 1302 は焙烙。 休部覚面に，雛型材の 砂が付着する。 1329 は土製の 

抜き型であ る。 鬼の顔を表現している。 裏 面に墨書文字が 2 文字見えるが ，判読できない。 

以上説明した 遺構以外から 出土している 近世の遺物について ，説明を加えておく。 1 

303 一 T324 は 北 調査区の灰褐色土出土遺物。 T303 一 T305 は土師器 皿 。 いずれも押縁 部に 

煤が付着し灯明 皿 として使用される。 T306 は土師器 壺 の 蓋 。 T307. T308 は梁行小林。 

1309 一 1312 は梁行 椀 。 1311 . 1312 は目縁端反りであ る。 1313 は陶器 皿で ，畳付けを 

除いて全面に 灰緑色の粘がかかる。 1314 一丁 316 は陶器灯明黄血。 1317 一 1321 は陶器灯 

明 皿 。 1317 は目縁部内面に ，理作りで菊花をかたどった 瘤を貼り付ける。 瘤に対応する 

位置の口 縁 部外面には 煤力 ㍉ 寸 着し瘤が灯心を 立てる装置であ ったことがわかる。 1322 . 

T323 は陶器向付の 蓋。 T324 は焙烙。 これらの包含 層 出土遺物の年代は ，江戸後期から 幕 

末までにおさまるものと 思われる。 



京都大学本部構内 Arr30 区・ AV30 区の発掘調査 

7  月、 糸女 ル 口 

田 弥生時代前期の 遺跡と遺物について 

遺 跡 これまで縄文一弥生時代の 遺構や遺物に 関する情報が 希薄であ った本部構内 

で ，はじめてまとまった 資料が出土したことになり ，多くの貴重な 知見を得ることになっ 

た。 1979 年度の試掘調査の 結果で予想されていた 通り，包含 層 のひろがりは 調査 区 東半の 

一部分に限られていたが ，それが 流路 内の底面に沿って U 字状に堆積するものであ ったこ 

とを新たに確認できたのは 大きな成果といえる。 また従来，弥生前期末一中期初頭の 一時 

期の土石流堆積層とされる 無 遺物の黄色砂層は ，北部構内から 総合人間学部構内にかけて 

ひろく堆積するものとみなされてきたけれども ( 清水 91), 今回の調査では ， 流路 内のみ 

に堆積してそれを 埋没させる状況であ った。 以上から，弥生前期以前の 地形がかなりの 起 

伏 をもっていたことが 知られるとともに ，遺物包含層や 黄色砂層もその 影響をうけて ，航 

路内や凹地などかなり 局地的に堆積していることが 具体的に明らかとなった。 

流路 よりも西側では ，縄文時代以前に 堆積した黄色シルト 層の上面に直接古代以降の 遺 

構が形成されており ，黄色砂層や 黒褐色土層の 堆積をみていない。 しかしながら ，こうし 

た 旧地形のレベルの 高い地点については ，本来的には 黄色砂層やその 下の先史時代遺物包 

含層も存在しており ，後世に削平されて 消失してしまっていたり ，黄色砂層が 介在しない 

で歴史時代遺物包含 層 と先史時代遺物包含 層 とが直接重なって 堆積している 可能性も ，考 

慮 しておく必要があ ろう。 本部構内中央付近ではそうした 状況が確認されており ( 第 4 章 

参照 ), またこれまで 本部構内において ，散発的ではあ るが縄文一弥生時代遺物が 確認さ 

れてきているのも ，同様な理由に よ るものと は 、 われる。 一方で，調査 地 以東・以南につい 

ては，吉田 m 側 より複数の流 跨 が流入している 状況がみられ ，かなりの地形の 起伏と局地 

的な遺物包含層の 存在が推測される。 いずれも，今後の 調査にあ たり注意する 必要があ る 

とともに，地形環境の 復原にあ たっては既存の 成果も再検討する 必要があ ろ つ , 

突帯文 土器と遠 賀 Ⅲ 式 土器 流 路から出土した 遺物の内容については 第 3 節で詳述し 

たが，ここでは 実希 文 土器と遠賀川式土器の 編年と系譜を 中心に簡単に 検討を加えてお { 

出土土器は， 口 綾部や底部及び 有文部分で図示可能なものはほぼすべて 呈示している。 

種類を決めがたい 無文の土器 什は ついては除外しているため ，厳密なものではないが ，同 

一個体の同定を 経た上での内訳は ，遠賀川式土器は 40 点で， うち 壷 10 ・ 鉢 3. 蓋 2. 葵 

17. 底部 8 点 ( 底部の内訳は 壷 4. 葵 2. 不明 2 点 ), それ以外の土器は 突帯皮土器を 中心 
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に 14 点 ( 深鉢 2. 無類 壺 1 . 底部 7. 播種不明服部 4) で総計 54 点となる。 取り上げ点数 

446 点に対してかなり 少なくなっているのは ，互いに接合関係にあ ったり，同一個体と 認 

定できるものがかなりの 多数にのぼることによる。 この状況の一端は ( 図 3) に表示して 

いるが，土器の 磨滅が全くみられないことともあ わせて，近い 場所から短期間にまとめて 

廃棄された可能性を 強く示すものと 判断している。 その場合，縄文土器型式の 最末に位置 

づけられている 実希 文 土器と弥生双期遠賀川式土器との 共存関係が，問題となろう。 

遠賀川式土器については ， 器 形の全体をうかがえる 例に乏しいものの ， 壷 ・ 斐 ともに 箆 

描 洗練 によ る装飾は，確認できる 範囲で 3 条を越えるものは 無い。 壺には， ¥5 のように 

頸部の削り出し 突 帯 に沈線を付加した 例や， T7 のように貼付 突帯と 服部の洗練文帝上側 

を段に よ り低める装飾を 併用している 例があ る。 携は，頸部に 0 条 一 3 条までの洗練が 確 

認 できるもので ，それ以外の 装飾は認められない。 以上は，これまでの 編年 額 ( 佐原 67 コ 

に 照らすと前期中段階の 土器の特徴を 中心としながら ，その中に貼付 突 帯の使用など 新段 

階の指標とされた 特徴を一部に 含むものと言える。 また，把手付の 大形 鉢 T14 や蓋 形 土器 

110 ・ 111 の存在も，遠賀川式土器の 中では比較的新しい 段階の特徴であ る。 ただし貼 

付 突 帯の使用は，複数集 が 文様帯を形成する 新段階に特徴的な 装飾手法とは 異なっている 

こと，さらに ，参集化した 沈 線上帯が全く 認められないという 状況も考慮すると ，今回の 

資料は前期中段階のもので ，なかでもより 所相に位置する 一群と位置づけるのが 最も妥当 

であ ろう。 周辺の資料 群 との比較では ，多数の突弔文土器に 混じって出土した 高倉宮下層 

遺跡の遠賀川式土器は ， 段を成形するものが 目立ち ， 明らかに先行する 様相をもつ ( 南 

88 コ。 干鳥羽遺跡平成 5 年度 5D1 ( 京都市文観同 94 コ ，内膳 町 遺跡 5K601 は ( 石井 89 コ ，類 

似の様相を示す 資料であ るが，実希 文 土器は含んでいない。 

実希 文 土器については ， 突帯 のあ り方と外面調整の 特異さが注意される。 132. 133 

は， ともに回線一服部半ばまでは 残存しており ， 1 条実希の 深鉢と 判断できる。 今回の出 

土 資料中には，服部破片も 含めてほかに 突 帯の存在を確認できるものは 存在しない。 器形 

や突 帯の特徴は最末型式の 長原 式 の 範 時に含まれるものであ りながら ( 象眼 82 コ ，一般に 

2 条列目笑 帯 女傑 鉢 が主体となっている 長原 式 のあ り方とは傾向を 違えている。 また， 外 

面の上半部をなで ，下半部を削り 調整することを 基本とする長原式の 調整手法をとるもの 

は少なく，条痕 状 あ るいは 箆 磨き状の調整に よ るものが非常に 目立っ。 T36 一 ¥35 の底部 

は，原体に板状工具を 用いていると 想定されるものの ，実希 文 土器の調整には 類例を見な 

ぃ 粗 い ものであ り，絶佳方向を 基調とする粗 い箆 磨き状の調整で 一気に仕上げる T32 も 珍 

35 



京都大学本部構内 AU30 区・ AV30 区の発掘調査 

しい。 鴨川・宇治川以東の 後半期の突荒立土器には ，外面調整の 手法が多様化するという 

地域的特徴が 指摘されており ( 中村 健 90 コ，今回はその 特徴を追認することになったけれ 

ども， これほど変容した 事例は認められない。 いずれにせよこれらは ，共存関係にあ る遠 

賀川式土器からみて 明らかに従来知られている 長原 式 よりも時期の 下るものと判断され 

る 。 山城地域における 最末期の突荷文土器が ，従来からの 傾向であ った外面仕上げにみら 

れる地域 色 そより顕在化させ ，長原式の中では 少数派であ った 1 条実情女傑鉢を 残存させ 

る方向性で消滅に 向かったことを 示唆する内容ともみられるが ，周辺の出土事例も 含めて 

さらに検討を 加え，機会を 改めて結論づけることにした い 。 

(2) 古代一中世における 吉田山西麓の 土地利用の変遷 ( 図 21) 

古代以降の状況については ，本部構内 東 半を中心とする 従来の成果とあ かせてまとめ ， 

吉田山西 麓 における変遷を 時代別にたどることにしたい。 

奈良時代以前 6 一 7 世紀代の鷲の 埋紳士 坑が 168 . 214 地点で， 8 世紀中葉 ご， ろの竪 

穴住居 2 棟が 75 地点でめ っ かっている。 

鷹の埋細土塊 は ， 168 地点の SK2 が土師器量 胴葵 2 個体を円形土塊 に ， 214 地点の SX4 

は ，不整楕円形の 土塊 に 土師器 球胴 尭を逆位に納めたものであ る。 7 世紀前半に営まれた 

山科区旭山古墳 群 では， E 一 3 号 墳 小石室や方形土 坑 SKl に土師器量肺葉が 埋 貴 され， 棺 

としての利用が 推定されている ( 京都市 埋 文研 8U) 。 この ょう に 7 世紀ご 、 ろには土師器 襄 

を 棺や骨蔵 器として利用する 習慣が存在していたとみられ ，本部構内の 例も，埋葬にかか 

わる遺構の可能性が 高い。 168 地点の北方 200m には，横穴式石室を 内部主体にもつ 古墳 

後期の円墳 2 基が追分町古墳 群 として記録されているほか ( 京都市文観同 86), 総合人間 

学部構内における 5 一 6 世紀代の方形 墳 の 群 在も考慮すると ( 五十 ハ ・武野 84 コ ，吉田山 

の 画一兆 麓 一帯は， 7 世紀代以前には 古墳を含む形での 葬地 であ ったと想定される。 

一方， 8 世紀代の遺構は 75 地点の竪穴住居 2 棟より北側では 確認されておらず ，今回は 

遺物の出土もみていない。 南方の総合人間学部構内から 医学部および 病院構内一帯にかけ 

てはこの時期の 遺構がしばしば 確認されることから ，本部構内南端が 当時の活動域の 北 縁 

にあ たるのだろう。 古代豪族粟田氏の 領域に属していた 可能性が 清 いが，小規模な 遺構が 

散発的にめっかる 現状であ り，，性格の 解明には至らない。 

平安時代 奈良時代までと 同様に，資料は 極めて乏しい。 第 2 節でも述べた よう に ， 

この時代の包含層は 凹地や遺構の 埋 主 としてのみ存在していたことから ，中世以降の 開発 

によって 削 平されている 可能性はあ るものの，北部構内や 総合人間学部構内にくらべて 圧 
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図 2l 本部構内車半の 主要な古代一中世遺構 縮尺 1/2500 

周的に遺構・ 遺物とも希薄であ る。 平安京遷都後には ，後の志賀越え 道に相当する 道路が 

通されたと考えられるが ，存在を確認できていない。 本部構内の位置する 吉田山西 麓は， 

神楽岡 葬 地や付随する 吉田守との関連が 推測される 北 龍一帯，および 梵鐘鋳造関連の 活動 

が行われていた 西南 麓 という，南北 2 つの活動地の 中間にあ たり，平安時代においては 未 

だ十分には開発が 及ばない場であ ったかと推測される。 今回みつかった 10 世紀ごろの遺構 

であ る南北 溝 SD20 ・ SD21 や東西清 SDl8. SD22 は，本部構内でも 東南隅には 幾 ばくかの 

活動が成されたことを 知る貴重な成果であ る。 これら清祥はいずれも 小規模で，方位を 大 

きく東へ振る。 建物関連というよりは ，土地の区割りを 示すものとみられる。 この方位の 

振れは，弥生時代の 流 路 SRl の方向におおむね 一致するとともに ，中世以降現代にいた 

るまで吉田山西麓の 地割りに名残りをとどめており ，地形に規定された 土地区画が平安中 

期以降施行されてきたことを 示す興味深い 事例といえる。 また，東方 100m の山上に現在 
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0 社殿を構える 吉田社は， 9 世紀後葉に創建の 伝承をもつことから ，山麓にあ ったとされ 

る旧 社地との関連も 注意される。 

鎌倉・室町時代 吉田山西 麓 全域が活動の 対象となってくるのは ，おおむ #al2 世紀後 

葉 以降であ り，以後 13 一 14 世紀代を中心に ，各地点で大量の 遺構・遺物が 確認されてい 

る。 これらは，その 性格から，居住関連㈱ 土柱建物・井戸なめ ，廃棄と祭祀関連 U 土 

坑 ・集荷・土器 溜 な 目 ，埋葬関連 U 土墳墓・水槽墓など ), 生産関連 砂 取り 穴 ), に大 

別され， これに土地区画を 示すとみられる 溝 ゃ中世の志賀越え 道の推定ルートを 加える 

と ，おおむね性格 こ 。 とにまとまった 空間的配置を 想定することができる。 

生産関連遺構の 中心であ る白色砂を大規模に 採取した穴は ，本部構内北東部分と 両辺部 

分にその広がりをみる。 前者は推定される 中世の志賀越え 道のルート周辺を 中心とし， 採 

取 した砂の運搬の 便宜を図る上で 極めて合理的な 立地であ る。 後者についても ， 75 地点 

で ，黒色土の堅く 締まった面が 南北方向に認められ ，鎌倉期以双に 比定されていることか 

ら，道路に近接した 立地であ った可能性が 高い。 いずれも細かな 時期比定は困難であ る 

が ， 13 世紀中葉の遺構に 切られている 例があ り，一方 168 地点で砂取り 穴 埋没後に 15 世紀 

代の志賀越え 道の路面が形成されていることから ， 13 一 14 世紀を通じて 継続的に行われた 

ものとみられる。 これらは， 214 地点の東西清 SD5 を越えて 南 へは広がらず ， 75 地点の南 

北 溝 SD3 を越えて東へは 広がらない。 両溝 とも 13 世紀中葉には 埋没しているものの ， 白 

色砂の採取がその 範囲を守って 続けられていることから ，溝の示すラインが ，中世におけ 

る 土地利用の重要な 境界線であ ったことがわかる。 

砂 取り穴で破壊された 部分もあ るが， これ以外の遺構は ，上記の 2 つの溝で囲まれた 範 

囲と ，中世の志賀越え 道の北側一帯にまと ま ろ。 124 地点・ 219 地点での所見からは ，建物 

や井戸など居住関連の 施設の東側に 接して土器 溜 や葉石などの 廃棄・祭祀関連の 遺構が集 

中していた状況がみられ ， さらに 75 地点での中世墓畔が 時期的に対応することから ，西側 

に 接して墓域を 設けていたと 推測される。 溝と 吉田山に囲まれたおおむね 1 町四方の範囲 

の内部に，居住・ 廃棄・埋葬のそれぞれが 接しながらも 場を分けて配置されていた 状況と 

もいえ 23 。 一方，中世の 志賀越え道の 北側一帯では ， 90 地点・ 181 地点で，大規模な 土 

器溜や埋葬関連とみられる 立坑 と ，その東側に 接して建物跡や 井戸が確認されている。 こ 

こでは 砂 取り穴も絡んで 諸遺構がモザイク 状を呈しており ，現状では秩序だった 配置が復 

原できない。 構内南半とは 性格の異なる 空間であ った可能性があ り，遺構群の 時間的変遷 

0 把握ともあ わせて，今後の 比較検討を課題としておきたい。 
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吉田周辺に関しては ，平安時代末期から 鎌倉時代に，西園寺家の 別邸であ る吉田泉殿を 

はじめとして ，貴族の邸宅や 関係する寺院がたびたび 営まれたことが 文献記事に散見さ 

れ， また藤原北家勧修寺流の 人々の所領でもあ ったとされる。 目下のところこれらと 直接 

結びつく成果はなく ，この地の活動者は 不明であ るけれども，大規模な 白砂の採取 跡 はこ 

うした階層の 嗜好がもたらした 産物であ り，中世前半における 各種の遺構の 急増とも密接 

に関係していたであ ろう。 そして， 巧 世紀後半以降の 社会の混乱に 対応して活動の 痕跡が 

ほ @% 肖 減し吉田山西麓は 急激に耕地化して 近世に至っている。 

(3) 近世吉田村復原図との 対応 ( 図 22) 

近世の吉田村の 状況については ， 18 世紀前半の絵図をもとにした 景観の復原が 試みられ 

ており [ 浜崎 83b コ ，ここでは今回の 調査成果との 対応、 をみておくことにしたい。 

絵図による復原からは ， この時期吉田山西麓の 中腹 に存在した東照宮へと 至る道路が通 

じていたと想定されており ，そのルートは ， 北 調査区の中央付近にあ たることが予想され 

た。 しかしながら ，確実に路面と 認定できる遺構は 全く検出できなかった。 北 調査 区 の牝 

牛はきとまってめっかった 野壺 群が ，おおむ #a 東西方向に列を 成す状況であ ったことや， 

その南側が遺構の 空白地帯となっていることから ，本来的には 道路が存在していた 可能， 性 

図 22 近世吉田村の 復原図と調査区の 位置 縮尺 1/5000 
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もあ り，今後の周辺の 調査成果を待ちたい。 

また，吉田山に 沿う池の東 縁が ，高調査 区 に及ぶと予想されたが ，特別な落ち 込みや池 

に相当する状況は ，確認できなかった。 調査区の基本的な 地勢は，弥生時代の 流 路 S.KI の 

埋積 以後も西高東低の 凹地状態で近世に 至っていることから ，絵図に描かれた 油状のもの 

も ， こうした地勢を 反映した，湿地や 荒れ地程度のものを 想定しておくのが 妥当であ ろ 

，つ 構内遺跡の近世遺構では 無数に見 か だされることが 多い耕作関連の 柱穴 群が ，ほとん 

どみられなかったという 状況も，以上の 想定を支持する。 畑が広がっていたのは ， より 西 

方 や北調査区の 野壺 群 以北であ っただろう。 これら野壺 群は ，漆喰 製と 木棉製の双方が 混 

在しており，近世後半以降あ る程度継続的に 営まれていたものとみられる。 

このほか，南北 溝 SDl . SD2 からは，それぞれまとまった 遺物が出土したが ，絵図にみ 

る道路や池との 対応関係を想定できる 状況にはない。 SDl は，前述の野壺群を 破壊して 幅 

広く掘削されているもので ，南方への続き 具合ははっきりしないが ， こうした切り 合い関 

係と出土遺物から ，少なくとも 幕末期以降の 時期が与えられる。 文久 2 (1862) 年におけ 

る尾張藩邸の 設置は，その 東側にあ たる調査 地 周辺の土地利用にも 少なからず影響を 与え 

たとみられ， こうした事情を 反映する遺構であ るかもしれない。 一方 SD2 は， 18 世紀代 

は さかのぼる陶磁器類も 多く含み，絵図に 描かれた時期により 近いことから ，当時の状況 

に関連する遺構の 可能，陸もあ るが，断片的な 検出にとどまり 性格を判断できなかったのが 

惜しまれる。 

なお， 本報 文の作成にあ たっては，高倉宮下層遺跡の 資料について 南 博史氏 ( 京都文化 

博物館 ) に， 緑粘 陶器について 高橋 照彦氏 ( 国立歴史民俗博物館 ) に，それぞれご 教示い 

ただいた。 末尾ながら厚く 御礼申し上げたい。 



第 3 章 京都大学北部構内 BB28 区の発掘調査 

清水若俗 古賀秀策 

1  調査の経過 

本調査 区は ，京都大学北部構内の 西南隅に位置する ( 図版 1-217) 。 周辺の先史時代の 遺 

構は，東側の 6 地点で弥生双期の 遺物包含 層 が確認されているほか ， 約 100m 北方の 109 

地点で弥生双期末の 土石流， 54 地点で弥生中期の 方形周溝墓が 明らかにされている。 また 

歴史時代の遺構としては ， 54 地点で鎌倉時代の 火葬 塚 ， 109 地点で平安時代の 柱穴 群と溝 

および幕末期の 瓦溜などがあ る。 また，南に隣接する 208 地点では，平安時代の 埋 納 遺構 

や建物 跡 のほか，幕末期の 土佐藩邸の南を 限る堀が発見されている。 

ここに，理学部 動 ・植物学校舎の 第 2 期斬首が計画されたため ，以上の周辺地区での 調 

査 成果と， 1991 年度の試掘調査の 成果を勘案し ，予定地全域 1323m2 の発掘調査を 実施し 

た。 調査は 1993 年 6 月 15 日に開始し 9 月 30 日に終了した。 

調査の結果， 旧 建物の基礎によって 調査区の東南部を 大きく破壊されていたが ，平安時 

代の溝や建物跡の 可能性のあ る方形の土塊，中世の 粘土敷き土塊・ 土 取り 穴 ・溝や近世の 

野壺や溝を発見したほか ，調査 区 のほぼ全域に 広がる先史時代の 土石流の跡を 確認した。 

また，理学部地質・ 鉱物学教室の 協力を得て，黄色砂以下の 上層の分析をおこない ，地震 

による堆積層の 乱れと 噴 砂の跡を検出した。 

2 層 位 止 

調査区の地表面の 標高は， 62.3 一 62.6m を示し ， 北から 南 ，東から西へわずかに 傾斜 

する地形であ る。 基本的な堆積は ，上から表土 (¥ 第 1 層 ), 灰褐色土 H 第 2 層，第 6 層 ), 

茶褐色土 ( 第 8 層 ), 黒褐色土 ( 第 9 層 ), 黄色砂 ( 第 11 層 ), 土石流 ( 第 12 層 ) であ り 

( 図 23), さらにその下に 黒褐色 粘 貧土 と 砂礫を確認している。 

灰褐色土 1 ( 第 2 層 ) と灰褐色土Ⅱ ( 第 6 層 ) は近世の耕作土で ， 2 層の間には，調査 

区 西半の Y 二 2423 付近以西では 床土層と思われる 灰 赤褐色土 ( 第 3 層 ) を， また東半で 

は 灰 赤褐色土に砂や 砂礫の混入した 層 ( 第 4 層，第 5 層 ) をともなう。 南に隣接する 208 

地点の調査で 検出された棚田代の 造成の跡 ( 浜崎ほか 95 コは ，本調査 区 では認められな 

かった。 茶褐色土 ( 第 8 層 ) は古代から中世の 遺物包含層であ る。 Y 二 2425m 付近に低い 
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図 23 調査区の層位 縮尺 1/80 

段差が認められ ，東側がやや 高い。 下層は 10 世紀代の，上層は 12 一 13 世紀代を中心とする 

遺物が多数出土する。 また黒褐色土 ( 第 9 層 ) は古代の遺物包含層で ， 9 世紀代の遺物が 

少量ながら出土する。 

第 12 層は人頭大の 花樹 岩礫が 混じる砂礫であ り，調査 区 のほぼ全域に 認められた。 土石 

流の跡と思われる。 黄色砂は，弥生前期末一中期初頭 ご， ろの洪水に よ る堆積層であ ること 

が 従来の調査から 判明している。 下面から，縄文時代後期と 晩期の土器 什 ( Ⅱ 1, Ⅱ 2) が 

出土しており ，洪水の時期と 矛盾しない。 黄色砂は，下層の 砂礫を巻き込みながら 堆積し 

ていたが，土石流による 砂礫の上面が 高い場所にはみられず ，堆積がなかったか ， もしく 

は 中世に別平されたものと 思われる。 

調査区の北東 隅 部の標高 59.0m と調査図南 辺 やや東よりの 標高 59.4 一 59.7m の位置で 

は，黄色砂の 下部に黄色砂混りの 黒褐色粒質 土が ，わずかながら 認められた ( 図 25 粗い 梨 

地 部分 ) 。 黒褐色 粘貧 土上面で東西にはしる 亀裂を検出した。 垂直断面で観察すると ，黒 

褐色 粘 貧土下層の砂が ，黒褐色 粘 貧土中を分岐しつつ 水平に広がって 堆積しており ，この 

一部が亀裂をともなって ，黒褐色 粘貧 土を貫き上部に 噴出していた。 また，黄色砂層の 断 

面で， 同 層を構成する 薄微 な堆積層が波状に 摺 曲 する乱れを検出した ( 図版 16-3) 。 これ 

らの現象は，地震にともなう 堆積物の庄 密 液状化の跡であ る。 
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図 24  黄色砂下面出土縄文土器 縮尺 1/3 

3 % 退 構 

① 古代の遺構 ( 図版 15, 図 25) 

検出した遺構には ，土塊 SK22, 溝 SD36 一 SD40 があ る。 

土塊 S や 2  調査区の西端に 位置する。 黄色砂を掘り 込んだ，平面隈元方形の 土塊で 

あ る。 平面は一辺 3.5m, 検出面からの 深さは 60c.m を測る。 埋 土は茶褐色土を 中心とし 

たもので，一部に 黒褐色土が混入するほか ，遺構の北辺 と 両辺の底部に ，黄褐色の粘土塊 

が貼りついていた。 このうち北辺の 粘土塊の中心部は ，熱を受けたと 思われ変色して ぃ 

た 。 土坑 底面の中央部やや 北 寄りの位置に ， 深さ約 30cm の柱穴 とは 、 われる掘り込みを 検 

出したが，ほかには 明確に柱穴と 考えられるものはない。 この遺構の用途は 不明だが， 埋 

土から土師器の 葉片 (nnl) が出土していることや ，隈丸方形を 呈す平面形状からみて ， 

建物跡の可能性があ る。 出土遺物からみて ， 9 世紀ごろの遺構であ る。 

溝 SD36-SD38  黒褐色土上面で 検出した 3 本の溝で，茶褐色土を 埋 土 とする。 撹 

乱により， SM3f は 2 つに， Sn38 は 3 つに寸断されているが ，これらの溝は 発掘区の中央 

北 寄りを東西に 横切り，ほぼ 真直ぐに並行してはしり ，両端は発掘 区 の 外 へと続いてい 

る 。 このうち SD37 は， 埋積 後の SK22 を掘り込んでいろ。 方位は真北から 7 。 東に振る方 

向を示す。 断面の形状は ，いずれも検出面からの 深さが約 30cm の扁平な U 字形を呈し 

底部は黒褐色土層の 下に達している。 出土遺物からみて ， 11 世紀後葉 ご、 ろの遺構と思われ 

る 。 

溝 SD3g.SD40  発掘 区 の 東 寄りを南北方向にはしる 小規模の溝で ， 埋 土は黒褐色土 

であ る。 SD39 は ， 南に隣接する 208 地点の調査で 検出した 10 世紀前葉の溝 SD32 と連続す 

る遺構で，その 北の延長部にあ たる。 北端は撹乱に 切られており ，全長は不明であ る。 

SD40 は，南端を SD37 に接して止まる。 これらの溝からは 時期を示す遺物は 出土しな 

かったが，珪土や 規模からみて 近い時期の遺構と 思われる。 
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京都大学北部構内 RR28 区の発掘調査 

(2) 中世の遺構 ( 図版 16, 図 26 . 28) 

検出した遺構には ，粘土敷き土塊，集荷 土坑 ， 土 取り 穴 ， 溝 ， 柵列 があ る。 

粘土敷き土塊 発掘図中央部付近の．茶褐色土層中位で 検出した。 粘土で壁面および 

底部を整形した 4 つの一連の土塊であ る。 西から順に SKl2, SKl3, SKl5 および SK7 が 

これにあ たり， ここでは粘土敷き 土塊 と 呼称する。 SKl2 以外は他の遺構や 潰乱によって 

一部を欠失している。 SKl2 は直径約 lm の円形の平面形を 呈し他の 3 つも円形平面に 

復原できる。 いずれも，茶褐色土を 深さ 20 一 30cm ほど断面道台形状に 掘りく ぼめ ，内面 

に 塗り込めた黄褐色粘土の 上面を，なめらかな 凹状の曲面に 整形する。 これらの土塊 は， 

真北から 5 。 東に振る東西方向の 直線上に並ぶ。 土塊間の距離は 真々で ， 順に 4.7m, 73 

m, 4.7m を測り，遺構間の 両脇の距離はほぼ 等しい。 SK7 底部の黄褐色粘土下面には ， 

扁平な形状の 大小の石複数個が 敷きつめてあ った。 遺物は， SK7 の敷石の間から 東播 奈須 

恵器 片や瓦 片 が出土しており ， 13 一 14 世紀ごろのものであ る。 

棄石 上坑 SKl0  茶褐色土層の 中位，粘土敷き 土 坑 とほぼ同じレベルで 検出した。 粘 

土敷き土塊 SK7 に近接した南側に 位置する。 3 基の土塊 で 構成され，中央の 土坑は長径 

1.4m 短径 0 ． 7m の平面隈丸方形を 呈し 両 海辺に近接して 小土 坑 2 基が東西に付属する。 

中軸線の方向は ，粘土敷き土塊とほぼ 一致する。 深さはいずれも 40 一 50cm を測り ， 東の 

小土坑の底部は ，中央の土塊 と 連続していた。 土 坑内には， 拳 大から小児 頭 大の礫が密に 

充填されており ， これに混じって 東播系 須恵器片や瓦 片 が出土した。 これらの出土遺物か 

8, 13 世紀ごろの遺構と 考える。 

玉 取り六 発掘図中央部付近の 茶褐色土肩上層で 検出した，互いに 切り合う土塊 群 で 

あ る。 西端より掘り 始めて，東方向に 少なくとも順次 4 回にわたって 掘り進めている。 深 

さは 40 一 60cm と浅い。 掘削は底部が 黄色砂上層に 達した部分で 止まっており ，茶褐色土 

と 黒褐色土の採取を 目的としたものと 思 、 われる。 

清祥・ 柵列 溝 群は南北または 東西方向， 柵 列は東西方向に 並行してはしり ，両者と 

もに真北から 約 6 。 東に振る方位を 示す。 いずれも畑作にともなうものと 考える。 

(3) 近世の遺構 ( 図 27) 

調査 区 西半で，野壺 SEl 一 SE6 や溝および 柵 列を発見した。 野壺は SE3 のみ 素掘で， 他 

は漆喰を用いる。 溝と柵列は ，東西方向またはそれと 直交方向にはしり ，いずれも真北か 

8 6 一 8 。 東に振る方位を 示し，中世の 誹 作 関連遺構の方向とほぼ 一致する。 これらの遺構 

は，江戸時代後半の 耕作にともなうものと 考えられる。 
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4  % 物 

田 古代・中世の 遺物 ( 図版 17 . 18, 図 29 . 30) 

古代の遺物は 全体に少量で ，遺構からの 出土品も限られている。 溝 SD36 一 SD38, 土塊 

SK22 および黒褐色土と 茶褐色土下層から 出土した遺物について 記述する。 また， 中世の 

遺構にともなう 遺物は， 集 右上 坑 SKl0 から整理 箱 2 箱 分の遺物が出土したほかは ， まと 

まったものはない。 SKl0 と茶褐色土上層から 出土した遺物について 述べる。 

Ⅱ 3 一 Ⅱ 6 は 5D36 出土遺物。 Ⅱ 3 . Ⅱ 4 は赤褐色を呈する 土師器 皿 。 Ⅱ 3 は「 て 」 字 状日 

縁 手法 B4 類に相当し押縁 部 が弱く 竹 反し詩聖が厚い。 Ⅱ 4 は 2 段撫で手法 Cl 類にあ た 

り，押縁 部 形態は強く外反し 詩聖が薄い。 Ⅱ 5 は広袖陶器で ，休部内覚面とも 上半に粘を 

施す。 Ⅱ 6 は 緑粕 陶器で，土師 質 に焼成され，蛇の 目高台をもつ。 袖は濃緑色を 示す。 

Ⅱ 7 . Ⅱ 8 は SD38 出土の土師器 皿で ，赤褐色を呈す。 Ⅱ 7 は「 て 」 字 状日緩手法 B4 類 

にあ たる。 Ⅱ 8 は 2 段撫で手法 Cz 類にあ たり， 口 綾部は弱く 竹 反し 器壁 が厚い。 

Ⅱ 9 . Ⅱ 10 は SD37 出土遺物。 Ⅱ 9 は 緑粕 陶器。 須 志賀に焼成されており ，外側に小さく 

踏んばる高台をもつ。 粘 調は淡緑色。 Ⅱ 10 は須恵器 壺 の目縁 部 であ る。 

Ⅱ 1l は SK22 出土の土師器 鷹 であ る。 内面は叩きの 当て具痕を残し 外面は刷毛目調整 

を施す。 界面には 煤力 ㍉ 寸 着している。 
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図 29  5D36 出土遺物 ( Ⅱ 3    Ⅱ 4 土師器， Ⅱ 5 床 粘 陶器， Ⅱ f 緑粘 陶器 ), 5D38 出土遺物 ( Ⅱ 7   
Ⅱ S 土師器 ), SD37 出土遺物 ( Ⅱ 9 緑袖 陶器， Ⅱ 10 須恵器 ), SK22 出土遺物 ( Ⅱ lM 土色 市 
詣 ), 黒褐色土出土遺物 ( Ⅱ 12 土師器， Ⅱ 13 床 粘 陶器， n14 . Ⅱ 15 須恵器 ) 
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Ⅱ 12 一 Ⅱ 15 は黒褐色土からの 出土遺物。 Ⅱ 12 は土師器 皿で ，目縁 部 が強く外反し 詩聖が 

薄く ， 「 て 」 字 伏日録手法 B, 類にあ たる。 Ⅱ 13 は 灰粕 陶器の椀で，休部と 内面上半に粘 

を施す。 Ⅱ 14 は須恵器 杯蓋 。 天井部に 凹形 のつまみがつく。 Ⅱ 15 は 杯 。 詩聖が薄い。 

Ⅱ 16 一 Ⅱ 29 は茶褐色土下層の 出土遺物。 Ⅱ 16 一 Ⅱ 22 は土師器であ る。 Ⅱ 16 は A2 類の 

皿 。 外面を箆削りで 調整しさらに 横 撫でを施す。 Ⅱ 17 一 Ⅱ 20 は「 て 」 字 伏日緩手法の 

皿。 Ⅱ 17 とⅡ 18 は B, 類 ， Ⅱ 1g は B,. 類 ， Ⅱ 20 は B4 類にあ たる。 いずれも赤褐色を 呈す。 

Ⅱ ?..r は 黒色土器 A 類の椀。 内面と外面日録 郎 のみ煤が吸着する。 暗女 と箆 削り痕は見えな 

い 。 Ⅱ 22 は土師器 喪 。 口 縁端部を内に 突起させ，頸部の 屈曲はつよい。 内外面とも 横 撫で 

調整を施す。 Ⅱ 23 とⅡ 24 は 灰粘 陶器であ る。 Ⅱ 23 は断面逆姉角形の 高台をもっ 椀 。 内面の 

み 黄緑色の粘を 施す。 Ⅱ 24 は 輪花椀 。 わずかに 外 反する押縁部から ，休部を内にむかって 

縦 に刻みをいれ ，内面に稜を 作り出す。 Ⅱ 25 とⅡ 26 は 緑粕 陶器であ る。 Ⅱ 25 は目縁 部 がわ 

ずかに 外 反する 椀 。 須 悪質に焼成され ， 粕 調は濃緑色であ る。 Ⅱ 2f は糸切りの高台をもつ 

皿 。 胎土は軟質で 黄白色を呈し 粘は剥離している。 Ⅱ 27 一 Ⅱ 29 は須恵器であ る。 Ⅱ 27 は 

杯 A 。 Ⅱ 28 は 杯 B 。 外面に斜めの 簿記号を残す。 Ⅱ 29 は 襄 。 押縁 部 が短く直立する。 

Ⅱ 30 一 Ⅱ 36 は 5K10 出土遺物。 Ⅱ 30 は須恵器すり 鉢 。 Ⅱ 31 は須恵器の壷。 Ⅱ 32 は瓦器 鍋 。 

口 綾部が肥厚し 屈曲はあ まい。 Ⅱ 33 とⅡ 35 は広袖 系 陶器。 Ⅱ 35 は椀の底部で ， 須 悪質 に 

焼成されており ，断面が丸く 低い高台をもつ。 残存部分には 袖は施されていない。 Ⅱ 34 は 

青磁 椀 。 粕 調は淡緑色で ，高台内面のみ 露胎 であ る。 Ⅱ 36 は三日文の軒丸瓦。 珠支 はな 

い。 文様面は扁平で 彫りがあ さく，周縁部が 文様面より突出している。 

Ⅱ 37 一 Ⅱ 49 は茶褐色土上層の 出土遺物。 Ⅱ 37 一 Ⅱ 43 は土師器であ る。 Ⅱ 43 は 2 段撫で手 

法 Cs 類の皿。 目縁端部に面取りを 施す。 Ⅱ 37 とⅡ 42 は 1 段撫で素練手法 D2 類の皿。 押縁 

部 形状は直線 自 りであ る。 Ⅱ 38 は 1 段 撫で素緩手法 D, 類の皿。 弱く内 弩 する目縁 部 形状を 

もっ。 Ⅱ 39 は淡黄白色を 呈する 椀 。 目縁 部 形状は 1 段撫で面取り 手法 D5 類に相当する。 

Ⅱ 40 とⅡ 41 はそれぞれ 1 段撫で手法の El 類と E3 類にあ たる。 Ⅱ 41 の押縁 部 形状は弱く 

外 反する。 Ⅱ 44 一 Ⅱ 46 は広袖 系 陶器であ る。 Ⅱ 44 は回線 部 が外側に屈曲し 受 部 を形作 

る 。 古瀬戸 窯産 の 柄付 片口であ る可能性があ る。 Ⅱ 45 は古瀬戸 窯産 のおろし 皿 。 内外面と 

0 口緑郎のみ袖を 施し指押さえにょ 0 片口を形作る。 Ⅱ 46 は小型の皿。 休部 は 藩治であ 

る。 Ⅱ 47 は糸切りの 平 高台をもっ白色土器 皿 。 胎土の色調は 黄白色を呈す。 Ⅱ 48 は小型の 

白磁 皿 。 押縁端部が外反する。 Ⅱ 49 は須恵器すり 鉢であ る。 
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京都大学北部構内 RR28 区の発掘調査 

(2) 近世の遺物 ( 図版 17. 18, 図 31) 

近世の耕作関連遺構から 出土する遺物は 少ない。 灰褐色土 1 とⅡは，出土遺物に 差は認 

められないので ，以下で区別せずに 記述する。 

Ⅱ 50 一 Ⅱ 54 は土師器であ る。 Ⅱ 50 は型作りのミニチュアの 皿で，内面全体に 雛型剤の雲 

母が付着する。 Ⅱ 51 は小型の皿。 器壁 が厚く，胎土は 赤褐色を呈する。 目縁 部に 煤が付着 

しており，灯明 皿 として使用されていたことがわかる。 Ⅱ 52 は灰白色を呈する 皿 。 口 綾部 

はやや 外 反し，見込みに 固練がめぐる。 Ⅱ 53 は型作りに よ る 炬烙 。 胎土は乳白色を 呈し ， 

器 壁は薄くよく 焼き締められている。 底部全面に同心円状の 突起がめぐり ，見込みと外面 

上半に煤が付着する。 D54 は腕部 に 鍔がめぐる大和系の 土釜の口綾部であ る可能性がたか 

い。 茶褐色を呈し 頸部の屈曲は 強く， 口 縁端部を内につまれ。 

Ⅱ 55 は信楽 窯 産の陶器すり 鉢 。 赤褐色を呈しすり 目は 6 条であ る。 16 世紀末ごろのも 

のと思われる。 Ⅱ 56 は陶器灯明黄血。 受部 の目縁 に 弧状の欠き込みをもつ。 D57 一 Ⅱ 59 は 

梁行 椀 。 Ⅱ 57 は外面に菊花散らし 文を，見込みには 鶴を描く広東 碗 であ る。 Ⅱ 58 は見込み 

に 「 詩 」の文字をあ しらう。 Ⅱ 59 は外面に掛花文を 描いたくらわんか 椀であ る。 Ⅱ 60 は 白 

磁小林 で ， 押縁端部がわずかに 外 反し高台は露 胎 であ る。 
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図 3l 灰褐色土 T . Ⅱ出土遺物 ( Ⅱ 50 一 Ⅱ 54 土師器， n55. Ⅱ 56 陶器， Ⅱ 57 一 Ⅱ 59 染付 ， Ⅱ 60 白磁 ) 

50 



刀 Ⅹ 結 

5  万人 率土 か口 

京都大学北部構内は ， 北 白川扇状地の 末端に位置し ， 北 白川追分町遺跡の 西端にあ たる。 

北部構内は現在，北西から 南西に緩やかに 傾斜する起伏の 少ない地形であ るが，これは 弥 

生前期末一中期初頭の 白川の洪水による 黄色砂の堆積によって 形成されたものであ る。 黄 

色砂の下には ，黒褐色を呈する 安定した 粘 貧土層が面的に 広がっており ，本調査区の 南に 

接する 208 地点の調査により ，弥生時代前期後半の 地表面であ ることが明らかにされてい 

る ( 浜崎ほか 95 コ 。 また，これまでの 北部構内の調査の 成果から，当時の 地表面は起伏に 

富む複雑な地形であ ったことが判明しており ，地形の復原も 試みられている ( 泉 78 コ。 

本調査 区 でこの黒褐色 粘質 土を確認できたのは ，両辺 と 北辺の一部のみであ ったが， 

208 地点では，ほぼ 全面で検出されている。 この位置による 違いの要因は ， 二つの可能性 

が 考えられる。 一つは黄色砂の 流人時に黒褐色 粘 貧土が削られた 可能性で，本調査 区 で黒 

褐色 粘 貧土の堆積がほとんどみられないのは ，本調査 区 を南 限 とする 谷 状の地形が，黄色 

砂の流れをより 強める作用を 与えたものと 想定できる。 他の一つは，本調査区を 通るさら 

に古い 谷状 地形がすでにあ り，この内側の 斜面では黒褐色土は 堆積しなかった 可能性で， 

この場合，土石流はこの 谷状 地形に誘引されたものと 考えられる。 

土石流は，人頭大の 花嵐 岩 礫を含む砂礫の 層で，本調査区の 東北方約 100m の l09 地点 

図 32  調査 区 周辺の弥生時代前期の 地形 縮尺 1/5000 
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京都大学北部構内 RR28 区の発掘調査 

では，東から 西へ流れる土石流の 南限を検出している ( 浜崎 83a コ 。 弥生時代前期の 北部構 

内南部を横切っていたとされる 河道は， 109 地点の東で傾斜をゆるめており ， これより以 

西は流 路 が分岐 し 広がっていたとも 想定され，本調査区を 通る 谷 牧地形はこの 一分路で 

あ った可能性も 指摘できよう ( 図 32) 。 土石流と黄色砂層をもたらした 白川の洪水は ， こ 

の会状の地形をたどって 両流し 109 地点付近で流路を 広げながらも ，本流は南下し 本 調査 区 付近を通っていったのであ ろ つ . 

本調査では，調査 区 をほぼ真っ直ぐに 横切る平安後期の 溝 SD36 一 SD38 を検出した。 ま 

た 南北の溝 SD39 は， 208 地点の調査で 検出した平安中期の 溝 SD32 と連続する。 撹 乱に 

よ り不明な点も 多いが，平安時代の 土塊 は溝 SD36 一 SD38 の南側で検出しており ，北側で 

の 検出はない。 また 208 地点では， 溝 SD32 より東側で確認された 遺構はなく，西側では ， 

銭貨や金箔を 伴 う埋納 遺構 3 基をはじめとする 祭祀遺構 や ，建物の柱穴などの 平安期の遺 

構を検出している。 これらの溝 群は ，当時の土地利用の 境界を示していた 可能性がつ よ 

く， 溝で囲まれた 区画の東北 隅が ，祭祀に供する 場所として利用されたことを 考えさせる 

ものであ る。 また，中世前半の 粘土敷き土塊や 葉右上 坑は ， SD37 の直上で検出しており ， 

遺構の性格は 不明であ るものの，平安時代の 土地区画が中世まで 踏襲されていた 可能性も 

指摘できる。 

以上のように ，本調査に よ り弥生時代前期の 地形について 新しい知見を 得られたほか ， 

北部構内西南部の 古代から中世にかけての 土地利用状況の 一端を明らかにできた。 

現地調査は，清水若俗 と 古賀秀策が担当し 下坂澄子，矢野由記子，松本篤志，君島英 

子，大岡由記子，田中葉子が 協力した。 資料整理は，清水，古賀，下坂，矢野がおこなっ 

た。 また，現地調査および 資料整理にあ たっては，梅川光 隆 氏の協力と援助をいただい 

六 @   
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第 4 章 京都大学本部構内 AW25 区の発掘調査 

千葉 豊 吉井秀夫 小崎 隆 ， 矢内純大， 藁科哲男 怒 

1  調査の経過 

本調査 区は ，京都大学本部構内のほぼ 中央に位置し 吉田山西 麓 にひろがる北白川扇状 

地の扇 端 付近に立地する ( 図版 1-221) 。 ここに文学部等校舎の 新嘗が計画されたため ， 

周辺の調査結果を 勘案し予定地全域の 発掘調査をおこなった。 調査面積は 929m2, 調 

査期間は 1993 年 9 月 6 日 一 12 月 17 日であ る。 

本部構内では ， これまでの調査で ，奈良時代の 竪穴住居跡 (75 地点 ), 中世の土 塘墓 

(75 地点 ) や土器 溜 (90 ・ 110 地点 ), 中世の志賀 越道 (168 地点 ), 近世の白川道 (57. 

90 ・ 181 地点 ) などがみつかっている。 また本調査図一帯は ，幕末に築かれた 尾張藩邸の 

範囲内に含まれることが 絵図などから 判明しており ，古代から幕末にいたる 遺跡の広がり 

と土地利用の 変遷が問題となるところであ った。 

調査の結果，調査 区 西辺は法学部 旧 建物の基礎によって 大きく破壊されていたが ，中世 

の井戸・集荷土塊・ 溝などを検出し また縄文後期の 遺物包含層を 確認した。 縄文時代か 

ら近世にいたる 出土遺物は，整理 箱 82 箱 に及び，先史時代から 近世にいたる ，この 地 一帯 

の土地利用の 変遷を明らかにするうえで 貴重な資料を 得ることができた。 とくに中世の 遺 

構 は ついては，生活空間であ った場所が埋葬場所に 変遷していることが 判明しこの 地 周 

辺の当時の土地利用を 復原するうえでの 重要な手がかりとなった。 縄文後期の土器は 時期 

がほぼ限定される 一括資料で，土器変遷を 明らかにする 重要な資料となろう。 また，集荷 

土 坑の土壌成分および 石器原林 は ついて，それぞれ 専門的な立場から 理化学的な分析調査 

を実施した。 

本文の執筆は ，第 6 節を小崎 隆 ・矢内純大，第 7 節を藁科哲男，古代・ 中世の遺物に 関 

して吉井秀夫が 担当し残りを 干葉 豊が 担当した。 なお，現地調査は 干葉と吉井が 担当 

し ，磯谷敦子，矢野由記子，柴垣理恵子， 荒仁 ，山本直彦，山本麻子，鈴木雅美が 測量・ 

実測などの作業にあ たった。 また，干葉，吉井，磯谷，柴垣，鈴木が 出土遺物の整理作業 

をおこなった。 

" 農学部地域環境科学教室 料原子炉実験所 
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京都大学本部構内 Aw2R 区の発掘調査 

2 層 ィ 上 上 

本調査区の現地表は ，北東端で標高約 59.3m, 南西端で約 57.8m を測り，北東から 南 

西にむけて緩やかに 傾斜する ( 図 33)0 

調査 区 北半での基本層序は ，上から表土 ( 第 1 層 ), 灰褐色土 ( 第 2 層 ), 茶褐色土 ( 第 

3 層 ), 黄色砂 ( 第 5 層 ), 暗褐色土 1 ( 第 6 層 ), 黄色シルト ( 第 14 層 ), 暗褐色砂質 土 

( 第 15 層 ), 灰褐色糊 砂 ( 第 16 層 ) となっている。 これに対して 調査図南半では ， X 二 1765 

付近を境にその 南側には黄色砂はみられなくなり ， また，茶褐色土と 暗褐色土Ⅰの 間に 暗 

茶褐色土 ( 第 4 層 ) が堆積している。 灰褐色土は近世の 耕作土，茶褐色土・ 暗 茶褐色土は 

中世の遺物を 包含する。 北 半では黄色砂，南半では 暗褐色土Ⅰの 上面で，中世の 井戸・土 

塊・溝を検出した。 黄色砂は，上半が 極 粗砂 ，下半力 溺改砂で 構成される。 弥生前期末一中 

期初頭の洪水層で ，京都大学吉田キャンパス 一帯にかけて 広く堆積したことが 今までの調 

査で判明している。 暗褐色土Ⅰは ，縄文後期の 遺物包含層であ る。 黄色シルトと 暗褐色砂 

貧土からは遺物は 出土しなかった。 

さらに，調査 区 北西隅で，暗褐色土Ⅰ以下の 地形が急激に 西に向けて下がっているのを 

確認した。 この斜面部で ， 上から灰白色糊 砂 ( 第 7 層 ), 灰褐色砂質 土 11 第 8 層 ), 暗褐色 

土 Ⅱ ( 第 9 層 ), 黄褐色シルト ( 第 10 層 ), 暗褐色土 f  ( 第 1.m 層 ), 灰黄色砂 ( 第 12 層 ), 褐 

色砂質 土 11 第 13 層 ) をみとめた。 このうち，暗褐色土Ⅱと 暗褐色土 W は土壌化した 淘汰の 

悪 い 堆積物で，暗褐色土Ⅱからは ，多量の縄文後期中葉の 遺物が出土した。 灰黄色砂に 

は， 層厚 1 一 2cm, 幅 10 一 40cm 前後でレンズ 状に広がる暗褐色砂が 挟 在していた。 地震 

による液状化と 関連する土層ではないかと 想定している。 以上は，黄色シルト ( 第 14 層 ) 

をきっているが ， 暗 灰色砂質 土 ( 第 17 層 ), 黄褐色 粗砂 ( 第 18 層 ) は，灰褐色糊 砂 ( 第 16 

層 ) の下位にあ る。 第 17 . 18 層は，第 6 一 13 層と異なり， 東 へ向かって傾斜しており ， 第 

14 一 16 層とともに水白川扇状地を 形成する地山と 考えられる。 

こうした斜面の 形成と 埋 積の時期および   性格については ，以下のように 理解している。 

斜面の形成時期についての 証拠は得られていないが ，堆積の過程において 縄文後期中葉の 

遺物包含 層 が形成されているので ，それ以前であ ることは確実であ る。 縄文後期ごろを 中 

心 に埋 積 が進み，弥生双期末一中期初頭には ，黄色砂によってほぼ 完全に平坦化した。 こ 

のような斜面は ，西側を流れる 河川が扇状地の 末端を浸食した 結果，生じたと 理解するの 

が妥当であ ろう。 
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図 33  調査 区東壁 ，北壁の層位 縮尺 1/80 
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3  縄文時代の遺跡 

(1) 遺物の出土状況 ( 図版 21, 図 34) 

縄文時代の遺物は ，土器 1185 点，石器 5 点，石器製作過程で 生じた剥片・ 砕片 29 点を数 

える。 出土層位は，暗褐色土Ⅱ ( 土器 569 点，石器工 点 ，剥片 29 点 ), 暗褐色土 1 ( 土器 

423 点，石器 3 点 ) およびそれ以外 ( 土器 193 点，石器 1 点 ) に分けられる。 暗褐色土Ⅱ   

1 は縄文後期の 遺物包含層であ る。 それ以外としたのは ，上層の歴史時代の 上層から出土 

したもので，出土層位不明の 土器 5   点をここに含めてあ る。 

図 34 は， これらの上層から 出土した縄文土器の 出土頻度を l0m 単位の地区別に 表示し 

たものであ る。 もっとも出土点数が 多いのは，北西 隅 の心地区であ るが，これは 暗褐色土 

Ⅱで 2mX2m 前後の狭い範囲㎝ 丸の地   占 ) から土器什 569   占が集中してめっかったためで 

あ る。 全体的にみて ，調査 区 北半の分布密度が 高く，縄文時代の 遺跡は調査区の 北側ない 

しは北東側への 広がりが考えられる。 

2240 

圏 Ⅱ -l00 ●暗褐色土Ⅱ 

2260 

  20m 

図 34  縄文土器地区別出土状況 ( 括弧 付 数字は出土点数 @  縮尺 1/500 

(2@  出土遺物 ( 図版 22 一 24,  図 35 一 40) 

土器・石器の 順に記載する。 縄文土器は，双期末 (fmmlM4), 中期末 ( 田 44) の土器 各   

点を含むが，他はすべて 後期中葉に属する。 出土層位別に 説明しょ つ . 

暗褐色土Ⅱ出土土器 (uUl 一 m43)  ml 一 IDl5 . fmm33 は有文 深鉢 。 Ⅲ l @ 弱弓 く 内湾 す 

る 波状日録 波 頂部で，長方形区画皮内に 2 段 左撚 縄文を充填する。 洗練内には 刺 突を連ね 

ている。 lnn2 一 Ⅲ 6 は同一個体と 考えられる資料であ る。 頸部がくびれ 押縁 部 が弱く内・ ぼ 
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や 

            尼， 

  

  

  15cm 

図 35  暗褐色土Ⅱ出土縄文土器 1) (ml 一 m32@  縮尺 1/3 
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し ，服部が張る 形態を呈する。 Ⅲ 2 は 波 頂部で，対向弧線文を 描き頂部に円形の 押捺を加 

えている。 1D3. Ⅲ 4 は 波 底部で， 3 本以上の沈 線 を横産させ， 2 段 左撚 縄文を沈 線間 に施 

している。 Ⅲ 4 の目縁端部には 一部に沈 線文 が横産しており ，断続的な沈 線 が口縁端部を 

めぐる よう であ る。 M5 は 胴 上部， m6 は 胴 下部にあ たる。 単位文様として ， 4 条前後の沈 

線東で 対向弧線文を 描き，横産および 斜行する洗練 束 でそれらを っ ないでいると 推測す 

る。 洗練 間 には 2 段 左撚 縄文を充填している。 m7 は胸部 で 縄文地に沈綴文を 加えている。 

In8 一 Ⅲ 10 ・ fmml2 . M13 は縄文地の土器。 1118 は 波 頂部で 2 段 左 撚の結節縄文を 用いる。 

日録外側端部を 幅狭く面取りしており ， この特徴は fmml 一 nW4 と共通する。 Ⅲ 9 は 胴 上部 

で， 2 段 左 撚の結節縄文を 用いている。 Ⅲ 10 の縄文は 1 段左撫 であ る。 Ml2 . m13 は服部 

に 2 段 左撚 縄文を施し 頸 服部の境に沈 線 を横走させ洗練内に 刺突を加えている。 Ⅲ 11 は 

局部に沈 線 を横産させその 下側に刺 突 列を配する。 胸部を斜行する 洗練がみえる。 m14 . 

mI5 は同一個体と 考えられ，岩壁の 厚さ 4mm 前後と薄く仕上げられている。 服部 に，単 

位 文様として C 字形洗練文を 配し数 集 の洗練を横 差 させ，洗練 間に 縄文を充填している。 

沈 線の末端には 刺突が 加えられる。 縄文は 2 段 右撚 03 本 撫 で，部分的に 末端を絡げて ぃ 

る 。 1D33 は胸部資料で ， 横 走する洗練で 上下を画し下に 開く弧線文を 連続させている。 

洗練末端には 刺 突を加えている。 劣化が著しくはっきりしないが ，弧線上の 問 および下位 

の 横産 沈 線の下側に， 2 段 左 撚の縄文が加えられている。 

nI16 は綾杉文を横位にめぐらし 上下を沈 線で 画している。 内面は成形時の 凹凸が顕著 

に残るが，覚面は 丁寧に磨いて 仕上げている。 傾きから判断して 深鉢 以外と思われるが ， 全 

体 の 器 形は不明であ る。 n117 は体部が著しく 張る器形を呈㌦ 注口土器と考える。 2 段 右撚 

の荒縄文を曲線的に 配している。 皿 34 は ，く 字形に屈曲する 浅鉢 。 横 走する洗練内には 連続 

刺 実力 沖コ えられている。 口 頸部がく字形に 屈曲するⅢ 35 は体部が張る 形態を呈する。 口頭 

部の境には 隆 帯を貼り付け 刻みを加えている。 同様の刻みは 口 縁端部にも施されている。 

目縁外側端部から 口 頸部にかけて ，幅 1.5cm の突起が取り 付けられていた 痕跡が残る。 

休部には右下がりの 斜 洗練がめぐる。 注口土器であ ろう。 

IIr18 一 m31 は無文探鉱の 押縁 部 。 外皮気味ないしは 直線的に立ち 上がるものが 多いが， 

やや内湾するものもあ る (u127L 。 押縁端部は丸く 仕上げている。 m32 は無文法体。 

mmm36 一 m43 は底部。 大部分が深鉢の 底部で，平底であ る。 底面直上でくびれるもの (Ir 

36. n140 ・ 皿 41) とそのまま立ち 上がるもの (1137 一 Ⅲ 39. Ⅲ 43) があ る。 皿 40 は木の葉 

底 であ る。 m42 は底部外面が 剥落している。 nT43 は暗褐色土Ⅰ出土破片と 接合した。 
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ffl37 Ⅱ イ， 8 対 九円。 " ㌢ 一     
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Ⅱ 4l Ⅱ 42 
  20cm     

図 36  暗褐色土Ⅱ出土縄文士 認 2) ( Ⅲ 33 一 m43@  縮尺 1/4 

暗褐色土 1 出土土器 (1m44 一 Hlg1)  Ⅲ 44 一 fmm58 は，大部分が 深 鉢 になると思われる 

有文土器。 m44 は，中期末地白川 C 式の深 鉢 B 類 。 隆 帝都および服部 に ， 2 段 左撚 縄文を 

施す。 fmm45 一 Ⅲ 48 は内湾ないし 屈曲する目縁形態を 呈する。 fmm45. Ⅲ 46 は， 2 段 左撚 の 結 

筋 縄文を用いている。 1147 は，外面を丁寧に 磨いて仕上げており ， 浅 鉢の可能性が 高い。 

洗練内に押し 引き状の刺突を 連ね，押縁直下に 円形押捺を施している。 Ⅲ 48 は地文に 2 段 

左撚 縄文を施し，洗練内には 連続 刺 突を加えている。 Ⅲ 49 は 斜 洗練で文様を 構成する。 洗 

練内に部分的に 刺突を加える。 m5o 一 Ⅲ 53 は参集洗練 に 縄文を充填する。 縄文はすべて 2 

段左撫 であ る。 1154 は条線 文 で文様を描く。 nr55 は弧状況線を 施し 2 段 左撚 縄文を充填す 

る。 弧状況線の交叉部には 円形押捺を施す。 m56 一 n158 は胸部 に 縄文を施す深 鉢 。 縄文は 

いずれも 2 段 左撫 であ るが， u156, n157 は結節縄文であ る。 Ⅲ 59 は内湾する回線郡で ，口 

縁 直下を凹 線 がめぐる。 

Ⅲ 60 一 Ⅲ 82 は無文 深鉢 の目縁 部 。 暗褐色土Ⅱ出土無文土器と 同様， 口 頸部が外皮気味な 

いし直線的に 立ち上がり，端部を 丸くあ るいは尖り気味におさめるものが 主体を占める。 

ID83 は無文 浅鉢 。 u184 . m85 は注口土器。 m84 はく字形に屈曲する 口 頸部。 磨いて仕上げ 
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図 37  暗褐色土 1 出土縄文土器 1) 価 44 一 u183)  縮尺 1/3 
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図 38 暗褐色土工出土縄文士 調 2) (m84 一 Ⅲ 91) 縮尺 1/4 

Ⅱ l09 ぺな て ; お祇 @     。 ミ g@r ぷ ;t 妻， i で 

15cm 

図 39 黄色砂出土縄文土器 ( Ⅲ 92 一 Ⅲ 97), 茶褐色土出土縄文土器 (1198 一 1D104), 5K4 出土 縄 
上土器 ( Ⅲ 105. m  106),  SXl 出土縄文土器 ( Ⅲ 107 一 Ⅲ 113),  SEI 出土縄文土器 ( Ⅲ 114) 

縮尺 1/3 
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ている。 mr85 は注口部。 皿 86 一 mg1 は底部。 深 鉢の底部で平底であ る。 u189 は，暗褐色を 

呈し胎土に角閃石を 多量に含み，「河内産」の 胎土の特徴を 示す。 図示した中にこの 種の 

胎土のものはほかになく ，全体で 15 点 栓 出土点数の 1.3%) を 数えたにすぎない。 

上層出土土器 (afg2 一 ul114)  上層に混在していた 縄文土器について 説明を加えてお 

きたい。 皿 92 一 fmmg7 は黄色砂出土。 Ⅲ 92. 1D93 は参集洗練で 文様を描く。 Ⅲ 93 は 2 段 左撚 

縄文を沈 線間 に充填している。 Ⅲ 92 の縄文の有無は 劣化のため，不明。 u194 一 Ⅲ 96 は縄文 

地の土器。 m94 は 1 段丘 撚 ， @195 . Ⅲ 96 は 2 段 左撚 縄文を用いている。 Ⅲ 97 は無文 深鉢 。 

端部に面取りを 施す。 n198 一 Ⅲ 104 は茶褐色土出土。 Iu98 ほ 洗練 間に 2 段丘 撚 縄文を施す。 

Ⅲ 99 一 BI104 は無文 深鉢 の 口 緑郎。 いずれも回線が 外反する。 mIl05 . m106 は sK4 出土。 

Ⅲ loR は 2 条以上の沈 線 を横産させ， 2 段 左撚 縄文を施す。 Ⅲ 106 は内面に弧状に 沈線を施 

し縄文を充填する。 口縁 直下の部分と 想定する。 外面は磨いて 仕上げている。 mnl07 一 

Ⅲ 113 は SXl 出土。 Ⅲ 107 . Ⅲ 108 は有文脈 部 。 洗練で文様を 描き ， Ⅲ 108 は 2 段 左撚 縄文， 

m107 は縄文 ( 撚は不明 ) を施す。 Ⅲ 114 は SEl 枠内出土。 2 段 右 撚の縄文地に 凸 帯を貼り 

付け， 叉状に加工した 半裁 竹管文で 刻みを施す。 前期末，大歳出 式 であ る。 

石 器 (fmmll5 一 Irll9)  出土した石器の 内訳は，石鎌 2 点 ( Ⅲ 115 . m116), 唐梨石 

斧 1 点 ( Ⅲ 117), 削器 1 点 ( Ⅲ 118), 磨石 1 点 (u1119) の計 5 点であ る。 

石鍛 は 2 点とも四基 無茎 であ る。 fmmll5 は長さ 13.lmm を測る小型の 石 鉄 であ る。 サヌ 

カイト製で重量 0 ． 29 。 Ⅲ 116 はチャート製で ，重量 1.39 であ る。 m117 は小型の定 角式 

唐梨石斧で，表面は 極めて平滑に 仕上げられている。 長さ 36.2mm, 万部幅 25.3mm, 厚 

さ 10.3mm をはかり，重量は 14.59 であ る。 蛇紋岩 梨 。 DIl18 はサヌカイト 製の削 諾 であ 

る。 平面三角形の 横 形剥 辺を素材に用いて ， 刃部 作り出しの細部調整を 両面からおこなっ 

ている。 重量は 27.89o Irll9 は 磨石 。 一部欠損する。 片面に磨 面 が認められる ( 矢印で 

示した範囲 ) 。 花嵐岩 梨で ，重量は 409.29 であ る。 

これらの石器の 出土層位は ， Ⅲ 115 が暗褐色土 n, Ⅲ 117 一 mII9 は暗褐色土 T, Ⅲ 116 は 

茶褐色土であ る。 

剥片・砕片については 図示していないが ， 29 点すべて，遺物集中地点の 暗褐色土Ⅱから 

ふるいにかけて 採集したものであ る。 石材はすべてサヌカイトであ り，このうち 19 点につ 

いて，本学原子炉実験所藁科哲男氏に 産地同定をお 願いした。 その結果， 19 点すべてにつ 

いて二上山 彦 であ るという分析結果を 得た。 この詳細については ，第 7 節を参照された 

し、 。 
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図 40  石器 (1I115.EIn16 万 鉄 ， m117 層袋石斧，Ⅲ 118 剤 器 ， nfnlg 磨石 ) 

m  ll5 一 m  117 縮尺 1 れ， lnl18 . Ⅲ 119  縮尺 1/2 
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4  古代・中世の 遺跡 

(1) 古代・中世の 遺構 ( 図版 19 一 21, 図 41 一 43) 

古代・中世の 遺構には， 濠状 遺構， 溝 ，井戸，上坂， 集 石などがあ る。 濠状 遺構が 7 世 

紀に 遡る可能性をもっほかは ，いずれも 13 世紀中葉ごろのものであ る。 調査図南 辺に，井 

戸 ，土城，集荷が 分布し 溝 および 濠状 遺構は調査図中央から 北 寄りに分布する。 

濠状 遺構 濠状 遺構 SXl は，西側にひらく 弧状を呈する。 断面 道 梯形を呈し，幅 5 一 

8m, 検出面からの 深さ lm 前後を測る。 7 一 10 世紀の遺物が 少量出土したほかは ， 13 世 

紀の遺物が主体を 占めており，この 時期までに 埋積 したものと考えられる。 遺構の両端は 

いずれも後世に 破壊されているため ，全体の形状や 規模については 不明とせざるを 得な 

      仮に弧状に続いていたと 推定すると， タ もそ 蚤 l5m 前後の円形の 周 濠に 復原できる。 こ 

の 復原が正しいとすれば ，塵土から出土している 7 世紀の須恵器を 積極的に評価して ， 古 

墳 終末期の円墳の 周 濠 の一部にあ たる可能性も 考えられる。 本部構内では 古墳時代の遺構 

は 発見されていないが ，総合人間学部構内の 111 地点では 5 一 6 世紀の方墳が 5 基 見っ 

かっている ( 五十川・茂野 84 コ 。 また古墳時代の 遺物については 本部構内でも 出土してい 

るので，今後，隣接地におけるこの 時期の遺構の 発見を期待したい。 

        
法学部 旧 建物基礎 

  

  
      

  20m 

図 4@  古代・中世の 遺構 縮尺           
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図 42 土塊 SKl . SK2 縮尺 T/30 

清 清 SD3 一 SD6 の東西方向にはしる 4 本の溝を確認した。 SD3 はもっとも残りがよ 

く，東端は調査 区 外へと続いている。 幅 0 ・ 7m 前後，深さ 1.2m をはかる，断面 V 字形の 

溝 であ る。 これらの溝は ， SD6 が方位を真北から 4 。 西へ 振るほかは真北から 12 。 前後， 

西へ 振っている。 

戸 井 井戸 SEl は， 1 週約 7.5m という規模の 大きな平面 隅 先方形の掘形をもち ， 

万組で井戸側を 形成する。 水沼部分で木製品の 痕跡が確認されたが ，遺存状況が 悪く， 構 

造は ついては不明であ る。 検出面からの 深さ 6.3m をはかる。 井戸枠内の埋土からは ，整 

理箱 33 箱 に及ぶ，土師器を 中心とした多量の 遺物が出土した。 

土 塊 土塊 SKl . SK2. SK5 は，いずれも 多量の礫で充填している 土塊であ る。 
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l 茶褐色砂質 土 

2 SR I 裏 込 
3 暗褐色土 
4 黄色シルト 

    1m   
図 43  土坑 SK3 .SK5  縮尺 1/30 

SKl は長さ 1.85m, 幅 0 ・ 8m, 深さ 0.7m, SK2 は長さ 2.7m, 幅 0 ・ 65m, 深さ 0 ・ 5m, 

SK5 は長さ 1.gIn, 幅 1.2m, 深さ 0 ・ 6m を測る。 SKl より 鋲 釘 が 1 本出土したほかは ， 

いずれも土師器小片が 出土したのみであ る。 SKl.SK2 については，土壌の 成分分析をお 

こなった。 この結果については。 第 6 節を参照されたい。 

SK3 は上面に集荷をもっ 土坑 。 径 0 ・ 7m 前後の不正円形で ，深さ 0,2m を測る。 SK6. 

SK7 は平面隈丸長方形の 土塊。 SK6 は長さ 1.7m, 幅 lm, 深さ 0.2m, SK7 は長さ 2.2 

m, 幅 0 ． gm, 深さ 0.2m を測る。 SK6 は塵土に炭化物を 多量に含んでいた。 SK8 は後世 

の破壊を受け ，また調査図南 壁 で一部を検出したにとどまるため ，規模や構造は 不明であ 

るが，副葬品と 思われる実形の 青磁 皿 2 枚が出土した。 以上の土 坑 のうち， SKl, SK2, 

SK5, SK7 は長軸を東西方向にもち ， SK6 は南北方向に 長軸をもっ。 これらの土塊 は ，規 

模，形態からみて 墓の可能性が 高いと考えている。 一方， SX3, SX5 は不正円形の 浅い土 

塊状の落ち込みで ，性格は不明であ る。 

棄石 SX7 は，幅 2.7m, 長さ 4.4m の平面隈丸長方形で ， 深さ 0 ・ lm 前後の浅 い 

掘り込みをもっ。 この範囲に人頭大から 拳 大の礫が集中していた。 
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(2) 古代・中世の 遺物 ( 図版 25 一 27, 図 44 一図 49, 表 1) 

中世の包含 層 と遺構からは ，整理簡約 60 箱 の遺物が出土しその 中には古代の 遺物も含 

まれていた。 以下， SXl, SK8, SEl 出土遺物について 説明する。 また，特定の 遺構に伴 

う ものではないが ，包含層などから 瓦がかなり出土したので ，第 3 項で説明する。 

SXl 出土遺物 (IDl20 一 Ⅲ 144, Ⅲ 149 一 IDl51)  Ⅲ 120 一 Ⅲ 133 は中世の土師器。 

Ⅲ 120 一 Ⅲ 126 は赤褐色， rnl27  . m  i28  . n1l30  . In132  . Ⅲ 133 は灰白色を呈する．Ⅲ 120 一 

nrl23  . IDDl25  . m  126 は 1 段撫で面取り 手法 D 。 類 ， Ⅲ 124 ほ D3 類の皿， m  127 は D, 類 ， 

Ⅲ 128 は D, 類 ， Ⅲ 130 は E, 類の椀であ る。 fmm  l32  . Ⅲ 133 は 受皿 。 11129 は吉備系土師器 

椀 ， 11131 は吉備系土師器 皿 。 岡山市鹿田遺跡のⅢ -2 期にあ たる ( 山本 93 コ。 m  134 一 m 

136 は須恵器 杯蓋 。 Ⅲ 134. Ⅲ 135 は，かえりがあ り， m134 には退化した 宝珠状つまみがつ 
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図 44 sXl 出土遺物 ( Ⅲ 120 一 Ⅲ 133. Ⅲ 140 ・ m141 土師器， m134 一 Ⅲ 138. Ⅲ 142 須恵器， m139 

広袖陶器， Ⅲ 143 . Ⅲ 144 青磁 ), 5K8 出土遺物 ( Ⅲ 145 . 11146 青磁 ) 
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く 。 Iu136 は偏平なつまみがつき ，上面には自然 袖 がかかる。 In137 . 皿 138 は須恵器 杯 A 

の底部。 m138 は底部を箆切りしたあ と，粗く撫でている。 Ⅲ 139 は 猿投 薫陸の広和良 頸 

壺 。 外面に灰粕の 流れがみられる。 Ⅲ 140 は土師器羽釜。 Ⅲ 141 は土師器 皿 B 。 底部に螺旋 

文 ，回線部内面に 1 段の斜放射状靖文が 施され，目縁部外面下半と 底部外面には 磨きが 施 

される。 Ⅲ 142 は須恵器すり 鉢 。 Ⅲ 143 は青磁椀の底部。 Ⅲ T44 は青磁 皿 。 m149 . m150 は 

鋲釘。 I 「 m51 は用途不明の 鉄製品。 平面 u 字形をなすが ，左右の幅が 異なる。 断面をみる 

と，内側 よ り外側が薄い。 このほか 鉄津 が約 20 個出土した。 

sXl は， m134 一 m142 のように 7 一 10 世紀の遺物も 含むが，全体からみれば 少量であ 

り， 2 次的な堆積であ ると考えられる。 ml20 一 In133 . nr143 . Ⅲ 144 は， sXl 埋没時の遺 

物と思われ，おおむね 中世京都工期双段階にあ たる。 

sK8 出土遺物 (fmml45 . u1146) 1I1145 . 皿 14f は青磁 皿 。 u1145 は体部下半から 底部 

にかけては和がかからず ，内外面とも 無文。 m146 は内面に蓮華を 薄肉彫りで表す。 袖は 

底部外面にのみかからず ， 目付 痕 が残る。 

s 引出土遺物 (ID147. Ⅲ 148. Ⅲ 152 一 1D231)  sEl から出土した 土器は，押縁 部計 

別法で完 形品に 換算して，約 840 個体 分 であ る。 

m152 一 Ⅲ 171 は山城産の手づくね 土師器。 Ⅲ 152 一 m162 は赤褐色を呈する。 Ⅲ 152 一 Ⅲ 

155 は 皿 AI 。 口径は 13cm にピークがあ り， l2cm のものも多い。 1 段撫で面取り 手法 D3 

類 (m152) が 31.0%, D5 類 ( Ⅲ 153 一皿 155) が 69.0% を占める。 m157 一 m161 は 皿 A Ⅱ。 

口径は 8cm にピークがあ り， gcm のものも多い。 D.R 類 ( Ⅲ 158 一 ℡ 160) が 58.0%, D, 
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図 45  SEl 出土鉄器 (ErT47. m148 錠 ),  SXl 出土鉄器 ( Ⅲ 149. Ⅲ 150 釘 ， mlRl 用途不明製品 ) 
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類 (T157 . m161) が 42.0% を占める。 Ⅲ 156 . m162 は膏血。 外径は 8cm 前後。 m163 一 

ml71 は灰白色を呈する。 Ⅲ 163 一 Ⅲ 166 は 椀 AI 。 口径は llcm にピークがあ るが， 12. 

13cm のものもかなりあ る。 m163 は D3 類 ，Ⅲ 164 一皿 166 は D5 類 。 m167 一 Ⅲ 170 は 椀 A Ⅱ。 

口径は gcm にピークがあ り， 器高 に深浅があ る。 Ⅲ 171 は黄血。 タゃそ 蚤は 8cm 前後。 これ 

らの土師器 皿 ・椀は，日録 郎 計測 法 で総計 718.8 個体で ， 皿が 90.6%, 椀が 9.4% であ る。 

口径や口綾部形態， 皿と 椀の比率などからみて ，これらの土師器は ，中世京都Ⅰ期中段階 

にあ たると考えられる。 

m176 一 Ⅲ 181 は吉備系土師器。 m176 一 Tnl79 は 椀 。 色は褐色一灰白色で ， 径 3mm 前後 

の石英粒を含む。 休部中程に稜をもち ，そこからやや 外皮ぎみに 口 緑郎に い たるものが多 

いが，内湾ぎみに 立ち上がるものもあ る。 口 綾部外面には 横 撫でが残り，見込み 部に重ね 

焼き痕が残るものがあ る。 口径は 12 一 13cm の間であ る。 mmml80. IDl81 は 皿 。 灰白色を呈 

し 径 2 一 3mm の石英粒を含む。 休部内覚面は 回転撫で，底部内面は 定方向撫で。 底部 

は回転 箆 切りで， 箆 切り痕を残すものと ，その上を撫でるものがあ る。 これらの土器は 岡 

山市鹿田遺跡の fmm-2 期にあ たる ( 山本 9% 。 

fmm183. Ⅲ 185. Ⅲ 187 は，栗栖野瓦窯や 南庄田瓦窯付近での 生産が想定される「白色上 

表 l SEl 出土土器計測結果 

土師器 コ 緑郎形態の比率 種類別の比率 

皿 A Ⅱ 皿 A I  椀 A Ⅱ 椀 A I 山城産土師器 ( 皿 ・ 椀 @  95.54% 
436.2 個体 215.1 個体 34.2 個 イな 33.4 個体 搬入土師器㎝・ 椀 )  2.59% 

D3 類               31.0% 64.6% 47.1% 瓦 器 ( 皿 ・ 椀 @  0 ． 98% 

瓦 D5 類 35.4% 52.9% 器他 そ の ( 鍋 ・ 盤 ) 
0.29% 

合 計 100.0%                                                 ム - 一 - 一 口 十     

土師器口径の 度数分布 
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図 47  sEl 出土遺物 2) ( Ⅲ 188 一 m  1g9 瓦器， Ⅲ 200 音白磁， m20l 一 m203 黄粕 陶器，Ⅲ 204 

nf2l0 . Ⅲ 211 青磁， 皿 20R 一 Ⅲ 209 . Ⅲ 212 . Ⅲ 213 白磁 ) 
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器 」。 にあ たる [ 京都市文観同 93 . 95 コ。 Ⅲ 183 . m185 は高 林 の 杯部 と似た形状をもつ 口径 

が 8cm 前後の皿。 Ⅲ 187 は 高 杯の脚部。 

lW172 一皿 175 . ID182 . m184 . m186 は，休部を回転撫でで 調整し底部を 回転糸切りす 

る特徴をもっ ，灰白色一褐色の 土師器。 m172. Ⅲ 173 は，口径 13.5cm 前後の杯。 回転 撫 

では体部内面から 底部内面までお ょ ぶが，外面は 体部上半までのものが 多い。 Ⅲ 174 . m 

175 は，口径 8.5cm 前後の皿。 m182 は 耳皿 。 u1184 は体部が内湾ぎみに 立ち上がる 皿 。 m 

186 は高台付きの 皿 。 

Ⅲ 188 一 Ⅲ 199 は瓦器の椀・ 皿類 。 m188 一 m190 は大型の椀。 外面には暗女がなく ，休部 

内面には粗 い 螺旋 状靖 文，見込みにはジグザグ 状の暗 文 が施され，高台は 形骸化して ぃ 

る 。 和泉型瓦器 椀と 思われる。 Ⅲ 196 一 mTig9 は，休部を 輪花 状にする小型の 椀。 休部内面 

には螺旋 状 の暗女，見込みには 花文杖の靖文を 施す。 押縁部外面は ，わずかに靖文を 施す 

ものと暗女のな い ものがあ る。 fmmlg1 . Ⅲ 195 は 皿 。 mlg1 は見込みにジグザグ 状の暗女が 

あ り，外面では 粘土 細 巻き上げ痕が ，一部分観察される。 nll92 一 Ⅲ 194 は小型の受 皿 。 

Ⅲ 200 一 m213 は輸入陶磁器 類 。 W200 は口先の 青 白磁印花皿。 見込みに 魚 漢文の浮文を 

もつ。 @I201 一 m203 は黄柏陶器 盤 。 Ⅲ 201 . Ⅲ 202 は平縁の口緑郎。 内面とロ縁部外面に 灰 

白色 粕 がかかり，その 上から内面の 口 縁部 直下まで貴和をかける。 m203 は体部から底部 

にかけての破片。 内面に鉄 絵で 草葉状の文様が 描かれる。 m204 . 11210 ・ m2l1 は青磁。 

fIT204 は内面に 櫛歯 によるジグザグ 文様が施される 皿 。 IDD2l0 ・ nnl211 は外面に蓮弁文を 施 

す 椀 。 m2l1 は高台内面のみ 露胎 にし畳付には 目付 痕 が残る。 m205 一 luu209. Ⅲ 212. m 

213 は白磁。 fmm205. fuu206 は壺の口緑郎。 m205 には把手がつく。 Ⅲ 207 は玉縁をもつ 椀で ， 

内面および休部覚面上半に 灰白色の粕がかけられる。 m208 は 口 禿の椀で，青色を 帯びた 

灰白色の粕が 内外面にかかり ，休部内面の 上半に 1 条の沈 線 がめぐる。 ul209 は 口 縁端部が 

小さく 外 反する 椀 。 粕は内外面にかかる。 mI212. mI213 は椀の底部で ，見込みの袖を 輪状 

にかき取っている。 

Ⅲ 214. 11215 は須恵器すり 鉢 。 Ⅲ 214 は底部に糸切り 痕を残し， m215 は押縁上端をつま 

みあ げる。 nI216 は瓦器 蓋 。 m217. nI218 は広和陶器。 112i7 は鉢の底部で ，底部は回転 糸 

切り。 Ⅲ 218 は 猿投窯産 の広和 椀 。 内面にのみ 施 粘し高台は断面が 台形から三日月形へ 

と移行する形を 示す。 m220 一 fmm223 は広袖 系 陶器。 Ⅲ 220 は猿股 窯 産の小皿。 底部は回転 

糸切りで，内面には 広袖 が 一部かかる。 m221 . m222 は， しっかりした 三角高台をもつ 渥 

美窯産 と思われるもの。 W223 は胎土に 砂 粒を多く含み ，回転糸切りした 底部に低い高台 
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Ⅱ 230 

  
              20cm 

  
図 4g  SEl 出土 遺 例 4) (11229 一 Er231 瓦器 ) 

を 貼り付ける。 Ⅲ 219 は瓦器小型の 羽釜。 押縁部を除き 外面には 煤力 ㍉ 寸 着している。 皿 224 一 

Ⅲ 226 は瓦器 鍋 。 n1226 は内面に横方向の 刷毛目が残る。 fmm227 は瓦器三足羽釜。 m228 は 瓦 

器 片口付き鍋。 m229 一 m1231 は瓦器 盤 。 If229. Ⅲ 230 は底部に突起状の 脚が 3 ケ所 つく。 

m147. m148 は鉄鎚。 このほか，馬首， 貝 ，銅銭などが 出土した。 

(3@  瓦 類 ( 図版 28 一 31,  図 50 一 55,  表 2) 

今回の調査では ，軒丸瓦 37 点，軒平瓦 36 点をはじめとして ，整理 箱 で 約 8 箱 分の瓦が 出 

上 した。 瓦は，その大部分が 茶褐色土から 出土しており ， とくに調査図中央付近に 比較的 

集 申している。 また， SEl や SXl など中世の遺構からも 出土している。 各遺物の出土地 

点は ついては，表 2 を参照されたい。 

軒丸瓦 (@1232 一 Ⅲ 247)  Ⅲ 232. IDD233 は同文の宝相華 文 軒丸瓦だが，箔は 異なるよ 

ぅ であ る。 宝相華 文 が便化したものを 内因におき，外因 に 24 個の珠皮をめぐらす。 丸瓦 外 

面 には，縦方向の 縄目叩きが施される。 皿 232 の瓦当裏 面には筆圧 痕 が残る。 

m234. Ⅲ 235. m1237. Ⅲ 239 は蓮華文軒丸瓦。 Ⅲ 239 は単弁八葉の 蓮華文で，中尾 に 

1+4 の蓮子をもつ。 瓦当剛縁は細かい 斜格子叩きが 施される。 胎土には砂粒が 多く含ま 

れる。 ID234 は m239 と同一意匠 と思われるが ，瓦当の径が 大きい。 側 線は指 押さえで調整 
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図 50  軒丸瓦 (m232 一 Ⅲ 247) 
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される。 nT235 は内因が八葉で 外因 に 珠皮をめぐらす。 m237 は 素弁 八葉で，蓮華文の 外に 

一条の圏 線 をめぐらす。 同一意匠 の例は多いが ，その中でも 硬化が進んでいろ。 

mmm238. m240 一 m247 は日文軒丸瓦。 u1240 は外因 に 珠皮をめぐらす 石巻二日 で ，側 線は 

Tnn239 と同様の細かい 斜格子叩きが 施され，胎土・ 色調も類似する。 Ⅲ 241 一 n1244 は外因 

に 珠皮をめぐらす 石巻三日のもの。 nnI238. nT245 一皿 247 は外因がないもので ， m238 は石 

拳， Inn245 は石巻三日，Ⅲ 246 . Ⅲ 247 は左巻 三巴 のもの。 

nnr236 は周縁に 珠文 をめぐらすものであ るが，瓦当は 欠落しており 主文様は不明であ る。 

軒平瓦 (11248 一 1Ir265) tD248 一 m251 は 半 折り曲げ技法に よ るもの。 瓦当の文様は ， 

Ⅲ 248 が花弁状の剣頭立， m249 は斜格子 文 ， n1250 は左巻三日の 巴 文と X 字 文を組み合わ 

せたもの， mr251 は唐草文。 平瓦凹面には 布目疾が残り ，凸面は縦方向に 撫でられる。 m 

249 の瓦当裏 側には， 3 本の短 い 斜線からなる 簿記号が施される。 

m252 一 m265 は完全な折り 曲げ技法によるもの。 m252. m254 一 m259 は唐草文。 m252 

と m254 は，瓦当文様は 異なるが， 砂 粒の多い胎土で ，色調は赤褐色ないし 尿 黒色を呈し 

平瓦凸面は細かい 斜格子叩きで ，簿記号も共通する。 m252 は凸面に細かな 斜格子叩きと 

正格子叩きが 重複する。 u1255 は瓦当裏 面に一部布目 痕 が残るが，ほとんど 撫で消される。 

瓦当上端を 5 本以上 縦 に刻んだ簿記号があ る。 m256 は瓦当裏 面のしわ部分を 横方向に強 

く撫でている。 m257 一 111259 は同文と は 、 われるが， m257. uD258 と 111259 では，平瓦自体 

の厚さが違 い ，瓦当部の断面形も 異なる。 瓦当裏 面に，布目庇 痕 ・折りじわ共に よ く残る 

が ，一部は指押さえで 消される。 

luu260 一 11265 は剣頭立。 nT261 は平瓦凹面に 簿記号「 X 」が 2 個刻まれる。 Ⅲ 261 . m 

264 は，瓦当裏 面の折りじわを 横 撫で調整する。 lnn260 は剣頭立と 花 文を組み合わせたも 

の 。 m253 は彼女をほどこす。 

道具 瓦 (m275. m276)  Ⅲ 275 は垂木元 瓦 。 周囲に複線鋸歯文をめぐらせた 中に，い 

わゆる「絹紬 文 」を配するもので ，京都市山科区 法 麻寺 ( 小野山 68, 哀悼 78, 廣田 89 p. 

78 コ ，小栗栖瓦窯 跡 ( 平安博物館 85, 廣田 89 p.33 コ ，宇治市岡本廃寺 ( 宇治市教委 87) に 

類例があ る。 

m276 は平瓦のように 湾曲した 碑 状の形態で， 端面に 宝相華文を表すものだが ，具体的 

な用途は不明であ る。 凹凸面は箆削りが 施される。 

丸 瓦 ( Ⅲ 266 一 11r270)  丸瓦は小破片が 多く，全体の 形状を知ることのできる 資料 

はほとんどないが ，凸面の叩き・ 玉縁の形状・ 胴 部の厚さ・胎土・ 色調から，以下の ょ 3 
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京都大学本部構内 AW2h 区の発掘調査 

に 大別できる。 

A  Om266)  凸面に粗い斜格子叩きが 施されるもので ，胎土に 砂 粒を多く含み ，黄褐色 

ないし黒褐色を 呈する。 厚さは 1.lcm 前後で，玉縁端面凹面側は 面取りされない。 玉縁 

端面に縦線を 数本刻んだ 箆 記号が施される 例があ る。 

B  (Ir267)  A と同様の胎土・ 色調・厚さで ，凸面に縄目叩きが 施される。 玉縁端面に 

簿 記号をもっ例があ る点も同じであ る。 

C (fmm268) 凸面は縄目叩きで ，玉縁と 服 部の境界の段，および 玉縁端面凹面 倒 を面取 

りする。 凹面には糸切り 痕をはっきり 残すものが多い。 灰白色ないし 尿 黒色を呈し ， 厚さ 

は 1.1 一 1.3cm 前後。 砂 粒は多く含まない。 

D  (fmm269)  凸面は縄目叩きで ，青灰色ないし 灰色を呈し厚さ 1.3 一 1.4cm 前後で ， 

C よりも大振りのもの。 砂 粒を多少含む。 玉縁端面凹面側の 面取りの有無 や ，縄目叩きの 

原体の違いから ， さらに細分されうる。 凸面に 簿 記号をもつ例があ る。 

E (fmm270)  凸面は縄目叩きを 横 撫ででスリ消し 厚さ 1.5 一 2.8cm で ， D よりもさら 

に大形のもの。 灰色一灰白色を 呈する。 

具体的な数量を 示し得ないが ，丸瓦 A 一 D は，数量的に 大きな差はなく ， E は非常に少 

ない   

平 瓦 (fmm  271 一 n1274  . 1D277  . 1r278)  平瓦も，凸面の 叩き・厚さ・ 胎土・色調を 

もとに，以下のように 大別される。 

A  ( Ⅲ 271)  凸面に斜格子叩きが 施されるもので ，厚さは l.ncm 前後，胎土に 砂 粒を 

多く含み，灰褐色ないし 赤褐色を呈する。 凹凸面とも，横方向の 削りが観察される 例が多 

い 。 凹面には，削り 痕を残すもの ，布目痕を残すもの ，縦方向に粗く 磨くものがあ る。 広 

端面に 縦線数本を刻む 箆 記号をもつ例が 多い。 

B  (lu278)  凸面に縄目叩きが 施されるが，胎土・ 色調・厚さ・ 凹面調整などは A と同 

じもの。 広端面に 簿記号をもつ 例が多い点も 共通する。 

C  ( 皿 272)  凸面が縄目叩きで ，厚さ 1.8 一 2.0cm と B よりも厚く，胎土に 砂 粒は多く 

含まれず，灰白色を 呈する。 凸面に 箆 記号をもっ例があ る。 

D  ( Ⅲ 273)  凸面が細かい 斜格子叩きで ，厚さ 1.5cm 前後， 砂 粒を多少含み ，赤褐色 

ないし灰白色を 呈するもの。 

E  (M277)  凸面に叩き痕が 残らず凹面凸面に 糸切り痕が よ く残るもので ，厚さが 1.0 

cm 前後と薄じもの。 灰白色を呈し 多少 砂 粒を含む。 広端面に 「 ハ 」状の箆記号が 施さ 
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京都大学本部構内 AW25 区の発掘調査 

れる例があ る。 

F (Ir274)  凸面が指押さえで 調整されるもので ，厚さ 1.7cm 前後，灰白色ないし 尿 

黒色を呈し粗 い砂 粒を含む。 凹面に簿記号が 施された例があ る。 

平瓦の数量については ， A.B がもっとも多く ， D 類がそれに続くが ，残りのものはい 

ずれも少ない。 

箆 記号 ( 図 55)  出土瓦の中で 箆 記号が確認されたものは ，破片数にして 132 点であ る。 

平瓦では， 広端面 に施文されるものが 90 点と圧倒的に 多い。 そのうち 83 点は縦線を刻む 

もので，恐らく u127S のように， 3 カ所刻んだものが 大部分と思われ ，いずれも平瓦 A. B 

  

ぬ恵鰯ぬ怒鍵 
  し 

    
      

Ⅱ 275 Ⅱ 276 Ⅱ 277 
  20cm 
    

図 53 平 瓦 (m271 一 Ⅲ 274. m277), 道具 瓦 ( Ⅲ 275 一 m276) 

  



古代・中世の 遺跡 

類 であ る。 それ以外の記号としては ，「 X 」・「 l l 」・「 ハ 」があ り，前 2 者は A 類 または B 

類 ，後者は E 類であ る。 

平瓦の凹面凸面に 簿記号が施されるものは nl 点 あ る。 このうち，平瓦 D 類 凸面に刻まれ 

る「Ⅹ」は，軒平瓦 mV52 ないし W2W4 に体な う ものと思われる。 この記号には ，横棒を先 

に 描くもの (3 点 ) と， 後に描くもの (5 点 ) があ る。 このほか，凸面に 刻まれたものと 

して，「 = 」・「 き 」があ る。 後者は軒平瓦 n[249 の瓦当裏 面に施されたものと 類似してお 

り，軒平瓦に 体な う ものかもしれない。 凹面では，平瓦 F 類に「 ノ 『」が施されたものがあ 

る 。 また先述のように ，軒平瓦Ⅲ 261 は，平瓦凹面に「 X 」が 2 単位刻まれる。 

丸瓦では，玉縁端面に 施されるものと ，胸部凸面に 施されるものに 大別される。 前者 

は，丸瓦 A. B 類にみられるもので ，Ⅲ 26,7 のように，縦線を 2 カ所に刻むものが 大部分 

と思われる。 丸瓦服部凸面に 施された記号には ，「 葵 」・「 一 」・「 = 」・「Ⅰ」・「 X 」などが 

あ る。 いずれも丸瓦 D 類とは 、 われる。 
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図 54  平 瓦 ( Ⅲ 278) 
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京都大学本部構内 AW25 区の発掘調査 

表 2  瓦 類の出土地点 

番号 出土地点 備 考 

Ⅲ 232 SEl 

ID@233@ SE1 

11234@ SE1 

in@235@ AW25el 

Ⅲ 236 SXl 

Ⅲ 237 AX25a2 

in@238@ SE1 

Ilr23g AX25b2 別に同 箔 2 点 

11240 別に同 箔 4, 点 

Ⅲ 241  SEl 別に同 箔 3, 点 

M242@ SE1 

Ⅲ 243 AX25bl 

Ⅲ 244 SX3 

M245 AX24a5 別に同文 1   占 

in@246@ SX4 

in@247@ SX1 

番号 出土地点 備 考 

Ill@248@ SE1 

ID@249@ SE1 別に同 簿 1, 点 

Ⅲ 250 SX3 

Ⅲ 25l AX25b2 

m252 AX25b2 別に同 箔 9   占 

DI@253@ AX25bl 

Ⅲ 254 AX25a2 

Ill@255@ AW25el 

DI256@ AW25el 

Ⅲ 257 AW25el 

DI@258@ SKI 

Ⅲ 25g SEl 

Ⅲ 260 AX25b2 

111261@ SE1 

Ⅲ 262 AW25el 

DI@263@ SX1 

番号 出土地点 備 考 

Ill@264@ SE1 

DI@265@ AW25el 

Ⅲ 266 AX25b2 

M267@ AX25b2 

in@268@ SE1 

in@269@ SX1 

in@270@ SEI 

in@271@ AX25b2 

Ⅲ 272 AX25a2 

DI273@ SE1 

ffl274@ AX25al 

Ⅲ 275 AX25bl 

in@276@ AX25al 

DI@277@ SX4 

Ⅲ 278 AX25b2 

  
備考     包含 層 出土地点は，一処 h0m 四方の調査 区 (AW25 区， AX25 区 ) を各々， l0m 四方の 
小地区に分割し 南北方向にアルファベット 小文字 ( 南から a づ e), 東西方向に数字 ( 西 
から 145) を付して表示している (D 東 大理文研 78a, pp.2-   3) を参照 @ 
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近世・近代の 遺跡 

5  近世・近代の 遺跡 

㈱ 近世の遺跡 ( 図 56) 

X 二 1759 付近で東西方向にのびる 段差を確認した。 北から南へ傾斜する 地形を利用して ， 

棚 畑を形成したのであ ろう。 茶褐色土上面で 多数の柱穴を 検出したが，これらはこの 段差 

の南側の部分に 集中していた。 1 辺 20c.m 前後の方形裾形で ，東西方向に 2.5m 前後の間 

隔で一直線上に 並ぶものがあ る。 方位を真北から 約 3 。 西へ 振る。 耕作にともなう 柵列 で 

あ ろう。 なお，幕末にこの 地に設置された 尾張藩邸については ，関連遺構・ 遺物を確認で 

きなかった。 本調査 区 付近は，吉田紺屋敷総 国 ( 名古屋市蓬左文庫 蔵 ) に描かれた馬場付近 

にあ たると推定している。 今後，周辺地点の 調査が進めば ，検証することも 可能となろう。 

近世の遺物は ，整理 箱 5 箱 を数える。 土師器，陶器，磁器，土製品 ( 伏見人形， 泥面 

子 ), 銭貨があ る。 Ⅲ 279 は土師器 皿 。 見込みに浅 い 固練がめぐる。 Ⅲ 280 ・Ⅲ 281 は 無粕 陶 

器。 m280 は急須 蓋 。 色調赤褐色。 fmm281 は口径 3.4cm を測る 案爾 であ る。 灯心受けの剥 

離痕跡が内面中央にあ る。 色調は淡褐色。 11282 一 m284 は陶器灯明 皿 。 fmm285 一 lnn287 は陶 

器灯明黄血。 いずれも受け 部 とロ縁 部の高さがほぼ 同じであ る。 Ⅲ 288 は行平鍋の蓋。 こ れらの遺物は ，幕末を中心とする 時期のものであ ろ つ . 

    
  

一 " 

    
  

Y=   
法学部 旧 建物基礎 

SB1 

日 ロ ロ 0 
こヲ 亡 日日口口 

日日日日 0 % 
日日日日 

日日日日 0  目 

目 印 

  口 目 Y= 
2260 

  

  20m 

図 56  近世・近代の 遺構 縮尺 1/400 
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一 """'   一 "" 。 
Ⅱ 280 

CT "" 吃       一 Ⅱ 286 
Ⅱ 28l 

" セ                                 
Ⅱ 288 

  20cm 

図 57  灰褐色土出土遺物 (fmm279 土師器， fmm280 一皿 288 陶器 ) 

(2) 近代の遺跡 ( 図 56) 

表土を除去した 段階で，調査 区 西辺において 法学部 旧 建物基礎 ( 大正 13 年完成，昭和 46 

年取り壊し ), 調査 区北 寄りで建物 跡 SBl を発見した。 SRl は東西南北に 並ぶ柱穴列から 

なる。 柱穴 列は ，東側については 調査 区 外へと続いており ，西側は法学部の 旧建物のため 

に，存在の有無は 不明であ る。 南北方向についても ，後世の撹乱のため ，並びの範囲を 確 

定することは 困難であ るが， l0m 前後の並びは 確認できた。 柱穴は 1 辺 50 一 100cm の方 

形掘 形で，割栗石が 詰まっていた。 

この調査 区 付近は，京都大学の 前身であ る第三高等中学校の 吉田学舎が明治 20 年に建設 

された際，寄宿舎が 設置された範囲にあ たる。 この寄宿舎は ，陸地測量部によって 明治 25 

年に発行された 仮製 2 万分 1 地形図に，東西方向に 長 い 建物として描かれている ( 図 58)0 

また，本学工学部建築学教室建築 史 研究室編『京都大学建築 80 年のあ ゆみ」 (1977 年 ) で 

は，本調査 区 北辺が寄宿舎の 中央付近にあ たると推定している。 柱穴 列は ，方位を北から 

約 3 一ぴ西へ 振っており，これが 現在の本部構内の 建物群の方位に 等しいことも 勘案すれ 

ば，この柱穴 列 をもつ建物は ，第三高等中学校の 寄宿舎と考えることができよう。 

図 58 地図にみえる 寄宿舎 
( 明治 25 年仮製 2 万分 1) 
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土塊 SKl . SK2 の土壌分析 

6  土城 SKl . SK2 の土壌分析 

土塊 SKl . SK2 は，形態や規模からみて ， 墓 塘の可能性がもっとも 高いと考えられた 

が，骨などの 直接的な証拠は 得られなかった。 そこで，理化学的な 土壌分析から ，土塊 の 

性格を追究する 手がかりが得られるかを 検討するために ，全炭素・全窒素および 全リンの 

含有量の分析をおこなった。 分析試料は， SKl が 11 点 ( 試料番号 SKl-1 一 11), SK2 が 10 

点 ( 試料番号 SK2-1 一 10) の 21 点であ る。 試料の採取位置は ， 図 Mg に示した。 

方 法 全炭素，全窒素については ，乾式燃焼 法によ り応化後，ガスクロマトバラ 

フ々で定量した。 全リンについては ， 3N 過塩素酸で分解後，バナ ド モリブデン 酸 比色法 

で 定量した。 Ⅰ 只 8                 SK2                 .7   
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結 果 得られた結果を 表 3 に示した。 

表 3  全炭素・全窒素・ 全リン分析結果 (SKl-8 一 1l, SK2-7 一 10 は土塊覚の比較試料 ) 

全リン 全り @ ノ 

試料番号                         全窒素 拷 O C/N mgP/loog 試料番号 全炭素全窒素 拷 O  拷 O r/N ， mgP/loog 
SKI-  1  0.71  0.04  17.3  118 SK2-@ 1@ 1.31@ 0.10@ 12.7@ 256 

SKI-@ 2@ 0.74@ 0.05@ 16.5@ 140 SK2-@ 2@ 0.83@ 0.07@ 11.8@ 198 

SKI-  3  1.03  0.07  15.2  194 SK2-  3  0.67  0.06  11.9  118 

SKI-  4  1.06  0.07  15.5  189 SK2-  4  0.97         14.9  207 

SKI-  5  1.04  0.07  14.9  189 
SK2-  5  1.02         16.5  113 

SKI-  6  0.74  0.05  14.9  135 

SKI-  7  0.68  0.05  15.0       
SK2-  6  0.68  0.05  13.9  113 

SKl- 8 1.48 0 ・ 1 Ⅰ 14.0 185 SK2-  7  1.33         13.3  136 

SKI-  9  1.32  0.10  13.5  198 SK2-  8  1.06  0.08  13.7  167 

SKI-10  0.99  0.06  16.6  158 SK2-  9         0.06 14.4 122 

SKI-11  0.37  0.03  13.8 90 SK2-10  0.23  0.02  10.8 78 
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考 察 SKl . SK2 のいずれの土塊においても ，全炭素，全窒素量は ，それらの上 ヒ を 

とった C/N 比 とともに通常の 土壌にみられるレベルであ り，炭素・窒素からはこの 部分 

が墓地であ ったことは指摘できない。 一方全リンは 全般的に通常みられる 土壌よりかなり 

高く，多量に 施肥を行われた 畑地並みであ った。 この場所がおかれている 状況を考えると 

極めて高濃度であ り，何らかの 形でリン ヵ湖 賦与されたと 考えられる。 とはいえ，明らかに 

低い値を示しているのは 土塊下の試料 (SKl-1l, SK2-10) だけであ り， 土塊周囲 

(SKI-8 一 10 ， SK2-7 一 9) も 土 坑内部と同様に 高い値を示している。 つまり，高いリン 濃 

度 を土坑内に埋葬された 人体のためであ ると推論するのは 困難であ る。 

従ってこれらの 成果を総合すると ，「土壌分析からは ， 土 坑内部に人体が 埋葬されてい 

たことを積極的には 言えない」というのが 結論であ る。 

7  石器石材の産地分析 

暗褐色土Ⅱからは ，多量の縄文土器とともに 石鎌 1 点と石器製作過程で 生じた剥片・ 砕 

片 29 点が出土した。 百錬および剥片・ 砕片はすべて ，サヌカイト 製であ り，石器 原 材の 産 

地を明らかにするため ，剥片・砕片の 19 点について，蛍光 X 線分析をおこなった。 

蛍光 X 線分析法は試料を 破壊せずに分析することができ ，試料調整が 単純で測定の 操作 

も簡単であ る。 分類の指標とする 元素組成を遺物について 求め，あ らかじめ，各原産地ご 

とに数十個の 原石を分析して 求めておいた 各原石群の元素組成の 平均値，分散などと 遺物 

のそれを対比して 産地を推定する。 この際 多 変量解析の手法を 用いて，各産地に 帰属され 

る確率を求めて 産地を同定する。 その分析方法については ，別に詳しく 論じているので ， 

それを参照していただきたい ( 藁科，東村 75 . 83 . 88, 東村 76, 藁科ほか 77 . 78)0 

遺跡から出土した 石器や石片は ，風化のためサヌカイト 製は表面が白っぽく 変色し新 

鮮な部分と異なった 元素組成になっている 可能性が考えられる。 このため遺物の 測定面の 

風化した部分に ，圧縮空気によってアルミナ 粉末を吹きつけ 風化層を取り 除き新鮮面を 出 

して測定を行なった。 分析元素は， Al, Si, K, Ca, Ⅲ， Mn, Fe, Rb, Sr, Y, Z,, Nb 

012 元素であ る。 塊 試料の形状差による 分析値への影響を 打ち消すために 元素量の比を 取 

り，それでもって 産地を特定する 指標とした。 サヌカイトでは ， K/Ca, Ⅲ /Ca, Mn/Sr, 

Fe/Sr, Rb/Sr, Y/Sr, Zr/Sr, Nb/Sr の 8 つの比率を用いる。 分析結果を表 4 に示した。 

石器の分析結果から 石材産地を同定するためには 数理統計の手法を 用いて，原石群との 

比較をおこない ，客辞に帰属する 確率を求めて 産地を同定する。 産地推定の結果について 
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表 4  サヌカイト製遺物の 元素地分析結果 0G-l は，標準試料 (Andozt ぬ ・ 74)) 

析
号
 

分
番
 

  
J ヒ 7C 素 

K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/Sr  Rb/Sr  Y/Sr  Zr/Sr  Nb/Sr  Al/Ca  Si/Ca              原石産地僻事 ) 
    .316  0.203  0.058  4.202  0.220  0                   0 ． 027 0 ． 013 0 ・ 115 ; 二上山                 
2  0.288  0.231  0.075  4.996  0.195  0.058 0.630  0.020  0.012                   二上山 @  4%) 
3  0.289  0.233  0.071  4.890  0.207 0.063  0.642  0.000  0.010 0 ・ 111  ; 三 上 m                 
4@ 0.277@ 0.214@ 0.080@ 4.842@ 0.199@ 0.057@ 0.619@ 0.015@ 0.011@ 0.103@ ;@-_LlJ@ (@91%) 
5  0.285  0.225  0.070  4.691  0.201  0.051  0.623               013 0.108 ; 二上山 ( 12%) 
6@ 0.285@ 0.220@ 0.072@ 4.924@ 0.207@ 0.050@ 0.606@ 0.016@ 0.012@ 0.106@ :@-_LlJ@ (@ 59%) 
7  0.275  0.228  0.080  4.798  0.201  0.062 0.594  0.000  0.012 0 ・ 106 ; 二上山                 

8@ 0.283@ 0.231@ 0.071@ 4.771@ 0.210@ 0.054 0.618  0.000  0.011                   二上山 ( 1%) 0 9 .285 0.223 0.063 4.560 0.201 0.076 0.637 0.011 0.012 0.108 ;　@lJ ( 8%) 
      .286  0.227  0.075  5.086  0.195  0.059  0.593                                       三上 LU ( 4%) 
11@ 0.270@ 0.217@ 0.081@ 4.952@ 0.193@ 0.081@ 0.597@ 0.014@ 0.011@ 0.105@ ;@r ． _hlil@ (@ 3%) 
12  0.273  0.226  0.071  4.448  0.195               615 0.019 0.012 0.103; 二上山 ( 1%) 
13  0.279  0.226  0.072  4.444  0.182  0.083  0.636  0                   0 ・ 100 ; 二上山                 
14  0.285  0.234  0.074  4.914  0.203  0.061                     0 ・ 011 0 ・ 105 ; 二上山                 
15  0.282  0.227  0.070  4.808  0.211  0.080  0.634  0.024  0.012                   二上山 ( 1%) 
16@ 0.280@ 0.227@ 0.074@ 4.526@ 0.195@ 0.072                                                 二上山 (  5%) 

17  0.252  0.205  0.081  4.845  0.196  0.056  0.576  0.034                             二上山 (  4%) 

18  0.281  0.227  0.074  4.741  0.208                                   013  0.110          二上山 (  1%) 
19  0.275  0.224  0.063  4 .434  0.209  0.058 0.620  0.000  0.011                   二上山 ( 2%) 

JG-1@ 1.298@ 0.297@ 0.062@ 2.814@ 0.783@ 0.174 0.719 0.026 0 .023  0.314         

は ， 低い確率で帰属された 原産地は記入を 省略し高い確率で 同定された産地のみの 結果 

を 記入している。 原石群を作った 原石試料は直径 3cm 以上であ るが，小さな 遺物試料の 

測定から原石試料と 同じ測定精度で 元素含有量を 求めるには，測定時間を 長時間掛けなけ 

ればならない。 しかし多数の 試料を処理するために ， 1 個の遺物に多くの 時間をかける 

れない事情があ り，短時間で 測定を打ち切る。 このため，遺物の 測定値には，大きな 誤差 

範囲が含まれ ，ときには原石群の 元素組成のバラツキの 範囲を越 て 大きくなる。 小さな遺 

物の産地推定を 行なったときの 判定の信頼限界は 0.¥% としている。 

以上から， AW2R 区 出土の縄文後期中葉のサヌカイト 製遺物の原石産地は ， 19 点すべて 

二上山産地の 可能性を示す 判定結果を得た。 ただし二上山 彦 原石と同じ組成の 原石は，和 

泉・岸和田産地で 6 % の確率で採取される。 二上山 群 に同定された 1 個の遺物に注目する 

と和泉・岸和田産地から 採取された可能性は 6% での確率で伝播したと 推測できる。 しか 

し 19 個全ての遺物が 和泉，岸和田産地から 採取された可能性は 0.0619 で 約 10-   21 拷の非 

常に低い確率になることから ， 本 遺跡出土の 19 個のサヌカイト 製遺物には奈良県二上山産 

地の原石が使用されていると 推測した。 
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8  円、 土日みか 

㈲ 縄文時代の遺跡 

今回の発掘調査では ，縄文土器 1185 点，石器 5 点，石器製作過程で 生じた剥片・ 砕片 29 

点が出土した。 本部構内における 従来の調査では 縄文時代の遺構・ 遺物は希薄であ ったの 

で，後期中葉という 時期の限定される 遺物包含層を 確認できたことは ，隣接地点における 

縄文時代の遺跡の 広がりを追究するうえで 重要な意味をもつと 思われる。 

報告したように ，縄文土器を 純粋に包含する 堆積層として 暗褐色土工と 暗褐色土Ⅱの 2 

層を確認した。 このうち，暗褐色土Ⅱは 斜面に堆積した 土層であ り， m43 のように 両 堆積 

層間で接合関係が 認められること ，ほぼ共通する 特徴をもっ土器が 両層から出土している 

ことから， この 2 枚の土居はそれほど 時間をおかずに 堆積したものと 理解する。 個々の 上 

器の特徴についてはすでに 記載したので ， ここでは全体的な 特徴をまとめて ，既存の型式 

と対比させ編年の 問題について 触れてみたい。 

出土土器の器 種 としては，有文 深鉢 ，有文 浅鉢 ，無文 深鉢 ，無文法 鉢 ，注口土器が 確認 

できた。 表 5 は， 両 層から出土した 各々の点数を 示したものであ る。 暗褐色土Ⅰも 暗褐色 

土 Ⅱもほぼ似たような 構成を示しているので ，両者をまとめて 回線 部 資料をもとに 構成比 

率をみてみよう ( 同一個体は， 1 点として数えている ) 。 

まず，有文土器と 無文土器の比率は ，有文約 22%, 無文約 78% であ り， 深鉢 ， 浅鉢 ，注 

口土器の上 ヒ 率では， 深鉢 約 90%, 浅鉢 約 7 %, 注口土器約 3 % という数値となる。 時期の 

近似する京都府薬餌 下 遺跡出土の器 種 比率の検討では ，有文と無文の 比率では無文が 7 割 

を 越え， 深鉢 ， 浅鉢 ，注口土器の 比率では 深鉢 約 86%, 浅鉢 約 13%, 注口土器 1 % という 

数値が提示されている ( 渡辺編 75)lT) 。 今回提示した 資料では，母数が 多くないことと ， 

小片で券種の 識別をおこなっているため ， この数値を普遍化することには 慎重にならざる 

をえないけれども ，後期中葉の 器 種 構成を検討する 一 材料として提示しておく。 

次に有文土器についてみてみる。 全体的構成を 伺える資料は 少ない。 器 形に関しては ， 

日録郎が内湾 し 頸部がくびれ 服部がやや張る 形態の深 鉢と ロ縁 部 がく字形に屈曲する 形態 

表 5  縄文土器の 有文目縁 有文 無文日録 無文 

種類別点数 
底部 注口 許 

深鉢 浅鉢 注口 胸部 深鉢 浅鉢 服部 

暗褐色土Ⅱ 6     .?  34  29  2  399  13   485 
暗褐色土 1  8     18 32   326     398 

計 14  2  2  52  61  4  725  22  1  883 
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Ⅱ へ 七口 @@@ 小 

の浅鉢 および童形の 注口土器が認められる。 

文様に関しては ，①参集洗練 によ る曲線的文様 (m5. m6. m33. m52. m53), ②洗 

練内の連続 刺突 (Tl . m12. m13. m34. m47. Ⅲ 48), ③結節縄文 (m8. mg. Ⅲ 45. 

m46. Ⅲ 56. m57), ④ 横走 洗練 によ る荒縄文 ( Ⅲ 14. mI5) ⑤末端を絡げた 3 本 撚 縄文 

(I114. uil5), ⑥洗練末端の 刺突 (1114), ⑦ c 字文 (1114), ⑧注口土器などの 特殊な詩 

形の連続斜線上 (ID16. 1135) などが特徴的であ る。 全体的に縄文そのものが 繊ホ m であ る 

のも特徴に加えられよう。 これらのうち ，①の特徴をもつ 土器は北白川上層 式 3 期，④ 一 

⑦の特徴をもつ m14 (Tl5 は同一個体か ) は一乗寺 K 式 ，他の特徴は 北白川上層 式 3 期か 

ら一乗寺 K 式に比定できよう。 m14 . ml5 を包含した暗褐色土Ⅱの 出土状況は 2mX2m 

前後の小範囲であ り，他の資料との 一括性は高い。 このような出土状況と 型式学的理解か 

ら，今回提示した 資料は北白川上層 式 3 期から一乗寺 K 式への移行 期 に編年されると 理解 

したい。 ただし，一乗寺 K 式に比定できる Iml4 (EIl5) のみ， 2 段 右 撚の縄文を用い ，他 

の縄文をもつ 資料はすべて 2 段 左撫 であ ること，色調が 他の土器と異なり ，またとくに 薄 

く成形されていて ，他の土器との 差異が大きい 点も指摘できる。 これが移行期の 様相を示 

すめか，混在として 分離すべきなのかは 資料の蓄積を 待って再考したい。 

暗褐色土Ⅱの 遺物集中地点からは ，多数の土器以覚に ，石鎌 1 点と石器剥片・ 砕片 29 点 

が出土している。 暗褐色土Ⅱは 斜面堆積層であ り，土器に小片が 多いことや磨滅が 進んだ 

ものがあ ることから，遺物の 集中は廃棄活動の 直接的な反映というより ，周辺 ( 東方ない 

し 北方 ) からの流人という 自然の営力による 堆積と推定するが ，そのまとまりから 判断し 

て遠距離の移動は 考えにくい。 こうした中に ，一定量の石器剥片・ 砕片が含まれているこ 

とは，石器製作を 伴 う ような居住活動が 本調査 区 周辺でおこなわれていたことを 意味する。 

比叡山西南 麓 に発達した複合扇状地上には ，時期ごとに 地点を違えながら 縄文人が活動 

の跡を残してきた。 この中でも，後期は 遺跡敷が最も 多い時期であ り，遺跡の消長から ， 

1 一致型式単位で 居住地を移動させていた 様相が明らかになりつつあ る。 今回の資料に 前 

後する時期についていえば ，地白川上層 式 3 期は総合人間学部構内の 資料がまとまって お 

り ，この付近にこの 時期の拠点の 一つが推定される [ 藤岡 73) 。 一方，後続する 一乗寺 K 

式は北白川扇状地には 認められず，北方約 2km にあ る一乗寺雨畑 町 遺跡に集落が 移動し 

ている ( 泉 85 コ 。 今回発見した 資料が北白川上層 式 3 期から一乗寺 K 式への移行 期 にあ た 

ること，付近に 集落の存在を 想定できることは ， 北 白川上層式から 一乗寺 K 式にかけての 

縄文集落の動態を 細かく追究するうえで ，重要な手がかりとなろう。 
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(2) 中世の遺跡 

中世の土地利用 調査 区 のあ る吉田山西麓の 地には，荒神橋を 起点に水白川，山中を 

経て近江坂本に 至る道が古文献にみえ ， これにあ たるとみられる 中近世の道路遺構がたび 

重なる発掘調査で 確認されてきている 岡田・吉野 80 ，五十川 83, 清水 89, 五十川ほか 

92 コ 。 こうした成果から ，本調査 区 の両辺付近がこの 中世の志賀 越道 の 北 70m ほどの地点 

にあ たると推定できる。 

さて今回の調査で 見つかった中世の 遺構は， 13 世紀中葉ごろに 集中している。 本調査 区 

の東約 150m, やはり中世の 志賀 越 道の北側にあ たる AW27 区においても ，中世の遺構・ 

遺物が同じ時期に 集申する 伍 土川ほか 92 コ 。 志賀 越 道の北辺にあ たるこの 地 一帯の開発 

が 中世前葉に画期をもつ 事実が明らかになったことは ，重要な成果の 一つであ ろう。 

溝 のうち， SD3 は残りがよく ，断面 V 字形の溝で東西に 延びる。 AX28 区や AX30 区で 

見つかっている 中世の道路遺構の 方位からみて ，白川道にほぼ 平行するものとみてよい。 

中世の遺構はこの 溝より北側ではほとんど 検出されず，南側に 集申していることから ， こ 

の溝が土地利用の 境界としての 役割をもっていたと 考えられる。 

この溝の南側で ，井戸，土塊， 集 石を検出した。 遺構の切り合いから 判断して，まず 井 

戸が造られ，その 廃絶とともに 土 坊や棄石遺構が 設けられている。 出土遺物からみて ，そ 

れは 13 世紀中葉という 比較的短期間の 出来事であ ったと考えられる。 

7 基検出した土塊 は ，内部に礫が 詰まる集荷土塊 と 土で充填しているものがあ る。 前者 

は ，当時の地表面に 礫が一部露出し 一種の積石状になっていたと 想定している。 規模や形 

態からみて，いずれも 墓の可能性が 高いけれども ，埋葬遺体や 副葬品は SK8 を除いてめ 

っかっておらず ，また SKl .SK2 について実施した 土壌分析でも ，墓であ ることを示す 積 

極 的な証拠は得られなかった。 一方， SK8 は大部分が潮 査区 外へと続くため ，規模・構造 

は明確ではないが ，副葬品とみられる 実形の青磁 2 点が出土しており ，墓であ ることを強 

く示している。 

ここで目を転じて 周辺地域で集荷 土 坑の類例を検索すると ，平安京左京三条三切十一町 

0 発掘調査が注目される ( 寺島編 84 コ 。 この調査では ，実方 墓 ， 土塘墓 ，火葬墓など 多様な 

葬法をもつ室町時代の 墓地の実態が 明らかになっている。 集荷 墓 とされたものは 下部に土 

塊があ り礫が詰まるものと 下部に土塊のない 二者が含まれており ， ともに人骨が 出土して 

いる例から事とされている。 前者は集荷土塊としたものに 類似し後者は 集荷 SX7 とし 

た下部に掘り 込みをほとんどもたない 遺構に類似する。 今回の調査では 墓であ ることを 示 
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刀へ 結 

す 積極的な証拠はほとんど 得られていないので ，さらに類例の 検討を待つ必要があ るが， 

こうした比較例から ， 集 右上 坑 ，土城，棄石 は ，墓にかかわる 遺構であ ると理解したい。 

以上から，この 地点における 中世前半の遺構の 変遷をまとめると ，まず井戸が 造られ， 

その廃絶とともに ，井戸穴は廃棄物の 捨て場となった。 その後，集荷 墓 ，土墳墓 が 設け ろ 

れ 墓地となった。 このように北側を 溝で区切られたこの 地点は，生活空間から 埋葬空間へ 

と土地利用が 変遷していることが 判明した。 

さらに建物跡は 存在しなかったが ，比較的多くの 屋 瓦を発見したことは ，周辺地に瓦葺 

きの建物があ ったことを示唆する。 今後，隣接地区の 調査成果も総合して ，土地利用の 実 

態を解明することを 課題としたり。 

古代・中世の 遺物 今回の発掘調査で 中世の包含 層 と遺構から出土した 遺物の多く 

は，中世京都 1 期中段階にあ たるものであ った。 しかし， 瓦 類は 12 世紀のものが 中心であ 

り ，また古代の 遺物も若干出土している。 それらのうち 特色のあ るいくつかの 遺物につい 

て，問題を整理しておきたい。 

まず，取り上げたいのは ，絹紬 文 垂木 元瓦 (lD275) であ る。 この垂木 先瓦は ，先述の 

ように山科盆地周辺に 類例が集中しており ，その他の地域では 最初の例となる。 しかし京 

都大学構内ではこの 時期の寺院の 存在は知られておらず ，また本調査 区 でもこれ以外に 古 

代の瓦は発見されていない。 ただ，少量ではあ るが 7 一 8 世紀代の須恵器，土師器が 出土 

している点が 注目される。 今後，周辺の 調査 区 で関連遺跡が 発見されることを 期待したい。 

次は中世の瓦の 問題であ る。 先述の垂水先見などを 除き，大部分は 中央 官衛 孫庇 第 W . 

V 期に属すると 思われる ( 上原 78) 。 これらのうち ，技法や胎土・ 焼成上の特徴からみて ， 

共通性をもっ 瓦 群を抽出することができる。 まず軒丸瓦では ，単弁八葉蓮華文軒丸瓦 (m 

239) と 外因 に珠 文を巡らす石拳二日文軒丸瓦 (111240) が， 顎 部外面を細かな 斜格子叩き 

で 調整しており ，胎土には砂粒をかなり 含み， 燈 褐色系統の色調を 呈する点で共通してい 

る 。 軒平瓦では，完全な 折り曲げ技法に よ る 2 種類の左扇唐草文軒平瓦 ( Ⅲ 252. m254) 

が胎土・色調において 軒丸瓦と共通し ，「 甘 」の へラ 記号をもつ平瓦凸面の 叩きは細かな 

斜格子が基本で ， 粗い正格子叩きが 共存する 例 ( Ⅲ 252) があ る。 平瓦凸面の細かな 斜格 

子叩きは，平瓦 D 類のものと共通しまた 軒丸瓦の顎部外面の 叩きも同じ原体であ る可能 

性があ る。 また，単弁八葉蓮華文軒丸瓦の 丸瓦部凸面にみられる 粗 い 斜格子叩きは ，丸瓦 

A 類 と同じものであ る。 さらに，技術的な 共通性は見いだせないが ，丸瓦 B 類は，胎土・ 

色調が丸瓦 A 類と 類似しており ，同じ群に含まれる 可能性があ る。 丸瓦 A.B 類は玉縁の 
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端面に 縦線を 2 ヵ所刻む点も 共通する。 

以上の瓦のうち ，平瓦 D 類と 丸瓦 A 類は，凸面の 叩き痕からみて ，軒平瓦と軒丸瓦に 使 

われたものであ る可能性が高く ，基本的にこの 瓦 群は軒瓦製作時の 何らかのまとまりを 表 

わすものと思われる。 仮にそれを 1 つの工房ないし 製作集団と考えるとすると ，そこに 

は，軒丸瓦と 軒平瓦の箔型が 2 つずつと，細かな 斜格子叩き・ 粗い斜格子叩き・ 粗い正格 

子叩きの原体があ り，縄目叩き 原体も存在した 可能性があ る。 さらに，前述したような 

「 丑 」の簿記号の 書き順に少なくとも 2 種類存在することを ，それらが異なる 人物により 

かかれたと解釈できるならば ， この群には少なくとも 2 人以上の人物が 関わっていたこと 

となる。 こうした状況からみると ，これらの軒瓦の 製作にあ たっては，特定の 工人が特定 

の箔 型や叩き原体を 持っていたのではなく ，複数の工人が 複数の箔型や 叩き原体を用いう 

るような状況にあ ったことが想定される。 今回と同様の 例としては，平安京右京六条 一 坊 

の 調査でみっか った 軒瓦の瓦当面や 瓦当側 線に 叩きを残す一群 ( 京都市 埋 文研 92 コ をあ げ 

ることができる。 不例 は ，全体の数量不足から 具体的な生産体制の 復元まで進むことが 難 

しいが，同様の 例が増加することが 期待されよう。 

最後に中世の 土器の中では ，吉備系土師器と 回転白土師器が 比較的まとまって 出土した 

ことが指摘できる。 吉備系土師器は ，本学構内では 病院構内 AFlh 区の SE2 と SKlr7 世 

土 資料に次ぐ発見となる ( 浜崎 84 コ 。 AFlR 区 出土 側 は，内面にのみ 磨きを残している 点 

がやや特異なのに 対し今回の出土例は 典型的な形態をもつ。 吉備系土師器は ，淀川河床 

遺跡で発見されているほか ，京都市内でも 左京六条三 切の SK31 からの出土例などが 知ら 

れ ( 京都市 埋 文研 83), その出土状況から ，商品ではなく 別の商品や貢物に 伴 う ものとす 

る 説 ( 橋本 92 pp.176-202) があ る。 回転白土師器は 底部に回転糸切りを 残し 杯 ・ ロ ・ 

耳 皿などの 器種 があ るが，正確な 産地は不明であ る。 吉備系土師器と 同様，商品としてで 

はなく他の理由により 持ち込まれた 可能性が高いと 考えるが，その 意味付けについては 今 

後の出土例の 増加を待ちたい。 

なお，中世の 遺物に関して ， 植 山茂氏，三枝健二氏，柴垣勇夫 氏 ，鈴木康之氏，山本税 

世 氏ょ り ，石器石材に 関して，大賀克彦氏ょ り 有益な 御 教示を得た。 末尾ながら，感謝 申 

し 上げます。 

(a.j 
(1) 分類基準がやや 異なるため，若干の 誤差が含まれているが ，全体の傾向をみる   占では問題ないと 
ぽ 、 われる。 
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長岡京市 編 1991 年 目長岡京市 史 』資料編Ⅰ 

中村健二 1990 年 「近江・山城の 山苧 文 後半期の土器について」 磁賀 文化財だより J No.144 

中村徹也 1973 年 『京都大学農学部総合 館 周辺埋蔵 文化財発掘調査の 概要』 

1974 年 a  『京都大学農学部総合 館北棟 建設予定地内埋蔵 文化財発掘調査の 概要 IJ 

1974 年 b  『京都大学理学部ノートバイオトロン 実験装置 室 斬首工事に伴う 埋蔵 文化財 

発掘調査の概要 d 

1975 年 『京都大学農学部総合 館北棟 建設予定地内埋蔵 文化財発掘調査の 概要Ⅱ』 

中村友博 1977 年 「和歌山県瀬戸遺跡の 発掘調査」 陳都 大学構内遺跡調査研究年報 昭和 hl 年度』 

西口詩 生 1983 年 「土師器の地域 色   6 . 7 世紀の畿内とその 周辺一」『文化財論叢』 ( 奈良国 
立文化財研究所創立 30 周年記念論文集 ) 

西口陽一 1991 年 「近畿・百舌尖頭器の 研究」『考古学研究』第 38 巻第 1 号 

丹羽祐一 1978 年 「和歌山県瀬戸遺跡の 発掘調査」『京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和 W. 年度 コ 

橋本人相 1980 年 「中世土器研究予察」『七枚遺跡発掘調査報告書』 ( 高槻市文化財調査報告書 

第 13 冊 ) 

浜崎一志 1983 年 a  「京都大学北部構内 BD30 区の発掘調査」『京都大学構内遺跡調査研究年報 

昭和 Rf 年度』 
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京都大学構内遺跡調査要項 1993 年度 

京都大学埋蔵 文化財研究センター 要項 

第 1 条 京都大学に埋蔵 文化財研究センター ( 以下「センター」という。 ) を置く。 

第 2 条 センターは，京都大学敷地内の 埋蔵 文化財についての 調査研究及びその 保存のため必要な 業 

務を行な う 。 

第 3 条 センタ一にセンター 長を置く。 

2  センター長は ，京都大学の 専任の教授をもって 充てる。 

3  センター長の 任期は， 2 年とし再任を 妨げない。 

4  センター長は ，センタ一の 所務を掌理する。 

第 4 条 センタ一に， 泌要 に応じて，助教授，助手その 他の職員を置く。 

第 5 条 センタ一に，調査研究及び 保存に関する 業務を処理するため ，研究部を置く。 

2  研究部に主任を 置き，双条の 教官をもって 充てる。 

3  主任は，研究部の 業務をつかさどる。 

第 6 条 センタ一にセンタ 一の事業に関する 基本的計画，人事その 他管理運営に 関する重要事項を 審 

議するため，運営協議会を 置く。 

2  運営協議会は ， 次の各号に掲げる 委員で組織する。 

(1) センター長 
(2) センタ一の研究部の 王仁 

(3) 前 2 号以外の学識経験者のうちから 総長の委嘱した 者 若干 名 

(4) 事務局長及び 施設部長 
3  センター長は ，運営協議会を 招集し，議長となる。 

4  前各項に規定するもののほか ，運営協議会の 運営に関し必要な 事項は，運営協議会が 定める。 
第 7 条 この要項に定めるもののほか ，センタ一の 組織及び運営に 関し必要な事項はセンター 長が定 

める。 

センター長 

小野山師 ( 文学部教授 ) 研究部主任 

運営協議会委員 清水若俗 ( 文学部助教授 ) 

大山養平 使 学部教授 ) 同研究員 

蕉 地利明 ( 文学部教授 ) 五十川神矢 ( 文学部助手 ) 
川 X 良也 ( 法学研究科教授 ) 千葉 豊 ( 文学部助手 ) 

石田英 實 ( 理学部教授 ) 伊藤淳史 ( 文学部助手 ) 

鎮西清高 ( 理学部教授 ) 古賀秀策 (1 学部助手 1993.5.1 づ 

西村 道 ( 理学部教授 ) 吉井秀夫 ( 文学部助手 1993.7.1 一 1994.3.31) 

西川幸治 (L 学部教授 ) 宮原恵美子 ( 施設部教務補佐 員 ) 

久馬一別 ( 農学部教授 ) 磯谷敦子 ( 施設部教務補佐 員 ) 

足利健 亮 ( 人間・環境学研究科教授 ) 中田敬子 ( 施設部教務補佐貫 ) 
伊東隆夫 ( 木質科学研究所教授 ) 事 務 室 

鎌田元一 ( 文学部助教授 ) 松本一代 ( 施設部事務補佐貫 ) 
山中一郎 ( 文学部助教授 ) 

高橋康夫 (1 学部助教授 1993.4.1 づ 

清水若俗 ( 文学部助教授 ) 

田村 誠 ( 事務局長 ) 
青根邦文 ( 施設部長 ) 
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京都大学構内遺跡調査要項 

表 6  京都大学構内遺跡のおもな 調査 

地点は図版 大理文研，「 1 調 を参照，文献 」は京大調査会をさす。 中 「 埋 」は京 ） 

調査の 面積 遺 構 年度 義馨 麦地点担当者種類 (m2) 

1923  農学部 1 . 2  濱田 耕作表 採 ・ 試 
掘 

@1924 農学部不明藤本建姉郎 
  

1929  大阪府 
安 満   

ほか 

梅原 末治 発   
193R 地白川 梅原 末治 
小倉 町 

1956  農学部   羽 飴 易ま 本 。 ， 集 

1971  農学部   石田 京胡 採 美 

1972  農学部 5 採 集 

大阪府 小野山 節事前発掘 IROO 条里の溝 
安 満 都 出比呂志 

  
追分地蔵 6  石田 京胡事前発掘 600 

中村 徹也 

教養部 7  藤岡謙二郎工事中 採 
集 ・実測 

1973 農学部 8  中村 徹也事前発掘 13  瓦 溜 

農学部 9  中村 徹也事前発掘 600   
            

1974  農学部 12  中村 徹也事前発掘 800 半 農 部 13  徹也事前発掘中村 .  800 

1975  教養部 14  小野山師事双発掘 中村徹也 750 
1976 農 学 部 16  泉 拓良 事前発掘 900 縄文晩期 土 
RE.33 区 墳墓 

遺物   文献   備考   
石 棒 横山・ 佐 

原 60 

弥生土器 島田・ 水 
野 ほか 29 

乾漆 棺 ・ 玉 梅原 36 
飾枕   
縄文土器     

弥生土器 埋 79 

石 棒 

弥生土器， 小野山・ 建物をずら 
石棒 郡山 73  し 条里の淳 

を 保存 

弥生土器， 石田・ 申 
石棒 ti-72 

し
 
L
 
一
 
%
 

瓦
溜
埋
 

 
 
 
 

両
用
 

藤
埋
 

お
器
安
 
：
）
 

上
士
 平 

立
文
（
 

絹
綿
 瓦   
縄文土器 中村 74b, 蓋棺・ 配モ 

泉 77  遺構の移築 を決定 

縄文土器 中村 74a 

縄文土器 中村 75   
縄文土器， 調 77 
土師器， 瓦 
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年度 

 
 

サ右 十ょ Ⅰ 目一 ロ 出目 @ 
 
 

  

 
 

  遺構遺物 考
 

備
 

献
 

 
 

1976 岡田 保良 事前発掘 古代・中世土師器， 瓦 ， 
溝 ・ 池 ・ 土 陶磁器 
器溜     

植物園 29 
BD  35 区 

病 院 34 
AHl7 区 

教養部 35 
AS23 E 

雅
良
 

治
拓
 

野
 古
泉
 

保 存 調押   葵棺 ・ 配モ 
の 移築復原 
  

事前発掘 近世 溝 ・井土師器， 瓦 
戸・ 集石 

埋 78a   

吉野治雄 l 試 掘 溝
 

 
    

 

 
 

坦
坦
 
坦
 

  

  
和歌山県 一 

病 院 39 
A  FU4E   

宇野隆夫試掘 縄文土器 

縄文時代 土 縄文土器， 
墳墓 人骨   

丹羽 佑一事前発掘 

1977 岡田 保 長事前発掘 
宇野 隆夫 埋 埋 78a, 81a         

医学部 A018 区   41 掘
 
発
 
@
 
・
 
り
 
目
 

事
 

 
 野

 

泉
吉
 
   

  
   

Ⅱ ヒ 吾 3  43 
電気管   溝 ，土塊須恵器，土 師 韓     

 
 

宇野 隆夫試 掘 溝 弥生土器， 
土師器， 瓦 

溝 土師器， 瓦 ， 
陶磁器 

 
 

 
 

 
 

 
 

埋
 

埋
 

岡田 保良 

岡田 保良 
宇野 隆夫 
吉野 治雄 

試 掘 

    

1978 

  
1979 

RR2g 区 

農学部 55 
BG32 区   

事前発掘 

  
土
器
，
 

瓦
 
器
 ，
 

土
柿
 

弘
士
 

方
 ，
 
塚
 

期
墓
葬
 

 
 
弥
形
中
 

埋 79  火葬 塚 と力 
形周溝募る 
現地保存 

埋 79 器
，
 

土
器
 

立
師
 

綿
上
 
土
 

坑
 

土
溝
 

文
代
 

縄
古
坑
 

泉 拓 長事前発掘 
宇野 隆夫   

"' 一 
泉 拓 長事前発掘 
宇野 隆夫 

] ヒ 部 56 
BG31 区 

本 部 57 
Aw28 区 

本 部 60 
AY22 区 

病 院 64 
ANlgE 

北 部 66 
BH37 区 

埋
 
晩
期
 

文
林
 

網
役
 

縄文土器       埋 80   

泉 拓良 立 合 高野川 恒 河 
道 

井戸， 溝 弥生土器 

土塊 土師器， 患群 須 

  

埋 79   

合
掘
 

立
試
 

雅
雄
 

 
 野

野
 

十
日
田
口
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年度   
1979 

  
1980 

  
1981 

君名 査遺調 跡 地点   
    
医学部 れ 
APlg 区     

 
  
 

部
区
 

 
  
 

本
 Ⅵ
   
北 部 79 
BD32E   
本 部 89 
A  T27 区 

本 部 90 
AX28 区 

京都府 
美 月 

教養部 91 
A021 区 

教養部 93 
Au  22 区   

 
 
  
泉
声
 

山
 
歌
 
和
瀬
 

本部 A  X28 区   110 

  
岡田 保良 試 掘 8 弥生土器， 
清水 若俗 土師器 

吉野 治雄試 掘 28 溝 ，立坑 縄文土器， 
弥生土器， 
土師器， 瓦 

西川 幸治試 掘 30 中世 溝 土師器， 瓦 ， 
@ は 青 一志 瓦器 

吉野 治雄     
  

近
 

 
 

，
器
 

安
 半
券
 
磁
 

師
陶
 

見
上
世
 

路
，
 

道
 
世
 
近
堀
 

 
 

 
  
 

合
掘
 
発
 
@
 
・
 
り
 
目
 

工
事
 

 
 

呆
呆
 

 
 

 
 師

磁
 (
 製
 

土
陶
 鉄
麿
 

 
 雌

轄
 p
 

追
申
 井
 

 
  
 

 
  
 

掘
 
発
 
事
前
 

 
 
 
 
 
 
 
 
土
崎
 

泉
五
浜
   
五十川神矢       
吉野治雄士ム     火葬 列 墓 ，石瓦器，陶器   

瓦
，
 

 
 

初
酒
 

建
瓦
 

化
性
 

右
近
 

 
 
 
 
 
 

掘
 
前
発
 

事
 

 
  

 

泉
浜
 

糊
 五
器
 器
瓦
 Ⅳ 

土
管
王
土
器
 器
 

文
 玉
生
垣
 

師
磁
 

縄
硬
弥
製
土
陶
 

上
洛
 

 
 

坑
 石
代
 

器
 

土
配
 
特
上
 

生
生
 

填
せ
 

弥
弥
占
坊
中
 

 
 

3
4
 

5
0
 

 
 

掘
 

掘
 
発
 

前
発
 

事
 

事
前
 

 
 

 
 
 
 
 
 

水
干
 崎
崎
 

泉
清
五
浜
浜
 

 
 

文献 備 考 

埋 so 

埋 80 

埋 80 

埋 81b 

埋 81h  竪穴住居跡 
を 現地保有 

埋 so 

埋 81b 

埋 83 
  

埋 83  立ち合い 詐 

査 中に遺跡 
を 発見， エ   

埋 83 

埋 8l 

埋 83  遺構実測 

埋 83 

埋 ㎝ 

  

  



京都大学構内遺跡のおもな 調査 年度 謁 地 ， 点 担当者 面 （ ㈹ 積 造 構 遺 物 文 献 備 

構 ，中世間， 須恵器， 土 
溝 ， 墓 即諾，鋳型， 

溶解炉   

  
京都市 分布調査   縄文土器， 埋 83 
本 山 緑粕 陶器， 

  広袖陶器 

府道 1982 京中 都海       
泉 拓 長事前発掘 297 古代製塩炉縄文土器， 埋 84  古代製塩 

和歌山県 瀬 戸 弥生土器， を 移築 保 
製塩土器 

本 部 124 泉 拓 長事前発掘 890 中世 濠 ，韓土師器， 瓦埋 86 
A  T2gE 茂野 博文 物 器 ，陶磁器   

1983 医学部 134 泉 、 拓 良 事前発掘 863 中世井戸， 須恵器， 瓦埋 86 
A  N20 区 五十川神矢 土 取り大 器，土師器 

北 部 135 清水 若俗事前発掘 737 縄文埋没 林 ，縄文土器， 埋 87 
BF31 区 五十川神矢   

中世 上 取り土師器，瓦垣 86 医学部 AMlgE 139 泉浜 崎 立 合 穴 器 ，百銅 

1984 病 院 141 浜崎 一志事双発掘 863 近世 池 ， 井 縄文土器， 埋 87 
APlg E 宮本 一夫 戸 ，野壺 蓬戸 焼   
医学部 143 五十川神矢事前発掘 1920 中世井戸， 土師器，瓦垣 88 
ANl8 区 宮本 一夫 主 取り 穴 ， 器 ，鋳型         

菱田 哲郎 穴 

101 



京都大学構内遺跡調査要項 

献
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
鞠
 

坦
坦
 

坦
坦
 

埋
 

埋
 

坦
坦
坦
 

埋
 

埋
 

埋
 

坦
坦
 
坦
 

石
り
 

，
須
 

陶
瓦
 

陶
 

陶
 

陶
 

 
 

韓
 

土
器
 

陶
 

陶
瓦
 

瓦
，
 

瓦
庇
 

器
 ，
，
 

器
器
器
器
 ，
，
瓦
 

諾
諾
，
 

器
 ，
 
p
 

器
器
 ，
 

器
 

器
器
 
 
 

師
磁
師
磁
師
磁
師
器
師
器
師
 

 
 

 
 

 
 

土
磁
 
綿
上
 磁
 

土
 

陶
土
陶
土
陶
土
磁
土
磁
土
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藩
 

可
 

構
再
卸
珊
 

 
 

坑
路
張
坑
路
坑
 

坑
取
 

道
打
 

井
 
，
 

弁
士
 

士
道
尾
上
通
 
士
 

王
道
士
 

溝
 

井
上
 

 
 

世
 
，
 戸
世
壺
 

世
路
 

世
 

世
世
世
 堀 
世
世
世
 

坑
，
 

代
 

世
世
世
 

 
 

中
止
 

噴
埋
近
 

中
 
近
近
邸
中
 近 
中
溝
 

近
 滝
井
近
野
 

近
 道
中
 

土
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
.
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曲
面
（
 

積
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

掘
掘
 

掘
合
 

掘
 

掘
 

合
掘
掘
 

掘
 

掘
 

掘
掘
掘
 

掘
 

 
 

発
 

発
 
メ
 

発
 

発
 

秀
発
 

発
 

 
 

 
 

 
 

@
U
 

・
 
日
 

@
 
・
 
り
 
目
 

@
 
・
 
廿
 
月
 

 
 

前
発
 

@
 
Ⅰ
・
 

目
一
 、 
目
 
u
 

事
事
 

事
宜
 

事
 

事
 

工
事
事
 

事
前
 

事
前
 

事
 

事
事
 
試
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
 一
十
本
水
本
友
太
 皮 
奇
抜
水
干
 崎
崎
皮
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
点
 
l
5
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㏄
 

学
 初
春
Ⅸ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

W
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

度
 

㏄
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

㎎
 

考
 

備
 

102 



京都大学構内遺跡のおもな 調査 
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病 院 22f  清水 若俗立 合 近世包含 層 
AHl4 区 

病 院 227 古賀 秀策立 合 遺跡なし 
AGl3 区 

病 院 228  古賀 秀策立 合 遺跡なし 
AGl0 区 
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ふ り がな きょうとだいがくこうないいせきちょう さ けんきゅう ぬ んぼう 1993 ねんど 

重日 名 京都大学構内遺跡調査研究年報 1993 年度 

編著者名富井 山中一郎，清水若俗，五十川伸夫，千葉 眞 ，小崎 隆 ，矢内純大，藁科哲男 豊 ，伊藤淳史，古賀秀策，吉井秀夫， 
編集機関 京都大学埋蔵 文化財研究センター 

所 在 地 〒 606  京都府京都市左京区吉田本町 Tel 075 Ⅰ 53-   7691 

発行年月日 西暦 1997 年 3 月 31 日 

ふりがな   コ ー ド 調査 調 査   調査原因 
期間面積 m2   

本部構内 き， 京都府京都市左京区 j とふき @ うとしさ き， @1( 35@  135@ 1993 0111 工学部 RI 施設 棟   
AU30 区 よしだは ん ま ち 2f6100 一 1,  47,  @  2,554  工学科等研究実験棟 

AV30 区吉田本町 20"   10" 1994 0114 斬首に伴う発掘調査 

北部構内京都府京都市左京区 き， j とふき I うとしさ き @ ぅ < 35@  135@ 1993 0616 理学部 動 ・植物学科 
26100  一 1,  47,  @  1.323  等校舎斬首に 伴う発 

BB28 区 きたしらか J ヒ白 Jl@ わぉ @@ ゎ 分 lj ち @@ 町 
35" 10" 1993 0930 掘 調査 

本部構内京都 き L@1 とふき @ @ 京都市左方 ぅ としさ き @ て区 ぅ (   
26100  一 r@ 47 ， i 929 

文学部等校舎斬首 に 

AW25 区                                 伴 6 発掘調査 
25"     1993 1217 

刑又 遺跡客種別 主な日 き 化 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項 

本部構内散布地縄文・ 弥生流 路 縄文・弥生土器，石器有望尖頭器の 出土 

A.U30 区集落跡平安 溝 4 土師器，陶器 突 荷文土器と遠賀川 

AV30 区集落跡中世 土器 溜 ， 溝 ，柱穴 多数土師器，陶磁器 式 土器の出土 

田畑 近世 溝 2 陶磁器 

野壺 多数 

北部構内集落跡平安 土塊 1 土師器，須恵器，陶器弥生双期の 土石流 助 

RR28 区 溝   を 確認 

集落跡中世 土塊 多数土師器，陶磁器 地震による 圧密 液状 

田畑 近世 溝 ・ 柵列 多数土師器，陶磁器 化の跡を検出 

本部構内散布地縄文 縄文土器，石器 縄文土器は後期中葉 
A.W25 区集落跡鎌倉 井戸   土師器，陶磁器，瓦 の一括資料 

一俵   

溝   土塊 埋 土の理化学的 

土塊   分析 

田畑 近世 杭タり 土師器，陶磁器 
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正 誤 表 京都大学構内遺跡調査研究年報 1993 年度 
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図版 25 

イ 丁 

29 

  

図 l7 ネーム 

ネーム 

誤 
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1 241 SD5 
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皿 U34. Ⅲ n36 須恵器   田 139 床 軸 陶器， 
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